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同
理
事
会
で
寺
岡
会
長
は
︑﹁
３
月
27

日
に
開
催
し
た
﹃
燃
料
価
格
高
騰
等
経

営
危
機
突
破
総
決
起
大
会
﹄
で
は
︑﹃
軽

油
を
安
定
的
に
確
保
で
き
る
環
境
の
整

備
﹄
な
ど
を
決
議
し
︑
多
く
の
国
会
議
員

や
行
政
機
関
な
ど
に
対
し
要
望
を
行
っ

た
︒
そ
の
結
果
︑
石
油
備
蓄
放
出
や
原

油
代
替
調
達
が
行
わ
れ
た
ほ
か
︑
軽
油
価

格
の
激
変
緩
和
措
置
な
ど
も
手
当
て
し
て

い
た
だ
い
た
﹂
と
︑
燃
料
価
格
高
騰
へ
の

対
応
に
つ
い
て
言
及
︒
そ
の
上
で
︑
石
油

製
品
販
売
会
社
５
社
に
よ
る
カ
ル
テ
ル
に

つ
い
て
︑﹁
我
々
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
が

不
当
な
価
格
で
軽
油
を
購
入
し
て
い
た
こ

と
に
な
り
︑
唖
然
と
し
た
︒
今
後
も
公
正

取
引
委
員
会
に
対
し
︑

カ
ル
テ
ル
が
疑
わ
れ
る

石
油
製
品
販
売
会
社
へ

の
監
視
や
指
導
︑
厳
格

な
調
査
の
徹
底
を
求
め

た
い
﹂
と
し
た
（
詳
細

２
面
）︒

　

ま
た
︑来
賓
と
し
て
︑

国
土
交
通
省
の
岡
野
ま

さ
子
大
臣
官
房
総
括

審
議
官
︑
沓
掛
敏
夫

道
路
局
長
︑
指
田
徹

物
流
・
自
動
車
局
貨

物
流
通
事
業
課
長
︑

渡
邊
良
一
道
路
局
高
速

道
路
課
長
が
出
席
︒

岡
野
大
臣
官
房
総
括

審
議
官
と
沓
掛
道
路

局
長
が
あ
い
さ
つ
し
た

（
詳
細
２
面
）︒

　

議
事
で
は
︑
①
会
員

の
代
表
者
の
変
更
お
よ

び
入
退
会
（
案
）︑
②

令
和
７
年
度
事
業
報
告

書
（
案
）︑
③
７
年
度

計
算
書
類
（
貸
借
対

照
表
︹
案
︺︑
正
味
財

産
増
減
計
算
書
︹
案
︺

お
よ
び
収
支
計
算
書

︹
案
︺）
等
︑
④
定
款

の
変
更
（
案
）︑
⑤
第

１
０
３
回
通
常
総
会
の

招
集
（
案
）︑
⑥
７
年

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
坂

本
克
己
最
高
顧
問
（
全
国
道
路

利
用
者
会
議
副
会
長
）
は
５
月

12
日
︑
東
京
都
千
代
田
区
の
砂

防
会
館
別
館
﹁
シ
ェ
ー
ン
バ
ッ
ハ

・
サ
ボ
ー
﹂で
開
催
さ
れ
た
﹁
全

国
道
路
利
用
者
会
議
﹂（
最
高

顧
問
:
古
賀
誠
自
由
民
主
党

元
衆
議
院
議
員
︑
会
長
:
佐

藤
信
秋
自
民
党
元
参
議
院
議

員
）
の
第
78
回
定
時
総
会
に
出

席
し
︑
道
路
利
用
者
の
代
表
と

し
て
︑
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

ル
ネ
ッ
ク
の
解
消
を
強
く
求
め

た
い
﹂
と
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
の
立
場
か
ら
の
要
望
を
強
く

訴
え
た
︒
続
い
て
︑
全
国
の
道

路
利
用
者
会
議
か
ら
提
出
さ
れ

た
要
望
内
容
を
も
と
に
取
り
ま

と
め
ら
れ
た
﹁
決
議
﹂（
２
面
に

掲
載
）
を
坂
本
全
ト
協
最
高
顧

問
が
力
強
く
読
み
上
げ
︑
満
場

一
致
で
採
択
し
た
︒

　

同
決
議
に
つ
い
て
は
︑
政
府

や
国
会
議
員
に
対
し
て
要
望
を

行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
︒

強
化
等
に
関
す
る

決
議
を
力
強
く
読

み
上
げ
た
︒

　

会
議
で
は
冒

頭
︑
古
賀
全
道
利

最
高
顧
問
が
紹
介

さ
れ
た
後
︑
佐
藤

全
道
利
会
長
が
︑

﹁
本
日
は
坂
本
全

ト
協
最
高
顧
問
を

は
じ
め
︑
道
路
利

用
者
か
ら
も
多
く

の
出
席
を
い
た
だ

い
た
︒
道
路
整
備

実
現
に
向
け
て
︑

実
り
の
あ
る
総
会

と
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
﹂
と

あ
い
さ
つ
︒
続
い

て
︑
来
賓
と
し
て

出
席
し
た
金
子
恭

之
国
土
交
通
大
臣

が
︑﹁
国
交
省
と
し

て
も
︑
道
路
整
備

の
推
進
を
通
じ
て
︑

国
民
の
皆
様
の
安

全
・
安
心
の
確
保

に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
﹂
と
あ
い

さ
つ
し
た
︒

　

ま
た
︑
来
賓
と

し
て
辻
元
清
美
参

議
院
国
土
交
通
委

員
長
（
立
憲
民
主

党
参
議
院
議
員
）

が
あ
い
さ
つ
し
た
︒

　

意
見
発
表
で

は
︑
青
木
均
全
道

利
副
会
長
（
愛
知

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

会
長
）が
登
壇
し
︑

﹁
物
流
現
場
の
目

線
に
立
っ
た
道
路

整
備
が
必
要
で
あ

り
︑
物
流
効
率
化

へ
の
支
援
や
渋
滞

の
解
消
︑
高
速
道

路
の
暫
定
二
車
線

区
間
な
ど
の
ボ
ト

度
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
振
興
顕
彰
﹁
鈴
木
賞
﹂

候
補
者
（
案
）︑
⑦
第
31
回
全
国
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
大
会
開
催
概
要
（
案
）

お
よ
び
第
32
回
開
催
ブ
ロ
ッ
ク
（
案
）
︱

︱
に
つ
い
て
︑
原
案
通
り
承
認
︒
事
業
報

告
書
に
つ
い
て
は
第
１
０
３
回
通
常
総
会

で
報
告
さ
れ
る
と
と
も
に
︑
計
算
書
類
等

に
つ
い
て
は
同
通
常
総
会
に
上
程
さ
れ
る
︒

　

ま
た
︑
①
９
年
度
ト
ラ
ッ
ク
関
係
施
策

に
関
す
る
要
望
書
（
案
）（
関
連
２
面
）︑

②
運
輸
事
業
交
付
金
制
度
︑
③
中
東
情

勢
に
よ
る
燃
料
お
よ
び
石
油
関
連
製
品
に

関
す
る
問
題
へ
の
対
応
︱
︱
な
ど
に
つ
い

て
報
告
し
た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
６
月
４
日
︑
東
京
都
港
区
の
第
一
ホ
テ
ル
東
京
で
第
２

１
５
回
理
事
会
を
開
催
し
︑
令
和
７
年
度
計
算
書
類
（
案
）
な
ど
︑
６
月
25
日
に
開

催
さ
れ
る
第
１
０
３
回
通
常
総
会
へ
の
上
程
議
案
を
承
認
し
た
︒

　

理
事
会
で
は
冒
頭
︑
寺
岡
洋
一
会
長
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
︑﹁
運
輸
事
業
振
興
助

成
交
付
金
は
︑
令
和
13
年
３
月
31
日
ま
で
の
５
年
間
に
限
り
現
行
制
度
が
維
持
さ
れ

た
︒
こ
れ
も
︑
坂
本
克
己
最
高
顧
問
の
獅
子
奮
迅
の
活
躍
に
よ
っ
て
維
持
が
実
現
し

た
も
の
︒
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
を
代
表
し
︑坂
本
最
高
顧
問
に
御
礼
申
し
上
げ
た
い
﹂

と
︑
坂
本
最
高
顧
問
の
功
績
を
讃
え
た
上
で
︑﹁
運
輸
事
業
の
振
興
の
助
成
に
関
す

る
法
律
が
効
力
を
失
う
５
年
後
に
向
け
︑
交
付
金
の
あ
り
方
に
つ
い
て
︑
慎
重
に
︑

し
か
し
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
﹂
と
︑
全
ト
協
と
し
て
業
界
へ
の
支

援
制
度
確
立
に
向
け
て
動
き
出
す
姿
勢
を
鮮
明
に
し
た
︒寺岡　洋一

全ト協会長

辻元　清美
参議院国土交通委員長

青木　均
愛知県ト協会長

坂本　克己
全ト協最高顧問

佐藤　信秋
全道利会長

金子　恭之
国土交通大臣

岡野　まさ子
大臣官房総括審議官

沓掛　敏夫
道路局長

古賀　誠
全道利最高顧問
古賀　誠

全道利最高顧問

今こそ交付金の「適正かつ有効な活用」と「新たなあり方の検討開始」を！
トラック駐車マスの拡充をはじめ業界ニーズを踏まえた高速道路整備を！

全
ト
協　

第
２
１
５
回
理
事
会

「
全
国
道
路
利
用
者
会
議
」
第
78
回
定
時
総
会

物流現場の目線に立った道路整備の実現を！物流現場の目線に立った道路整備の実現を！
坂本全ト協最高顧問が道路ネットワークの強化などを強く訴える
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岡
野　

ま
さ
子

国
土
交
通
省

大
臣
官
房
総
括
審
議
官

　

日
頃
よ
り
ト
ラ
ッ
ク
物
流

行
政
へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
︒
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
は

今
ま
さ
に
大
き
な
転
換
期
を

迎
え
︑
こ
れ
に
対
応
す
る
た

め
︑
近
年
︑
制
度
改
正
が
相

次
い
で
進
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
︒
平
成
30
年
の
﹁
標
準
的

な
運
賃
﹂の
導
入
に
始
ま
り
︑

令
和
６
年
に
は
﹁
改
正
物
流

法
﹂
が
公
布
さ
れ
︑
今
年
４

月
に
は
全
面
施
行
と
な
り
︑

大
手
荷
主
等
の
中
長
期
計
画

策
定
や
物
流
統
括
管
理
者
の

選
任
が
義
務
化
さ
れ
ま
し

た
︒
さ
ら
に
昨
年
成
立
し
た

﹁
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
二
法
﹂

も
一
部
施
行
さ
れ
︑
違
法
な

白
ナ
ン
バ
ー
対
策
の
強
化
や

再
委
託
の
回
数
制
限
な
ど
が

動
き
始
め
て
い
ま
す
︒

　

ま
た
５
月
に
は
︑
中
継
輸

送
を
促
進
す
る
﹁
改
正
物
流

効
率
化
法
﹂
が
成
立
し
︑
日

帰
り
運
行
や
休
憩
施
設
の
確

保
︑
帰
り
荷
の
確
保
に
よ
る

効
率
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
︒
こ
う
し
た
改
革
が
進
む

背
景
に
は
︑
物
流
の
重
要
性

に
対
す
る
社
会
的
理
解
の
高

ま
り
と
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
の
皆
様
の
日
々
の
努
力
に

よ
っ
て
信
頼
が
一
層
深
ま
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒

　

現
在
︑
令
和
10
年
の
ト
ラ
ッ

ク
適
正
化
二
法
の
全
面
施
行

に
向
け
︑
許
可
の
更
新
制
や

適
正
原
価
の
導
入
な
ど
の
検

討
も
進
め
て
い
ま
す
︒
政
府
全

体
と
し
て
物
流
政
策
推
進
会

議
等
を
通
じ
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
の
地
位
向
上
と
業
界

発
展
に
向
け
た
取
り
組
み
を

強
力
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
︒

　

さ
ら
に
︑
運
輸
事
業
振
興

助
成
交
付
金
は
５
年
間
の
延

長
が
実
現
し
ま
し
た
︒
こ
れ

は
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

皆
様
の
結
束
と
行
動
力
の
成

果
で
あ
り
︑
改
め
て
敬
意
を

表
し
ま
す
︒
今
後
も
財
源
確

保
の
た
め
︑
交
付
金
の
意
義

と
成
果
を
整
理
し
︑
法
律
の

趣
旨
に
沿
っ
た
活
用
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
︒

　

今
般
の
中
東
情
勢
に
よ
る

燃
料
価
格
高
騰
や
供
給
不
安

に
つ
い
て
は
︑
全
ト
協
や
地

方
運
輸
局
を
通
じ
て
状
況
を

把
握
し
︑
経
済
産
業
省
と
連

携
し
て
供
給
偏
り
や
流
通
目

詰
ま
り
の
解
消
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
︒
ま
た
︑
公
正
取

引
委
員
会
と
中
小
企
業
庁
の

連
名
で
︑
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー

ジ
制
の
導
入
や
運
賃
改
定
に

よ
る
価
格
転
嫁
が
進
む
よ
う

荷
主
団
体
へ
要
請
し
ま
し

た
︒
引
き
続
き
業
界
へ
の
影

響
を
最
小
限
に
抑
え
る
べ
く

対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
︒

全
ト
協　

第
２
１
５
回
理
事
会�

（
１
面
に
関
連
）

沓
掛　

敏
夫

国
土
交
通
省　

道
路
局
長

　

坂
本
克
己
最
高
顧
問
︑
寺

岡
洋
一
会
長
︑
そ
し
て
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
皆
様
に

は
︑
日
頃
よ
り
我
が
国
の
経

済
と
国
民
生
活
を
支
え
る
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
を
担
っ
て
い
た

だ
き
︑
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
︒
ま
た
︑
都
道
府
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
皆
様
に
は

﹁
全
国
道
路
利
用
者
会
議
﹂

の
活
動
を
通
じ
︑
道
路
行
政

を
力
強
く
支
え
て
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
︒

　

道
路
局
で
は
︑
道
路
整
備

や
老
朽
化
対
策
に
加
え
︑
昨

年
末
の
令
和
７
年
度
補
正
予

算
に
お
い
て
﹁
大
口
・
多
頻

度
割
引
﹂
の
10
％
上
乗
せ
を

１
年
間
延
長
す
る
措
置
が
認

め
ら
れ
ま
し
た
︒
高
速
道
路

の
整
備
も
着
実
に
進
ん
で
お

り
︑
三
遠
南
信
自
動
車
道
の

東
栄
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
Ｉ

Ｃ
）
~
鳳
来
峡
Ｉ
Ｃ
︑
山
陰

自
動
車
道
の
三
隅
・
益
田
道

路
が
今
年
３
月
に
開
通
し
ま

し
た
︒
圏
央
道
の
大
栄
ジ
ャ

ン
ク
シ
ョ
ン
（
Ｊ
Ｃ
Ｔ
）
~

松
尾
横
芝
Ｉ
Ｃ
も
今
年
度
開

通
予
定
で
︑
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ

ン
ク
の
解
消
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
︒

　

ま
た
︑
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

（
Ｓ
Ａ
）・
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ

ア
（
Ｐ
Ａ
）
の
大
型
車
駐
車

マ
ス
の
拡
充
に
も
力
を
入
れ

て
お
り
︑
平
成
29
年
度
の
約

２
万
７
千
台
分
か
ら
︑
令
和

７
年
度
末
に
は
約
３
万
１
５

０
０
台
へ
と
増
加
す
る
見
込

み
で
︑
今
年
度
も
約
５
２
０

台
分
を
増
設
す
る
計
画
で

す
︒
さ
ら
に
︑
新
名
神
高
速

道
路
の
茨
木
千
提
寺
Ｐ
Ａ
で

は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
利
便
性

向
上
の
た
め
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー

ム
の
整
備
も
進
め
て
い
ま
す
︒

　

今
後
も
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
の
皆
様
に
と
っ
て
使

い
や
す
い
高
速
道
路
と
な
る

よ
う
︑
現
場
の
声
を
伺
い
な

が
ら
︑
省
内
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
︒

　

３
月
27
日
に
開
催
し
た

﹁
燃
料
価
格
高
騰
等
経
営
危

機
突
破
総
決
起
大
会
﹂で
は
︑

﹁
軽
油
を
安
定
的
に
確
保
で

き
る
環
境
の
整
備
﹂︑﹁
軽
油

・
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
緊
急
的
激
変

緩
和
措
置
の
継
続
﹂︑﹁
燃
料

価
格
高
騰
分
の
転
嫁
と
燃
料

サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
周
知
徹
底
﹂︑

﹁
軽
油
価
格
カ
ル
テ
ル
に
対

す
る
徹
底
的
な
事
実
解
明
﹂

︱
︱
を
決
議
し
︑
多
く
の
国

会
議
員
や
行
政
な
ど
に
対
し

要
望
を
行
っ
た
︒
そ
の
結
果
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
か
ら
の

要
望
に
応
え
て
石
油
備
蓄
放

出
や
原
油
代
替
調
達
が
行
わ

れ
た
ほ
か
︑
軽
油
価
格
の
激

変
緩
和
措
置
な
ど
も
手
当
て

し
て
い
た
だ
い
た
︒

　

一
方
︑
４
月
17
日
に
は
公

正
取
引
委
員
会
が
石
油
製
品

販
売
会
社
５
社
を
独
占
禁
止

法
違
反（
不
当
な
取
引
制
限
）

容
疑
で
検
事
総
長
に
告
発

し
︑
同
日
︑
東
京
地
方
検
察

庁
特
別
捜
査
部
は
同
５
社
を

起
訴
し
た
︒
石
油
製
品
販
売

会
社
に
よ
る
こ
の
価
格
カ
ル

テ
ル
行
為
に
お
い
て
︑
我
々

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
は
不

当
な
価
格
で
軽
油
を
購
入
し

て
い
た
こ
と
に
な
り
︑
あ
ぜ

ん
と
し
た
︒

　

今
後
も
公
取
委
に
対
し

て
︑
価
格
カ
ル
テ
ル
行
為
が

疑
わ
れ
る
石
油
製
品
販
売
会

社
へ
の
監
視
や
指
導
︑
厳
格

な
調
査
の
徹
底
を
求
め
た
い
︒

　

３
月
に
は
︑
軽
油
引
取
税

の
暫
定
税
率
廃
止
と
運
輸
事

業
振
興
助
成
交
付
金
の
維
持

が
決
ま
っ
た
︒
坂
本
克
己
最

高
顧
問
の
獅
子
奮
迅
の
活
躍

に
よ
っ
て
︑
我
々
は
暫
定
税

率
廃
止
と
交
付
金
維
持
の
二

兎
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
︒

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
を
代
表
し

て
︑
坂
本
最
高
顧
問
に
御
礼

申
し
上
げ
た
い
︒

　

運
輸
事
業
振
興
助
成
交
付

金
は
︑
令
和
13
年
３
月
31
日

ま
で
５
年
間
現
状
維
持
と
さ

れ
た
が
︑
交
付
金
制
度
を
維

持
す
る
た
め
の
﹁
運
輸
事
業

の
振
興
の
助
成
に
関
す
る
法

律
﹂
が
効
力
を
失
う
５
年
後

に
向
け
て
︑
交
付
金
の
あ
り

方
に
つ
い
て
︑
慎
重
に
︑
し

か
し
前
向
き
に
検
討
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
二
法
に

つ
い
て
は
︑
２
年
後
に
予
定

さ
れ
て
い
る
許
可
更
新
制
と

適
正
原
価
の
導
入
を
見
据
え

て
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
二

法
対
策
委
員
会
﹂
で
議
論
を

進
め
て
い
る
︒
５
月
19
日
に

開
催
し
た
第
３
回
委
員
会
で

は
︑
適
正
原
価
に
焦
点
を
絞

り
︑
出
席
委
員
や
国
土
交
通

省
の
担
当
者
が
活
発
な
意
見

交
換
を
行
っ
た
︒
７
月
に
も

同
委
員
会
を
開
催
予
定
で
あ

る
︒

　

本
日
ご
出
席
の
理
事
の
皆

様
に
お
か
れ
て
は
︑
適
正
原

価
に
関
し
て
︑
ど
ん
な
意
見

で
も
構
わ
な
い
の
で
︑
ぜ
ひ

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
お

寄
せ
い
た
だ
き
た
い
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
︑
５
月
20

日
に
開
催
さ
れ
た
第
14
回﹁
税
制
委
員
会
﹂

（
水
野
功
委
員
長
）
お
よ
び
５
月
28
日
に

開
催
さ
れ
た
第
６
回
﹁
道
路
・
施
設
委
員

会
﹂（
御
手
洗
安
委
員
長
）
に
お
い
て
︑

令
和
９
年
度
﹁
ト
ラ
ッ
ク
関
係
施
策
に
関

す
る
要
望
事
項
﹂
を
承
認
︒
６
月
４
日
開

催
の
第
２
１
５
回
理
事
会
で
報
告
を
行
っ

た
︒

　

全
ト
協
で
は
７
月
以
降
︑
与
党
を
は
じ

め
と
し
た
各
政
党
の
関
係
会
議
や
ト
ラ
ッ

ク
議
員
連
盟
等
の
国
会
議
員
︑
国
土
交
通

省
等
関
係
省
庁
に
対
し
︑
陳
情
・
要
望
活

動
を
実
施
︒
ま
た
︑
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
で
は
︑
地
元
国
会
議
員
お
よ
び
各
政

党
都
道
府
県
連
等
に
対
し
て
︑
積
極
的
に

陳
情
・
要
望
活
動
を
行
う
︒

　

全
ト
協
で
は
併
せ
て
︑
日
本
自
動
車
会

議
所
お
よ
び
自
動
車
関
係
21
団
体
で
構
成

す
る
自
動
車
税
制
改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
密

接
に
連
携
し
︑
自
動
車
議
員
連
盟
へ
の
要

望
︑各
政
党
政
策
懇
談
会
へ
の
参
加
な
ど
︑

各
種
要
望
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
る
︒

会
員
事
業
者
か
ら
道
路
に
関

す
る
要
望
を
受
付

「
道
路
情
報
の
電
子
化
」

「
重
さ
指
定
道
路
の
指
定
」

「
高
さ
指
定
道
路
の
指
定
」

に
つ
い
て

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
現
在
︑﹁
道
路
情
報
の
電

子
化
﹂︑﹁
重
さ
指
定
道
路
の

指
定
﹂︑﹁
高
さ
指
定
道
路
の

指
定
﹂
︱
︱
に
つ
い
て
︑
会

員
事
業
者
か
ら
の
要
望
を
受

け
付
け
て
い
る
︒

　
﹁
道
路
情
報
の
電
子
化
﹂

で
は
︑
道
路
法
車
両
制
限
令

に
基
づ
く
特
殊
車
両
の
通
行

に
お
い
て
︑
特
殊
車
両
通
行

許
可
制
度
に
お
け
る
審
査
の

迅
速
化
や
特
殊
車
両
通
行
確

認
制
度
の
利
用
向
上
に
向

け
︑
優
先
的
に
﹁
道
路
情
報

の
電
子
化
﹂（
道
路
情
報
便

覧
へ
の
収
録
）
を
図
る
区
間

に
関
す
る
要
望
を
受
け
付
け

る
︒

　
﹁
重
さ
指
定
道
路
の
指
定
﹂

で
は
︑
道
路
通
行
時
の
重
さ

の
最
高
限
度
を
25
㌧
（
道
路

法
に
お
け
る
一
般
的
制
限
値

は
20
㌧
）
と
す
る
﹁
重
さ
指

定
道
路
﹂
の
指
定
を
希
望
す

る
区
間
に
関
す
る
要
望
を
受

け
付
け
る
︒

　
﹁
高
さ
指
定
道
路
の
指
定
﹂

で
は
︑
道
路
通
行
時
の
高
さ

の
最
高
限
度
を
４
・
１
㍍

（
道
路
法
お
よ
び
道
路
交
通

法
の
一
般
的
制
限
値
は
３
・

８
㍍
）
と
す
る
﹁
高
さ
指
定

道
路
﹂
の
指
定
を
希
望
す
る

区
間
に
関
す
る
要
望
を
受
け

付
け
る
︒

　

要
望
の
受
付
は
︑
各
都
道

府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
を
通
じ

て
実
施
︒
提
出
先
お
よ
び
提

出
期
限
は
︑
所
属
の
各
都
道

府
県
ト
協
に
問
い
合
わ
せ
の

こ
と
︒
な
お
︑
各
都
道
府
県

ト
協
か
ら
全
ト
協
へ
の
提
出

は
８
年
７
月
21
日
を
目
途
と

し
て
お
り
︑
各
都
道
府
県
ト

協
で
は
そ
れ
よ
り
も
前
に
受

付
を
締
め
切
る
予
定
︒

防
災
対
策
強
化
を
呼
び
か
け

梅
雨
期
・
台
風
期
に
向
け
て

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
５
月
29
日
に
中
央
防
災

会
議
（
会
長
:
高
市
早
苗

内
閣
総
理
大
臣
）
か
ら
通
達

﹁
梅
雨
期
及
び
台
風
期
に
お

　

な
お
︑
要
望
の
受
付
に
関

す
る
詳
細
は
︑
全
ト
協
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
二
次
元
コ
ー
ド
）

を
参
照
︒

け
る
防
災
態
勢
の
強
化
に
つ

い
て
﹂
が
発
出
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
て
︑
全
ト
協
会
員
事

業
者
に
対
し
て
周
知
徹
底
を

呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

例
年
︑
梅
雨
期
お
よ
び
台

風
期
に
お
い
て
は
︑
各
地
で

局
地
的
大
雨
や
集
中
豪
雨
が

観
測
さ
れ
︑
多
数
の
人
的
被

害
お
よ
び
住
家
被
害
が
発
生

し
て
い
る
︒

　

中
央
防
災
会
議
で
は
︑
梅

雨
期
お
よ
び
台
風
期
を
迎
え

る
に
あ
た
り
︑
人
命
の
保
護

を
第
一
義
と
し
︑
別
掲
の
点

に
留
意
し
た
防
災
体
制
の
一

層
の
強
化
を
呼
び
か
け
て
い

る
︒

●
税
制
改
正
関
係
要
望
事
項

１
.�

自
動
車
関
係
諸
税
の
簡

素
化
・
軽
減
等

⑴ 

走
行
距
離
課
税
な
ど
新
た

な
税
負
担
に
つ
い
て
断
固

反
対

⑵ 

自
動
車
関
係
諸
税
の
簡
素

化
・
軽
減

⑶ 
自
動
車
関
係
諸
税
に
お
け

る
営
自
格
差
の
拡
充

２
.�
中
小
企
業
投
資
促
進
税

制
の
延
長

３
.�

特
例
措
置
の
延
長
・
拡

充
⑴ 

中
小
企
業
・
協
同
組
合
等

の
法
人
税
率
の
特
例
措
置

の
延
長

⑵ 

中
小
企
業
経
営
強
化
税
制

の
延
長

⑶ 

中
小
企
業
防
災
・
減
災
投

資
促
進
税
制
の
延
長

⑷ 

賃
上
げ
促
進
税
制
の
延
長

⑸ 

自
動
車
重
量
税
の
Ａ
Ｓ
Ｖ

（
先
進
安
全
自
動
車
）
特

例
措
置
の
拡
充

４
.�

そ
の
他
税
制
に
係
る
要

望
⑴ 

ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
運
営
す

る
地
域
防
災
・
災
害
対
策

関
連
施
設
等
に
係
る
固
定

資
産
税
の
軽
減
措
置
の
適

用
⑵ 

自
動
車
重
量
税
の
道
路
特

定
財
源
化

●
道
路
関
係
要
望
事
項

１
.��

高
速
道
路
料
金
徴
収
期

限
の
延
長
を
踏
ま
え
た

利
便
性
向
上
策
の
推
進

２
.�

高
速
道
路
料
金
の
引
下

げ
⑴ 

料
金
水
準
の
引
下
げ
（
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
３
社
）

⑵ 

車
種
区
分
の
検
討
に
お
け

る
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
へ
の
十

分
な
配
慮

⑶ 

大
口
・
多
頻
度
割
引
の
拡

充
措
置
の
延
長
及
び
実
質

50
％
割
引
へ
の
拡
充
（
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
３
社
）

⑷ 

渋
滞
対
策
等
に
資
す
る
料

金
・
割
引
制
度
の
設
定

（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
３
社
︑
首

都
高
速
︑
阪
神
高
速
）

⑸ 

首
都
高
速
等
に
お
け
る
割

引
制
度
の
拡
充

⑹  

本
四
高
速
に
お
け
る
割
引

制
度
の
拡
充

⑺ 

福
岡
・
北
九
州
圏
に
お
け

る
シ
ン
プ
ル
で
シ
ー
ム
レ

ス
な
高
速
道
路
料
金
の
実

現
⑻ 

そ
の
他
（
定
額
制
料
金
制

度
の
検
討
）

３
.
物
流
基
盤
の
整
備

⑴ 

高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
整
備
・
充
実

① 

﹁
重
要
物
流
道
路
﹂
の
指

定
︑
指
定
道
路
へ
の
集
中

投
資

② 

暫
定
２
車
線
区
間
の
４
車

線
化
の
推
進

③ 

ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
解

消
④
渋
滞
対
策
の
推
進

⑤ 

ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
や

自
動
運
転
な
ど
の
推
進
に

資
す
る
実
施
環
境
整
備
の

推
進

⑥ 

下
関
北
九
州
道
路
の
早
期

実
現

⑵ 
休
憩
・
休
息
施
設
︑
中
継

物
流
拠
点
の
整
備
・
拡
充

① 
高
速
道
路
の
Ｓ
Ａ
・
Ｐ

Ａ
︑
道
の
駅
に
お
け
る
駐

車
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
・
拡

充
② 

大
型
車
駐
車
マ
ス
の
幅
の

拡
大

③ 

高
速
道
路
の
一
時
退
出
を

可
能
と
す
る
措
置
の
拡
充

（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
３
社
）

④ 

シ
ャ
ワ
ー
施
設
等
︑
休
憩

・
休
息
建
屋
内
の
施
設
の

充
実

⑤ 

中
継
物
流
拠
点
の
全
国
展

開
に
よ
る
中
継
輸
送
の
推

進
４
.�

特
殊
車
両
通
行
許
可
に

係
る
諸
課
題
の
改
善

⑴ 

車
両
制
限
令
違
反
点
数
制

度
の
改
善

⑵ 

重
要
物
流
道
路
の
特
殊
車

両
通
行
許
可
手
続
き
を
不

要
と
す
る
措
置
の
拡
大

⑶
申
請
負
担
の
軽
減

５
.
そ
の
他
施
策
の
推
進

⑴ 

高
速
道
路
料
金
等
の
運
賃

料
金
の
確
実
な
収
受
に
向

け
た
支
援

⑵ 

高
速
道
路
の
工
事
に
お
け

る
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
注
意

喚
起

⑶ 

冬
期
に
お
け
る
道
路
交
通

対
策

⑷ 

自
然
災
害
時
の
高
速
道
路

料
金

⑸ 

Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
に
よ
る
サ

ー
ビ
ス
の
充
実

⑹  

Ｅ
Ｔ
Ｃ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ

ー
ド
に
係
る
保
証
額
の
減

額
⑺ 

Ｅ
Ｔ
Ｃ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ

ー
ド
追
加
保
証
金
等
の
預

託
期
限
延
長

⑻ 

Ｅ
Ｔ
Ｃ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ

ー
ド
の
走
行
明
細
デ
ー
タ

提
供
手
数
料
無
料
化

●�

予
算
・
施
策
関
係
要
望
事

項
１
.�

運
輸
事
業
振
興
助
成
交

付
金
に
係
る
財
源
の
確

保
２
.�

燃
料
等
の
供
給
制
限
及

び
価
格
高
騰
へ
の
支
援

３
.�「
総
合
物
流
施
策
大
綱（
２

０
２
６
年
度
~
２
０
３
０

年
度
）」
に
基
づ
く
対
応

へ
の
支
援

⑴ 

ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
二
法
へ

の
対
応
な
ど
商
慣
行
の
見

直
し
に
向
け
た
支
援

① 

適
正
運
賃
収
受
・
価
格
転

嫁
に
向
け
た
支
援

② 

改
正
物
流
法
︑
ト
ラ
ッ
ク

適
正
化
二
法
の
周
知
及
び

荷
主
等
に
お
け
る
違
反
原

因
行
為
・
無
許
可
経
営
等

原
因
行
為
撲
滅
に
向
け
た

働
き
か
け
等
の
推
進

③ 

取
適
法
に
か
か
る
周
知
及

び
取
引
環
境
の
健
全
化
に

対
す
る
支
援

⑵ 

物
流
の
効
率
化
に
向
け
た

支
援

① 

労
働
生
産
性
の
向
上
や
労

働
環
境
改
善
に
向
け
た
支

援
② 

人
材
確
保
・
人
材
育
成
に

対
す
る
支
援

４
.�

環
境
・
交
通
安
全
対
策

に
係
る
支
援

⑴ 

環
境
対
策
及
び
省
エ
ネ
対

策
の
た
め
の
支
援

① 

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

実
現
に
向
け
た
支
援

② 

石
油
石
炭
税
の
﹁
地
球
温

暖
化
対
策
の
た
め
の
課
税

の
特
例
﹂
に
係
る
補
助
の

継
続

③ 

燃
料
電
池
自
動
車
等
の
普

及
に
係
る
補
助
の
継
続

⑵ 

交
通
安
全
対
策
の
た
め
の

支
援

① 

Ａ
Ｓ
Ｖ
（
先
進
安
全
自
動

車
）
関
連
機
器
の
導
入
に

対
す
る
補
助
の
継
続

② 

デ
ジ
タ
ル
式
運
行
記
録

計
︑
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ

等
運
行
管
理
支
援
機
器
の

導
入
に
対
す
る
補
助
の
継

続
⑶ 

車
両
の
電
動
化
等
に
伴
う

車
両
総
重
量
等
の
規
制
緩

和
５
.��

施
策
要
望

⑴ 

市
街
化
調
整
区
域
に
係
る

法
制
度
の
見
直
し

⑵ 

被
け
ん
引
自
動
車
の
自
動

車
損
害
賠
償
責
任
保
険

（
自
賠
責
保
険
）
保
険
料

の
見
直
し

⑶ 

貨
物
集
配
中
の
車
両
に
係

る
駐
車
規
制
の
見
直
し

１．災害の発生を未然に防止するため、防災事務に従事する者の安全確保
にも留意した上で、職員の参集や災害対策本部の設置等適切な災害即応
態勢の確保を図り、関係機関との緊密な連携の下に、特に以下の取り組
みについて万全を期すこと。
①「第 1次国土強靭化実施中期計画」等の国土強靭化に向けた取り組み
の推進

②危険箇所等の巡視・点検の徹底
③河川管理施設を始めとする施設管理等の強化
④地下空間の浸水対策等の強化
⑤道路の冠水・法面崩壊・越波対策等の強化
⑥港湾の浸水・コンテナ等の飛散対策等の強化
⑦災害発生のおそれのある箇所等の周知徹底
⑧災害時に市町村が発令する避難情報の周知徹底
⑨企業等に対する避難意識等の啓発
⑩水辺利用者に対する情報提供および自助意識の啓発
⑪指定緊急避難場所および指定避難所の周知支援等
⑫避難所等の確保
⑬指定福祉避難所等の確保
⑭要配慮者利用施設等における避難体制の確保
⑮個別避難計画の作成等
⑯災害対策本部における機能の維持
⑰避難指示等の発令・伝達、避難判断のための訓練等
⑱ボランティアによる支援活動環境整備
⑲関係機関から市町村に対する助言等

２．災害発生時には早期避難のための避難態勢の構築等を図り、住民が適
時的確な避難行動を判断できるよう、関係機関との緊密な連携の下に、
特に以下の取り組みについて万全を期すこと。
①防災気象情報および河川情報の収集、早い段階からの危機意識の醸成
ならびに確実な情報伝達の徹底

②要配慮者への情報伝達等
③個別避難計画等に基づく避難支援等の実施への支援
④広域的な避難の実効性確保に向けた取り組みの推進

来
賓
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

令
和
９
年
度
ト
ラ
ッ
ク
関
係
施
策
に
関
す
る
要
望
事
項

都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
連
携
し
要
望
活
動
を
推
進

令
和
9
年
度
ト
ラ
ッ
ク
関
係
施
策
に
関
す
る
要
望
（
１
面
に
関
連
）

全
ト
協

現
状
維
持
の
期
限
と
な
る
５
年
後
を
見
据
え
て

今
こ
そ
交
付
金
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
！

寺
岡　

洋
一　

全
ト
協
会
長
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

全
国
道
路
利
用
者
会
議　

決
議（

１
面
に
関
連
）

　

次
に
掲
げ
る
項
目
を
計
画
的
か
つ
着
実
に
実
現
す
る
こ
と
。

一
、�

我
が
国
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
、
日
本
列
島
を
再
び
豊
か
に
し
て

い
く
た
め
、
成
長
投
資
に
つ
な
が
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

を
図
る
こ
と

一
、�

国
土
強
靱
化
実
施
中
期
計
画
を
踏
ま
え
た
関
係
予
算
に
つ
い
て
は
、

危
機
管
理
投
資
に
よ
る
強
い
経
済
の
実
現
の
観
点
も
踏
ま
え
、
通

常
道
路
予
算
と
は
別
枠
で
必
要
な
予
算
を
満
額
確
保
す
る
こ
と

一
、�

安
心
し
て
道
路
空
間
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
安
全
な
走
行
空
間
の

確
保
に
向
け
、
計
画
的
な
老
朽
化
対
策
を
推
進
す
る
こ
と

一
、�

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
推
進
や
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
へ
の
対
応

等
の
た
め
の
渋
滞
対
策
、
休
憩
施
設
や
交
通
結
節
機
能
の
強
化
を

推
進
す
る
こ
と

一
、�

高
速
道
路
料
金
に
つ
い
て
、
利
用
に
応
じ
た
公
平
な
料
金
制
度
を

基
本
と
し
つ
つ
、
事
業
者
向
け
割
引
を
継
続
す
る
こ
と

　

こ
れ
ら
の
項
目
も
踏
ま
え
、
我
が
国
の
経
済
や
地
域
の
生
活
・
な
り

わ
い
の
た
め
、
資
材
価
格
等
の
高
騰
、
近
年
の
建
設
業
に
お
け
る
人
件

費
の
上
昇
等
の
影
響
を
十
分
に
踏
ま
え
、
計
画
的
か
つ
長
期
安
定
的
な

道
路
整
備
・
管
理
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
新
た
な
財
源
の
創
設
等
に
よ

り
、
令
和
９
年
度
道
路
関
係
予
算
は
、
所
要
額
を
満
額
確
保
す
る
こ
と
。

令
和
８
年
５
月
12
日　
　
　
　
　
　
　
　

全
国
道
路
利
用
者
会
議　

第
78
回
定
時
総
会

二次元コード
「道路情報の電子化」

二次元コード
「重さ指定道路の指定」

二次元コード
「高さ指定道路の指定」



ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

第2280号（第3種郵便物認可）（3） 令和8年（2026年）6月10日

～悪天候編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶	�雨にぬれた道路を走る場合は空走距離が長くなるので
注意する。（ ○・× ）

❷	�雨の日は、横転や横滑りを防止するため、急発進、急
ハンドル、急ブレーキに特に注意する。（ ○・× ）

❸	�雨の降り始めの工事現場の鉄板はスリップしにくいと
いわれている。（ ○・× ）

❹	�雨天時は、車内のガラスが曇ることが多いので、デフ
ロスターを使うなどして曇りを防ぐ。（ ○・× ）

❺	�霧の時は、危険防止のために警音器を使用しない。　
（ ○・× ）

（解答は9面）

運転時の慎重さ！ それがプロの矜持！
きょうじ

〔第146回〕

　５月６日に磐越自動車道でレンタカーのマイクロバスが
クッションドラムに衝突し、道路脇のガードレールに突っ込む
事故が発生しました。この事故でマイクロバスに乗っていた
高校生１人が亡くなりました。事故の詳細な原因は調査中で
すが、悲惨な交通事故が１件でも削減できるよう、改めて安
全運転を心がけてください。

●高速道路での安全運転を徹底する

Ａさん「緑ナンバーじゃないけれど、３月に続いて５月の連休
中にも悲しい事故が起こったね。高校生という前途
ある若者が亡くなるなんて、本当に悲しいよ」

Ｂさん「そうだね。早く原因が究明されて再発防止に進んで
いってもらいたいな」

Ａさん「本当だね。今回の事故の報道を見て、改めて僕たちプ
ロドライバーの仕事は、大きな責任が伴っているなと
いうことを感じたよ」

Ｂさん「そうだね。バスやトラックといった緑ナンバーのドラ
イバーは、他人の人生も背負っているところがあるか
もしれないね。僕も安全運転をしっかりしないといけ
ないと思ったところだよ」

Ａさん「今回は、高速道路でスピードが出ていたことも、被害
が大きくなった要因だと思うんだよな」

Ｂさん「僕らの車にはリミッターが装着されているから、無謀
なスピードにはなることはないけれど、僕は車をしっ
かりコントロールできるよう、速度を調節しながら走
行しているよ。また、トラックが迫ってきたら、一般の
ドライバーは怖いだろうから、十分な車間距離を取る
ことはもちろん、車線変更時は車が来ていないかど
うか安全確認を徹底するといった慎重な運転を心が
けているよ」

Ａさん「プロのドライバーに限らず、みんながそんな運転をし
てくれるといいんだけれど。慎重な運転をキチンと行
えることが、プロのドライバーとして大事だね」

●危険な予兆を見逃さない

Ｂさん「それと、今回の事故でマイクロバスを運転していたド
ライバーは、直近にも事故を起こしていて、警察から
免許返納を促されていたという報道もあったね」

Ａさん「そうだね。健康上の問題を抱えていたのかもしれな
いね。それはそうと、先日、僕の先輩が赤信号で停止
中に心筋梗塞を発症して意識を失ったんだ」

Ｂさん「えっ！　それで本人は大丈夫だったの？　その状況
だと、車両はコントロールを失って、事故になる危険
もあると思うんだけれど」

Ａさん「幸い、本人も無事で、事故も起こらなかったんだ」
Ｂさん「なぜだろう」
Ａさん「順を追って話すね。まず、出先で調子が悪くなって、

用事を途中で切り上げて帰路についたんだ。本人
も、何かいつもと様子が違うと感じていたみたいな
んだ。それでどうしたと思う？」

Ｂさん「どうしたの？」
Ａさん「運転中に、万が一意識を失ったらマズイと思って、赤

信号で止まるたびにパーキングブレーキをかけてい
たんだって。それで、意識を失っても車は動かなかっ
たんだよ。青信号に変わっても一向に動かない車を
不審に思った後続車の人が通報したんだ。すぐに警
察と救急が来て、事なきを得たんだ」

Ｂさん「それは不幸中の幸いだったね。危険の予兆をしっか
り理解して、最善の策を尽くした結果だね」

Ａさん「こうした危険な予兆をしっかり認識するのは大事な
ことだけれど、調子が悪い時は車を運転しない方が
いいね。ただ、停車時にパーキングブレーキをかける

というのは習慣づけておくといいかもしれないね」
Ｂさん「確かに。Ａさんの先輩のケースのほかにも、発進前に

パーキングブレーキを解除する動作をすることか
ら、発進したら前の車が動いていなくて追突すると
いった事故の防止に繋がりそうだね。僕も実践して
みるよ」

Ａさん「危険の予兆を敏感に察知することは、積極的な危険
予測に繋がる。そして、それを活かした慎重な運転を
することが、僕たちプロドライバーとしての矜持だと
思うよ」

を
制
作
し
︑
今
号
の
﹃
広
報

と
ら
っ
く
﹄に
刷
り
込
ん
だ
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
ポ
ス
タ
ー

を
社
内
に
掲
示
し
︑
同
種
事

故
の
再
発
防
止
に
向
け
た
取

り
組
み
を
一
層
強
化
す
る
よ

う
呼
び
か
け
て
い
る
︒

７
年
中
の
事
故
統
計
分
析

を
ポ
ス
タ
ー
に

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
第
１

当
事
者
の
死
亡
事
故

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

こ
の
ほ
ど
︑
警
察
庁
が
公
表

し
た
令
和
７
年
中
（
１
~
12

月
）
に
お
け
る
︑
事
業
用
ト

ラ
ッ
ク
（
軽
貨
物
を
除
く
）

が
第
１
当
事
者
と
な
っ
た
交

通
事
故
に
つ
い
て
︑
事
故
類

型
別
・
車
両
区
分
別
な
ど
多

角
的
な
視
点
か
ら
分
析
し
た

﹁
令
和
７
年
の
交
通
事
故
統

計
分
析
結
果﹇
発
生
地
別
﹈﹂

（
二
次
元
コ
ー

ド
）
を
取
り

ま
と
め
︑
公

表
し
た
︒

　

さ
ら
に
︑
分
析
結
果
を
も

と
に
注
意
喚
起
用
ポ
ス
タ
ー

第
３
回
「
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
二
法
対
策
委
員
会
」

適
正
原
価
の
今
後
の
進
め

方
︑
②
適
正
原
価
に
関
す
る

論
点
︱
︱
に
つ
い
て
国
土
交

通
省
か
ら
説
明
︒
そ
れ
を
受

け
て
︑
委
員
に
よ
る
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
︒

　

第
３
回
﹁
ト
ラ
ッ
ク
適
正

化
二
法
対
策
委
員
会
﹂（
委

員
長
:
寺
岡
洋
一
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
）
が
︑

５
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
︒

　

寺
岡
委
員
長
の
あ
い
さ
つ

に
続
き
︑
議
事
と
し
て
︑
①

適
正
原
価
の

今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
議
論

第３回「トラック適正化二法対策委員会」（5月
19日、全ト協）

（
塚
本
哲
夫
会
長
）
は
５
月

14
日
︑
奈
良
市
の
﹁
奈
良
・

針
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｔ
Ｓ
）﹂
に
お
い
て
︑﹁
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
美
化
月

間
﹂
啓
発
活
動
を
行
っ
た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と

都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
５
月
を
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
の
美
化
月
間
﹂
に
設

定
︒
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
（
ポ

イ
捨
て
）
対
策
と
し
て
︑﹁
ゴ

ミ
は
持
ち
帰
ろ
う
！
﹂
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
お
り
︑
奈
良
県
ト
協
は
同
日
︑
街
頭

啓
発
活
動
を
展
開
し
た
も
の
︒　

当
日
は
奈
良
県
ト
協
の
会

員
事
業
者
た
ち
が
︑
奈
良
・

針
Ｔ
Ｓ
に
立
ち
寄
る
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
声
を
か
け

な
が
ら
︑
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
チ

ラ
シ
や
吉
野
杉
の
利
休
箸
な

ど
の
啓
発
品
を
手
渡
し
た

（
写
真
）︒

　

な
お
同
活
動
に
は
︑
全
日

本
運
輸
産
業
労
働
組
合
奈
良

県
連
合
会
も
参
加
し
た
︒

女
性
部
会
開
発
の
「
ト
ラ
ッ

ク
め
し
」
弁
当
を
亀
山
Ｔ
Ｓ

で
販
売
開
始

三
重
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

三
重
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
小
林
俊
二
会
長
）
の
女
性

部
会
は
︑
亀
山
ト
ラ
ッ
ク
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｔ
Ｓ
）
と
の

コ
ラ
ボ
弁
当
﹁
ト
ラ
ッ
ク
め

し
﹂
の
販
売
を
︑
５
月
25
日

か
ら
開
始
し
て
い
る
︒

　

三
重
県
ト
協
女
性
部
会
は

令
和
７
年
度
か
ら
︑
亀
山
Ｔ

Ｓ
の
運
営
会
社
で
あ
る
Ｔ
Ｓ

Ｋ
サ
ー
ビ
ス
㈱
（
大
石
達
也

代
表
取
締
役
）
と
共
同
で
︑

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
健

奈
良
・
針
Ｔ
Ｓ
で
運
輸
労

連
と
「
ゴ
ミ
は
持
ち
帰
ろ

う
！
」
啓
発
活
動
を
実
施

奈
良
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

奈
良
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

康
維
持
に
資
す
る
ヘ
ル
シ
ー

な
弁
当
の
開
発
を
ス
タ
ー

ト
︒
健
康
起
因
事
故
防
止
に

繋
が
る
よ
う
︑
健
康
の
維
持

・
増
進
を
意
識
し
て
メ
ニ
ュ

ー
が
考
案
さ
れ
た
︒
７
年
11

月
に
は
︑
三
重
県
ト
協
青
年

部
会
主
催
﹁
ト
ラ
ッ
ク
フ
ェ

ス
タ
﹂
の
会
場
で
販
売
し
︑

好
評
を
博
し
た
こ
と
か
ら
︑

亀
山
Ｔ
Ｓ
に
お
い
て
︑
平
日

限
定
で
販
売
す
る
に
至
っ
た

も
の
︒

　
﹁
ト
ラ
ッ
ク
め
し
﹂
は
１
日

限
定
10
食
で
︑﹁
魚
弁
当
﹂（
写

真
①
）・﹁
肉
弁
当
﹂（
写
真

②
）（
各
５
０
０
円
／
税
込
）

が
週
替
わ
り
で
販
売
さ
れ
る
︒

鉄
道
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
促
進

に
向
け
動
画
を
作
成

北
海
道
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

北
海
道
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
松
橋
謙
一
会
長
）
で
は
こ

の
ほ
ど
︑
国
土
交
通
省
北
海

道
運
輸
局
な
ど
と
協
力
し

て
︑
鉄
道
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト

促
進
に
向
け
た
動
画（
写
真
）

を
作
成
し
た
︒

　

北
海
道
運
輸
局
で
は
７
年

度
に
︑
貨
物
輸
送
を
行
う
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に
お
け

る
鉄
道
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
導

入
に
向
け
た
課
題
や
留
意
点

を
整
理
し
︑
導
入
効
果
や
活

用
方
法
を
分
か
り
や
す
く
紹

介
す
る
広
報
資
料
（
促
進
動

画
）
を
作
成
す
る
こ
と
で
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
理

解
促
進
と
活
用
可
能
性
の
拡

大
を
図
る
﹁
鉄
道
モ
ー
ダ
ル

シ
フ
ト
促
進
実
証
事
業
﹂
を

実
施
し
︑
北
ト
協
も
同
事
業

に
参
加
し
て
い
る
︒

　

同
動
画
で
は
︑
鉄
道
モ
ー

ダ
ル
シ
フ
ト
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ

い
て
紹
介
︒
そ
の
上
で
︑
貨

物
鉄
道
輸
送
の
利
用
に
関
す

る
条
件
や
︑
作
業
フ
ロ
ー
と

役
割
分
担
︑
各
作
業
の
様
子

な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い

る
︒

　

同
動
画
は
︑
北
ト
協
の
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
公
式
チ
ャ

ン
ネ
ル
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

よ
り
視
聴
可
能
︒

長
野
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
女
性

協
議
会
を
設
立

初
代
協
議
会
長
に
二
茅
氏

が
就
任

　

長
野
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
上
嶋
金
司
会
長
）
は
６
月

８
日
︑
女
性
運
送
事
業
経
営

者
等
の
資
質
向
上
お
よ
び
女

性
の
視
点
を
活
か
し
た
協
会

活
動
の
推
進
を
目
的
と
し
て
︑

﹁
女
性
協
議
会
﹂を
設
立
し
︑

設
立
式
を
開
催
し
た
︒
当
日

は
県
内
各
地
区
か
ら
女
性
経

営
者
・
管
理
職
が
参
集
︒
冒

頭
︑
上
嶋
会
長
が
あ
い
さ
つ

し
︑
続
い
て
協
議
会
設
立
の

経
緯
説
明
︑
規
約
案
の
提
示

と
承
認
が
行
わ
れ
︑
15
人
が

初
期
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加

荷
主
企
業
向
け
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
ペ
ー
ジ
を
制
作

神
奈
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

神
奈
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
吉
田
修
一
会
長
）
で
は
こ

の
ほ
ど
︑
荷
主
企
業
向
け
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
ペ
ー
ジ
（
Ｌ
Ｐ
）

﹁
あ
た
り
ま
え
を
変
え
る
と

き
︒
持
続
可
能
な
物
流
へ
︒﹂

す
る
協
議
会
の
正
式
発
足
が

確
認
さ
れ
た
︒

　

ま
た
︑
規
約
に
基
づ
き
正

副
協
議
会
長
の
選
任
が
行
わ

れ
︑
初
代
協
議
会
長
に
は
二

茅
秀
子
氏
（
鉢
盛
運
送
㈱
会

長
）︑
協
議
会
副
会
長
に
は

間
藤
芳
恵
氏
（
㈲
上
田
急
便

代
表
取
締
役
）︑黒
田
味
加
氏

（
㈲
ア
サ
マ
サ
ン
ラ
イ
ン
代

表
取
締
役
）︑二
山
舞
氏
（
エ

ム
デ
ィ
エ
イ
㈱
取
締
役
）
が

就
任
し
た
︒

　

今
後
︑
長
野
県
ト
協
女
性

協
議
会
は
︑﹁
女
性
が
活
躍

で
き
る
働
き
や
す
い
環
境
づ

く
り
﹂︑﹁
女
性
目
線
に
よ
る

運
送
業
界
の
地
位
向
上
へ
の

提
案
﹂︑﹁
一
般
消
費
者
か
ら

見
た
業
界
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
﹂

な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
る
︒

（
写
真
、
二

次
元
コ
ー
ド
）

を
制
作
し
︑

公
開
し
た
︒

　

神
ト
協
労
働
・
衛
生
ブ
ロ

ッ
ク
事
業
委
員
会
で
は
︑
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け
る
取
引

環
境
・
労
働
時
間
改
善
神
奈

川
県
地
方
協
議
会
と
連
携

し
︑
物
流
改
善
の
必
要
性
や

関
係
法
制
度
の
内
容
に
つ
い

て
荷
主
企
業
へ
広
く
周
知
す

る
こ
と
を
目
的
に
︑
同
Ｌ
Ｐ

を
制
作
︒
同
Ｌ
Ｐ
で
は
︑
物

流
関
連
法
改
正
の
概
要
や
荷

主
企
業
に
求
め
ら
れ
る
対

応
︑
持
続
可
能
な
物
流
の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
等
に

つ
い
て
分
か
り
や
す
く
発
信

し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
神
ト
協
で
は
６
月

か
ら
︑
よ
り
多
く
の
荷
主
企

業
へ
の
周
知
を
目
的
に
︑
Ｓ

Ｎ
Ｓ
広
告
を
実
施
し
て
い
る
︒

ドライバーに啓発品を手渡した（5月14日、
奈良・針TS）

参加者全員で記念写真（6月8日、長野市「ホテ
ル国際21」）

第
６
回
「
道
路
・
施
設
委
員
会
」

﹁
特
殊
車
両
通
行
許
可
に
係

る
諸
課
題
の
改
善
等
﹂
の
各

要
望
項
目
を
説
明
し
︑
了
承

さ
れ
た
︒
同
要
望
事
項
に
つ

い
て
は
︑
６
月
４
日
に
開
催

さ
れ
た
第
２
１
５
回
理
事
会

に
上
程
さ
れ
た
（
関
連
１
・

２
面
）︒

　

最
後
に
︑御
手
洗
委
員
長
︑

松
田
直
樹
副
委
員
長
ら
が
５

月
14
日
か
ら
15
日
に
か
け
て

実
施
し
た
夜
間
高
速
道
路
の

試
走
に
つ
い
て
説
明
︒
東
名

高
速
道
路
鮎
沢
パ
ー
キ
ン
グ

エ
リ
ア
（
上
り
）
や
海
老
名

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
（
上
り
）

な
ど
で
は
︑
大
型
車
マ
ス
が

満
車
で
駐
車
で
き
ず
︑
ト
ラ

ッ
ク
等
が
入
場
路
や
通
路
上

に
駐
車
し
て
い
る
こ
と
︑
さ

ら
に
深
夜
割
引
待
ち
に
よ

り
︑
午
前
０
時
前
に
は
東
京

本
線
料
金
所
（
上
り
）
手
前

に
多
く
の
ト
ラ
ッ
ク
が
滞
留

し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
報
告

さ
れ
た
︒

　

第
６
回
﹁
道
路
・
施
設
委

員
会
﹂（
御
手
洗
安
委
員
長
）

が
５
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
︒

議
事
で
は
︑
①
令
和
８
年
度

ト
ラ
ッ
ク
関
係
施
策
に
関
す

る
要
望
と
結
果
（
道
路
関

係
）︑
②
９
年
度
ト
ラ
ッ
ク
関

係
施
策
に
関
す
る
要
望
事
項

（
道
路
関
係
）︑
③
ト
ラ
ッ

ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
運
営
上

の
課
題
と
対
応
等
︱
︱
に
つ

い
て
審
議
︒

　

②
で
は
︑﹁
高
速
道
路
料

金
徴
収
期
限
の
延
長
を
踏
ま

え
た
利
便
性
向
上
策
の
推

進
﹂︑﹁
高
速
道
路
料
金
の
引

下
げ
﹂︑﹁
物
流
基
盤
の
整
備
﹂︑

令
和
９
年
度
道
路
関
係

要
望
事
項
に
つ
い
て
承
認

第6回「道路・施設委員会」（5月28日、全ト協）

（
６
月
10
日
〜
30
日
）

▽
６
月
16
日

・
重
量
部
会
総
会

▽
６
月
19
日

・
青
年
部
会
令
和
８
年
度
第
１

回
全
国
代
表
者
協
議
会

▽
６
月
25
日

・
正
副
会
長
会
議

・
第
１
０
３
回
通
常
総
会
・
第
２

１
６
回
理
事
会

『広報とらっく』からのお願い
交通・運転マナーを守って！交通・運転マナーを守って！
プロトラックドライバーはプロトラックドライバーは
一般ドライバーの見本に一般ドライバーの見本に

・急な車線変更
・不用意なクラクション
・�コンビニや公共施設の駐車場等での長時間駐車や指定
場所以外の駐車

・大型車進入禁止箇所等でのＵターン
・駐車場や道路へのゴミのポイ捨て
　事業用トラックは車体が大きいことから、一般乗用車より目
立ち、上記の行為が交通弱者や沿道の住民の方にとって、より
迷惑に感じられます。プロトラックドライバーは、交通法規を
守るだけでなく、マナーを守り、一般ドライバーの見本となり
ましょう。
　また、最近、交通トラブルによる事故等が社会問題化してい
ます。道路交通法が改正され、あおり運転が厳罰化されるなど、
マナーからルールへと状況は変わってきましたが、他車から迷
惑行為を受けても冷静に対応するとともに、自身もより一層の
安全運転に努めましょう。

第
14
回
「
税
制
委
員
会
」館

で
開
催
さ
れ
た
︒

　

会
で
は
冒
頭
︑
井
林
辰
憲

自
由
民
主
党
衆
議
院
議
員
を

講
師
に
招
き
︑
講
演
﹁
税
制

に
関
す
る
最
新
の
状
況
等
に

つ
い
て
﹂
を
実
施
︒
出
席
者

ら
は
井
林
議
員
か
ら
︑
令
和

９
年
度
税
制
改
正
に
向
け
た

自
民
党
税
制
調
査
会
の
考
え

方
等
に
つ
い
て
貴
重
な
意
見

を
聞
い
た
︒
な
お
︑
自
民
党

税
制
調
査
会
の
非
公
式
の
幹

部
会
（
イ
ン
ナ
ー
）
メ
ン
バ

ー
を
招
い
て
の
講
演
は
︑
今

回
が
初
と
な
っ
た
︒

　

そ
の
後
︑
水
野
委
員
長
の

あ
い
さ
つ
に
続
き
︑
副
委
員

長
の
選
任
が
行
わ
れ
︑
山
口

嘉
彦
全
ト
協
副
会
長
（
岐
阜

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
）
が

副
委
員
長
に
就
任
し
た
︒

　

議
事
で
は
︑
①
令
和
８
年

度
ト
ラ
ッ
ク
関
係
施
策
に
関

す
る
要
望
と
結
果
︑
②
９
年

度
ト
ラ
ッ
ク
関
係
施
策
に
関

す
る
要
望
事
項
（
案
）︑
③

９
年
度
ト
ラ
ッ
ク
関
係
施
策

要
望
に
関
す
る
活
動
計
画

（
案
）
︱
︱
に
つ
い
て
審
議

し
︑
原
案
通
り
承
認
︒
②
に

つ
い
て
は
︑
６
月
４
日
に
開

催
さ
れ
た
第
２
１
５
回
理
事

会
に
上
程
さ
れ
た
（
関
連
１

・
２
面
）︒

　

５
月
20
日
︑
第
14
回
﹁
税

制
委
員
会
﹂（
水
野
功
委
員

長
）
が
衆
議
院
第
一
議
員
会

令
和
９
年
度
ト
ラ
ッ
ク
関
係
施
策

に
関
す
る
要
望
事
項
を
承
認

税制委員会で講演する井林辰憲自民
党衆議院議員

第14回「税制委員会」（5月20日、衆議院第一議
員会館）

②
「
肉
弁
当
」

①
「
魚
弁
当
」
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

　

大
型
ト
ラ
ッ

ク
タ
イ
ヤ
の
新

品
時
の
重
量

は
︑
22
・
５
イ

ン
チ
ク
ラ
ス
で
約
50
~
60
㎏
あ
り
ま
す
︒
乗

用
車
用
タ
イ
ヤ
で
あ
れ
ば
︑
一
般
的
な
サ
イ
ズ

で
約
８
~
10
㎏
で
す
︒

　

タ
イ
ヤ
の
溝
を
新
品
時
か
ら
ス
リ
ッ
プ
サ
イ

ン
ま
で
使
い
切
っ
た
時
︑
タ
イ
ヤ
の
重
量
は
２

割
ほ
ど
減
少
し
ま
す
︒
走
行
時
に
発
生
す
る

路
面
と
の
摩
擦
に
よ
っ
て
︑
大
型
ト
ラ
ッ
ク
タ

イ
ヤ
の
場
合
は
約
10
㎏
︑
乗
用
車
タ
イ
ヤ
の

場
合
は
約
２
㎏
︑
タ
イ
ヤ
の
重
量
が
軽
く
な

り
ま
す
︒﹁
磨
り
減
っ
た
タ
イ
ヤ
の
ゴ
ム
は
ど

の
よ
う
に
消
失
す
る
の
か
﹂
と
質
問
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
︑﹁
消
し
ゴ
ム
﹂
と
同
じ

の
大
き
さ
を
超
え
る
と
︑

人
体
の
健
康
リ
ス
ク
が
高

く
な
る
﹂
と
い
う
結
果
が

出
ま
し
た
︒

　

タ
イ
ヤ
の
粉
塵
を
英
語
で
表
記
す
る
と
︑﹁
Ｔ

Ｒ
Ｗ
Ｐ（Tyre and Road W

ear Particles

）﹂

で
す
︒
そ
の
欧
州
の
環
境
団
体
が
世
界
に
向
け

て
警
鐘
を
鳴
ら
し
続
け
た
こ
と
に
よ
り
︑
Ｔ
Ｒ

Ｗ
Ｐ
低
減
の
取
り
組
み
が
一
気
に
加
速
し
て
い

ま
す
︒
日
本
国
内
で
も
︑
日
本
自
動
車
タ
イ
ヤ

協
会
と
タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
が
協
業
し
︑
Ｔ
Ｒ
Ｗ

Ｐ
低
減
の
た
め
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
︒

　

新
品
タ
イ
ヤ
の
走
行
可
能
距
離
が
延
び
れ
ば
︑

年
間
当
た
り
の
ゴ
ム
排
出
量
を
減
ら
す
こ
と
が

可
能
で
す
︒
で
す
か
ら
︑
基
本
的
な
枠
組
み
と

し
て
は
ま
ず
︑
タ
イ
ヤ
が
持
つ
摩
耗
性
能
の
最

低
基
準
値
を
設
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

　

も
ち
ろ
ん
︑
耐
摩
耗
性
能
を
引
き
上
げ
れ
ば

よ
う
に
︑路
面
と
の
摩
擦
に
よ
っ
て﹁
ゴ
ム
か
す
﹂

に
な
り
ま
す
︒

　

新
品
時
か
ら
ス
リ
ッ
プ
サ
イ
ン
ま
で
の
タ
イ
ヤ

の
体
積
変
化
を
計
算
し
て
み
る
と
︑
大
型
ト
ラ

ッ
ク
タ
イ
ヤ
の
場
合
は
１
辺
20
㎝
の
立
方
体
︑
乗

用
車
タ
イ
ヤ
だ
と
１
辺
12
㎝
の
立
方
体
と
同
じ

体
積
分
の
ゴ
ム
が
減
少
し
ま
す
︒
そ
の
﹁
ゴ
ム

か
す
﹂
は
微
少
な
ゴ
ム
粒
子
で
す
が
︑
そ
の
粒

子
に
は
石
油
や
化
学
薬
品
だ
け
で
な
く
︑
鉛
筆

の
芯
と
同
じ
カ
ー
ボ
ン
ブ
ラ
ッ
ク
も
含
ま
れ
て
い

ま
す
︒
人
間
が
吸
い
込
め
ば
︑
塵ち

り

の
よ
う
な
大

き
さ
で
も
有
害
で
あ
り
︑
海
や
川
に
流
れ
込
め

ば
︑
生
態
系
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
︒
欧

州
の
環
境
団
体
が
そ
の
影
響
に
つ
い
て
分
析
し

た
と
こ
ろ
︑﹁
タ
イ
ヤ
と
路
面
の
摩
擦
に
よ
っ
て

発
生
す
る
粉
塵
が
０
・
１
㎜
（
１
０
０
μ
ｍ
）

済
む
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
前
出
の
環
境
団
体

の
報
告
に
よ
れ
ば
︑
溝
の
深
さ
が
30
％
未
満
に

な
っ
た
タ
イ
ヤ
か
ら
排
出
さ
れ
る
Ｔ
Ｒ
Ｗ
Ｐ
は
︑

新
品
時
の
３
倍
に
達
す
る
こ
と
も
あ
る
と
い
い
ま

す
︒

　

タ
イ
ヤ
を
長
期
間
使
用
す
る
と
︑
接
地
面
に

ひ
び
割
れ
が
発
生
し
た
り
︑
ゴ
ム
が
ブ
ロ
ッ
ク
ご

と
欠
け
た
り
し
ま
す
︒
こ
の
状
態
を
放
置
し
て

走
行
す
れ
ば
︑
そ
の
車
両
か
ら
排
出

さ
れ
る
Ｔ
Ｒ
Ｗ
Ｐ
は
︑﹁
粉
塵
﹂
で

は
な
く
︑﹁
ゴ
ム
の
か
け
ら
﹂
に
な
り

ま
す
︒

　

そ
う
考
え
る
と
︑
安
全
に
使
用
で

き
る
期
間
を
過
ぎ
た
ス
タ
ッ
ド
レ
ス

タ
イ
ヤ
を
夏
場
に
使
用
し
︑
ゴ
ム
の

か
け
ら
を
飛
ば
す
こ
と
は
︑
危
険
で

あ
る
と
同
時
に
︑﹁
環
境
負
荷
が
高

い
行
為
﹂
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
ま

す
︒
そ
の
た
め
タ
イ
ヤ
の
使
用
者
に

は
︑
安
全
だ
け
で
な
く
︑
環
境
に
も

高
い
意
識
を
持
っ
て
行
動
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
︒

 

第
176
回
「
磨
り
減
っ
た
ゴ
ム
の
ゆ
く
え
」

国
人
雇
用
啓
発
月
間
﹂
と
し

て
︑﹁
と
も
に
働
き
︑
と
も

に
支
え
る
社
会
へ
~
外
国
人

雇
用
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
適

正
に
~
﹂を
今
年
の
標
語
に
︑

適
正
な
外
国
人
雇
用
に
関
す

る
積
極
的
な
周
知
・
啓
発
活

動
を
行
う
︒

　

現
在
︑
政
府
は
一
丸
と
な

っ
て
外
国
人
材
の
受
入
れ
・

共
生
の
た
め
の
取
り
組
み
を

推
進
し
て
お
り
︑
入
国
前
の

日
本
語
教
育
お
よ
び
社
会
規

範
等
の
理
解
促
進
︑
法
や
ル

ー
ル
を
逸
脱
す
る
行
為
に
対

す
る
公
正
・
厳
正
な
対
処
︑

事
実
・
実
態
を
把
握
し
た
上

で
の
制
度
適
正
化
な
ど
︑
様

々
な
外
国
人
の
雇
用
に
つ
い

て
の
対
策
を
実
施
し
て
い
る
︒

　

同
月
間
で
は
︑
個
々
の
事

業
主
な
ど
に
対
す
る
周
知
・

啓
発
︑
指
導
や
特
定
技
能
外

国
人
の
受
入
れ
に
関
す
る
事

業
主
へ
の
助
言
・
指
導
等
を

通
じ
て
︑
積
極
的
な
周
知
・

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
る
︒

 

高
年
齢
労
働
者
の
労
働
災

害
防
止
へ
の
取
り
組
み
に

対
し
補
助
を
実
施

令
和
８
年
度
「
エ
イ
ジ

フ
レ
ン
ド
リ
ー
補
助
金
」

　

厚
生
労
働
省
で
は
現
在
︑

令
和
８
年
度
﹁
エ
イ
ジ
フ
レ

ン
ド
リ
ー
補
助
金
﹂
の
申
請

を
受
け
付
け
て
い
る
︒

　

労
働
安
全
衛
生
法
が
改
正

さ
れ
︑
８
年
４
月
か
ら
﹁
高

年
齢
者
の
労
働
災
害
防
止
の

た
め
の
指
針
﹂
を
踏
ま
え
︑

高
年
齢
労
働
者
の
特
性
に
配

慮
し
た
必
要
な
措
置
を
講
ず

る
こ
と
が
事
業
者
の
努
力
義

務
と
な
っ
た
︒
同
補
助
金
で

は
︑
高
年
齢
労
働
者
の
労
働

災
害
防
止
を
目
的
と
し
た
設

備
改
善
や
︑
専
門
家
に
よ
る

指
導
を
受
け
る
た
め
の
経
費

の
一
部
を
補
助
す
る
︒

　

補
助
の
対
象
と
な
る
主
な

取
り
組
み
は
︑
次
の
通
り
︒

①
専
門
家
に
よ
る
リ
ス
ク
ア

セ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
る
費
用

②
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
結

果
に
基
づ
く
対
策
の
実
施
に

係
る
費
用
（
例
:
滑
り
に

く
い
床
へ
の
改
修
︑
手
す
り

の
設
置
︑
重
量
物
取
り
扱
い

作
業
・
介
助
作
業
へ
の
補
助

機
器
の
導
入
︑
労
働
者
の
身

体
機
能
の
維
持
向
上
の
た
め

の
支
援
等
）

③
熱
中
症
対
策
の
た
め
の
費

用
（
例
:
リ
ス
ク
の
高
い

暑
熱
作
業
の
あ
る
事
業
場
に

お
け
る
休
憩
施
設
の
整
備
︑

体
温
を
下
げ
る
た
め
の
機
能

の
あ
る
服
の
導
入
等
）

④
労
働
者
の
健
康
保
持
増
進

の
た
め
の
取
り
組
み
に
要
す

る
費
用
（
例
:
事
業
所
カ

ル
テ
や
健
康
ス
コ
ア
リ
ン
グ

レ
ポ
ー
ト
を
活
用
し
た
コ
ラ

ボ
ヘ
ル
ス
等
）

　

補
助
金
申
請
受
付
期
間

は
︑
８
年
10
月
31
日
㈯
ま
で

（
労
働
安
全
衛
生
の
専
門
家

を
活
用
し
た
リ
ス
ク
ア
セ
ス

メ
ン
ト
の
実
施
申
請
は
８
月

31
日
㈪
ま
で
）︒　

詳
細
は
︑

厚
労
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

を
参
照
︒

 

令
和
８
年
度
は
大
型
車
駐

車
マ
ス
約
５
２
０
台
の
増
設

を
予
定

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
３
社

　

東
日
本
高
速
道
路
㈱
︑
中

日
本
高
速
道
路
㈱
︑
西
日
本

高
速
道
路
㈱
の
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ

３
社
は
５
月
27
日
︑
令
和
８

年
度
の
休
憩
施
設
に
お
け
る

利
便
性
向
上
に
関
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
発
表
し
た
︒

　

８
年
度
は
︑
全
国
23
か
所

の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア（
Ｓ
Ａ
）

・
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
（
Ｐ

Ａ
）
で
大
型
車
駐
車
マ
ス
約

５
２
０
台
の
増
設
工
事
を
予

定
︒
そ
の
う
ち
︑
大
型
車
短

時
間
限
定
駐
車
マ
ス
を
10
か

所
整
備
す
る
ほ
か
︑
ダ
ブ
ル

連
結
ト
ラ
ッ
ク
駐
車
マ
ス
を

６
か
所
整
備
す
る
予
定
︒

　

ま
た
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
か
ら
の
ニ
ー
ズ
が
高
い

シ
ャ
ワ
ー
施
設
の
利
便
性
向

上
を
推
進
す
る
た
め
︑
８
年

度
に
新
た
に
２
か
所
シ
ャ
ワ

ー
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
︒

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
３
社
で
は
道

路
利
用
者
に
対
し
て
︑
よ
り

多
く
の
車
両
が
休
憩
施
設
を

利
用
で
き
る
よ
う
︑
思
い
や

り
︑
ゆ
ず
り
合
い
の
気
持
ち

を
も
ち
︑
駐
車
マ
ス
を
適
正

に
利
用
す
る
よ
う
呼
び
か
け

て
い
る
︒

 

令
和
８
年
度
「
陸
上
貨
物

運
送
事
業
夏
期
労
働
災
害

防
止
強
調
運
動
」
を
実
施

７
月
１
日
〜
31
日

　

陸
上
貨
物
運
送
事
業
労
働

災
害
防
止
協
会
（
陸
災
防
）

は
︑
令
和
８
年
７
月
１
日
~

31
日
に
︑
８
年
度
﹁
陸
上
貨

物
運
送
事
業
夏
期
労
働
災
害

防
止
強
調
運
動
﹂
を
実
施
す

る
︒

　

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
︑﹁
荷
主
と

共
有　

現
場
の
リ
ス
ク　

繋

ぐ
連
携 

無
事
故
の
環
﹂︒
会

員
事
業
場
で
の
実
施
事
項
は

次
の
通
り
︒

①
経
営
ト
ッ
プ
は
︑
労
働
災

害
防
止
の
た
め
に
そ
の
所
信

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
︑

自
ら
が
職
場
の
安
全
パ
ト
ロ

ー
ル
等
を
行
い
︑
労
働
災
害

防
止
に
つ
い
て
従
業
員
へ
の

呼
び
か
け
を
行
う
︒

②
﹁
熱
中
症
の
自
覚
症
状
が

あ
る
作
業
者
﹂
や
︑﹁
熱
中

症
の
お
そ
れ
が
あ
る
作
業
者

を
見
つ
け
た
者
﹂
が
︑
そ
の

旨
を
報
告
す
る
た
め
の
体
制

を
整
備
す
る
と
と
も
に
︑
熱

中
症
の
重
篤
化
防
止
措
置
の

内
容
お
よ
び
実
施
手
順
を
策

定
し
︑
関
係
作
業
者
へ
の
周

知
を
行
う
︒
ま
た
︑﹁
職
場

に
お
け
る
熱
中
症
防
止
の
た

め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂
を
踏

ま
え
た
取
り
組
み
の
推
進
を

行
う
︒

③
安
全
管
理
者
・
安
全
衛
生

推
進
者
等
は
︑
同
運
動
期
間

中
﹁
職
場
の
安
全
衛
生
自
主

点
検
表
﹂
に
よ
り
職
場
の
安

全
衛
生
点
検
を
行
う
︒

④
安
全
旗
の
掲
揚
︑
安
全
ポ

ス
タ
ー
︑
熱
中
症
予
防
ポ
ス

タ
ー
︑
の
ぼ
り
等
の
掲
示
を

行
う
︒

⑤
﹁
陸
上
貨
物
運
送
事
業
に

お
け
る
荷
役
作
業
の
安
全
対

策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂
に
基
づ

き
︑
荷
主
等
の
協
力
を
得
て

積
み
降
ろ
し
作
業
の
内
容
の

確
認
・
把
握
を
行
い
︑
荷
役

作
業
に
伴
う
安
全
上
の
確
認

事
項
を
あ
ら
か
じ
め
運
転
手

に
提
供
で
き
る
よ
う
に
︑
荷

主
等
と
の｢

運
送
契
約
時
に

必
要
な
連
絡
調
整
に
係
る
事

項｣

の
文
書
に
よ
る
取
り
決

め
や
﹁
安
全
作
業
連
絡
書
﹂

の
活
用
を
図
る
︒

⑥
定
期
健
康
診
断
の
完
全
実

施
と
事
後
措
置
の
徹
底
を
図

る
︒

　

な
お
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

に
︑
同
運
動

の
実
施
要
綱
お
よ
び
前
述
の

﹁
職
場
の
安
全
衛
生
自
主
点

検
表
﹂が
掲
載
さ
れ
て
い
る
︒

　

厚
生
労
働
省
は
５
月
27

日
︑
令
和
７
年
の
労
働
災
害

発
生
状
況
を
取
り
ま
と
め
︑

公
表
し
た
︒

　

７
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で

の
労
働
災
害
に
よ
る
死
亡
者

数
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
へ
の
り
患
に
よ
る
も

の
を
除
く
）
は
７
０
０
人
（
前

年
比
46
人
減
）
と
過
去
最
少

と
な
っ
た
︒
ま
た
︑
休
業
４

日
以
上
の
死
傷
者
数
は
13
万

５
３
３
３
人
（
同
３
８
５
人

減
）
だ
っ
た
︒

　

陸
上
貨
物
運
送
事
業
に
つ

い
て
み
る
と
︑
死
亡
者
数
は

80
人
（
同
28
人
減
）
で
︑
事

故
の
型
別
で
は
︑﹁
交
通
事

故
﹂
が
43
人
と
最
も
多
く
︑

次
い
で﹁
墜
落
・
転
落
﹂12
人
︑

﹁
飛
来
・
落
下
﹂
５
人
だ
っ

た
︒
ま
た
︑
休
業
４
日
以
上

の
死
傷
者
数
は
１
万
５
６
３

２
人
（
同
６
６
０
人
減
）
で
︑

事
故
の
型
別
で
は
︑﹁
墜
落

・
転
落
﹂
が
４
１
２
６
人
と

最
も
多
く
︑次
い
で
﹁
転
倒
﹂

２
９
７
２
人
︑﹁
動
作
の
反
動

・
無
理
な
操
作
﹂
２
７
３
８

 

職
場
で
の
死
傷
者
数
は
統

計
開
始
以
来
最
多
に

令
和
７
年
「
職
場
に
お
け
る

熱
中
症
に
よ
る
死
傷
災
害
の

発
生
状
況
」

　

厚
生
労
働
省
は
５
月
27

日
︑
令
和
７
年
﹁
職
場
に
お

け
る
熱
中
症
に
よ
る
死
傷
災

害
の
発
生
状
況
﹂（
確
定
値
）

を
取
り
ま
と
め
︑公
表
し
た
︒

　

７
年
に
お
け
る
職
場
で
の

熱
中
症
に
よ
る
死
傷
者
（
死

亡
・
休
業
４
日
以
上
）
は
１

人
︑﹁
は
さ
ま
れ
・
巻
き
込

ま
れ
﹂１
４
６
３
人
︑﹁
激
突
﹂

９
２
０
人
だ
っ
た
︒

　

厚
労
省
で
は
︑﹁
全
国
安

全
週
間
﹂（
７
月
１
日
~
７

日
）
と
そ
の
準
備
期
間
（
６

月
１
日
~
30
日
）
を
通
じ
︑

事
業
場
や
関
係
業
界
団
体
等

に
対
し
て
︑
積
極
的
な
労
働

災
害
防
止
活
動
の
実
施
を
働

き
か
け
る
こ
と
と
し
て
い
る
︒

８
０
３
人
（
前
年
比
５
４
６

人
増
）
と
︑
統
計
開
始
以
来

最
多
と
な
っ
た
︒
ま
た
︑
熱

中
症
に
よ
る
死
亡
者
数
は
19

人
（
同
12
人
減
）
だ
っ
た
︒

　

気
象
庁
に
よ
る
と
︑
７
年

６
月
~
８
月
の
平
均
気
温
偏

差
（
基
準
値
︹
１
９
９
１
~

２
０
２
０
年
の
30
年
平
均
値
︺

か
ら
の
偏
差
）
は
＋
２
・
36

℃
と
︑
統
計
開
始
以
来
最
高

を
記
録
し
て
お
り
︑
死
傷
者

数
の
増
加
の
一
因
と
な
っ
た

と
推
測
さ
れ
て
い
る
︒

　

運
送
業
で
は
︑
熱
中
症
に

よ
る
死
傷
者
数
は
２
２
０
人

（
同
34
人
増
）
だ
っ
た
︒

　

厚
労
省
で
は
︑
７
年
６
月

１
日
よ
り
施
行
さ
れ
た
労
働

安
全
衛
生
規
則
に
基
づ
き
︑

①
熱
中
症
の
お
そ
れ
が
あ
る

作
業
者
を
早
期
に
発
見
す
る

た
め
の
体
制
整
備
︑
②
熱
中

症
の
重
篤
化
を
防
止
す
る
た

め
の
措
置
手
順
の
作
成
︑
③

体
制
整
備
や
措
置
手
順
の
関

係
作
業
者
へ
の
周
知
︱
︱
を

行
い
︑
熱
中
症
の
重
篤
化
の

防
止
等
の
た
め
の
対
策
を
講

じ
る
と
と
も
に
︑
８
年
３
月

に
策
定
さ
れ
た
﹁
職
場
に
お

け
る
熱
中
症
防
止
の
た
め
の

ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
﹂（
二
次
元

コ
ー
ド
）
な
ど

を
踏
ま
え
︑

別
掲
の
事
項
に
つ
い
て
重
点

的
に
取
り
組
む
よ
う
周
知
徹

底
を
図
っ
て
い
く
︒

 

令
和
９
年
４
月
か
ら
「
ス

ト
レ
ス
チ
ェッ
ク
」
が
全
事

業
場
で
義
務
化

小
規
模
事
業
場
に
対
応
し
た

実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
公
表

　

厚
生
労
働
省
は
５
月
18

日
︑
第
１
８
５
回
﹁
労
働
政

策
審
議
会
安
全
衛
生
分
科

会
﹂
を
開
催
し
︑
労
働
者
の

心
理
的
負
荷
を
調
べ
る
﹁
ス

ト
レ
ス
チ
ェッ
ク
﹂
を
令
和
９

年
４
月
１
日
か
ら
全
事
業
場

で
義
務
化
す
る
方
針
を
明
ら

か
に
し
た
︒

　

ス
ト
レ
ス
チ
ェッ
ク
は
︑
従

業
員
50
人
以
上
の
事
業
場
で

は
年
１
回
実
施
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
一
方
︑

従
業
員
50
人
未
満
の
小
規
模

事
業
場
で
は
努
力
義
務
に
と

ど
ま
っ
て
お
り
︑
ス
ト
レ
ス
チ

ェ
ッ
ク
の
実
施
割
合
が
低
く

な
っ
て
い
る
︒

　

精
神
障
害
の
労
働
災
害
認

定
件
数
の
増
加
な
ど
を
受

け
︑
７
年
５
月
に
改
正
労
働

安
全
衛
生
法
が
成
立
︒
同
分

科
会
に
お
い
て
︑
従
業
員
50

人
未
満
の
小
規
模
事
業
場
に

お
け
る
義
務
化
の
施
行
期
日

が
９
年
４
月
１
日
に
な
る
こ

と
が
明
示
さ
れ
た
︒

　

な
お
︑
厚
労
省
で
は
２
月

25
日
に
︑
労
働
者
数
50
人
未

満
の
小
規
模
事
業
場
に
即
し

た
︑
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
が
保
護
さ
れ
︑
現
実
的
で

実
効
性
の
あ
る
実
施
体
制
・

実
施
方
法
等
に
つ
い
て
取
り

ま
と
め
た
﹁
小
規
模
事
業
場

ス
ト
レ
ス
チ
ェッ
ク
制
度
実
施

マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂

（
二
次
元
コ
ー

ド
）
を
公
表

し
て
い
る
︒

 

６
月
は
「
外
国
人
雇
用
啓

発
月
間
」

特
定
技
能
外
国
人
の
受
入
れ

に
関
し
助
言
・
指
導
を
実
施

　

厚
生
労
働
省
で
は
︑
６
月

１
日
か
ら
の
１
か
月
間
を﹁
外

生
活
道
路
に
お
け
る
自

動
車
の
法
定
速
度
が
時

速
30
㌔
㍍
に
引
下
げ

９
月
１
日
か
ら

　

警
察
庁
で
は
︑
令
和
８
年

９
月
１
日
の
改
正
道
路
交
通

法
施
行
令
の
施
行
に
伴
い
︑

生
活
道
路
に
お
け
る
自
動
車

の
法
定
速
度
が
時
速
60
㌔
㍍

か
ら
時
速
30
㌔
㍍
に
引
き
下

げ
ら
れ
る
こ
と
を
受
け
て
︑

道
路
利
用
者
に
対
し
て
周
知

啓
発
を
図
っ
て
い
る（
写
真
）︒

　

９
月
１
日
か
ら
︑
法
定
速

度
が
時
速
30
㌔
㍍
に
引
き
下

げ
ら
れ
る
道
路
は
︑
主
に
地

域
住
民
の
日
常
生
活
に
利
用

さ
れ
る
よ
う
な
︑
中
央
線
等

が
な
い
道
路
︒

　

一
方
で
︑
次
の
道
路
は
引

き
続
き
法
定
速
度
が
時
速
60

㌔
㍍
の
ま
ま
と
さ
れ
る
︒

①
中
央
線
や
車
両
通
行
帯
が

設
け
ら
れ
て
い
る
一
般
道
路

②
中
央
分
離
帯
等
が
設
け
ら

れ
︑
自
動
車
の
通
行
が
往
復

の
方
向
別
に
分
離
さ
れ
て
い

る
一
般
道
路

③
高
速
自
動
車
国
道
の
本
線

車
道
な
ら
び
に
こ
れ
に
接
す

る
加
速
車
線
お
よ
び
減
速
車

線
を
除
い
た
も
の

④
自
動
車
専
用
道
路

　

道
路
標
識
や
道
路
標
示
に

よ
り
最
高
速
度
が
指
定
さ
れ

て
い
る
道
路
で
は
︑
法
定
速

度
で
は
な
く
︑
指
定
さ
れ
て

い
る
速
度
が
自
動
車
の
最
高

速
度
と
な
る
︒

　

警
察
庁
で
は
︑
決
め
ら
れ

た
速
度
の
範
囲
内
で
あ
っ
て

も
︑
道
路
や
交
通
の
状
況
︑

天
候
や
視
界
な
ど
を
よ
く
考

え
︑
安
全
な
速
度
で
走
行
す

る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
︒

 

令
和
８
年
度
第
１
回
「
運

行
管
理
者
試
験
」
日
程
を

発
表

運
行
管
理
者
試
験
セ
ン
タ
ー

　

運
行
管
理
者
試
験
セ
ン
タ

ー
は
５
月
13
日
︑
令
和
８
年

度
第
１
回
﹁
運
行
管
理
者
試

験
﹂
に
つ
い
て
発
表
し
た
︒

　

申
請
受
付
期
間
は
６
月
15

日
㈪
~
７
月
15
日
㈬
︒
試
験

期
間
は
８
月
８
日
㈯
~
９
月

６
日
㈰
で
︑
Ｃ
Ｂ
Ｔ
試
験
方

式
に
よ
り
実
施
さ
れ
る

　

詳
細
・
問
い
合
わ
せ
は
︑

運
行
管
理
者

試
験
セ
ン
タ

ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）
を
参
照
︒

熱中症の重篤化を防ぐために
①�湿球黒球温度の値（WBGT値）の把握とその値に応じた熱中症予防対策を適切
に実施すること
②熱中症の重篤化による死亡災害を防止するため、
　・早期発見のための体制整備
　・重篤化を防止するための措置の実施手順の作成
　・関係作業者への周知
　――を図る
③�糖尿病、高血圧症など熱中症の発症に影響を及ぼすおそれのある疾病を有する者
に対して、医師等の意見を勘案して、必要に応じて就業場所の変更・作業の転換
等の適切な措置を講ずること

警察庁・都道府県警察

生活道路における自動車の

法定速度が引き下げられます!!

60㎞/h60㎞/h

高速自動車国道のうち、本線
車道並びにこれに接する加速
車線及び減速車線以外のもの

以下の道路における自動車の法定速度は引き続き60㎞/ｈです以下の道路における自動車の法定速度は引き続き60㎞/ｈです
1 3

自動車専用道路
4

◆決められた速度の範囲内であっても、道路や交通の状況、天候や視界などをよく考えて、安全な速度で走りましょう。◆決められた速度の範囲内であっても、道路や交通の状況、天候や視界などをよく考えて、安全な速度で走りましょう。

◆道路標識又は道路標示により最高速度が指定されている道路では、その速度が最高速度となります。例えば、道路標識により最高速度が 40km/h と指定
　されている生活道路では、最高速度は 30km/h ではなく 40km/h となります。
◆道路標識又は道路標示により最高速度が指定されている道路では、その速度が最高速度となります。例えば、道路標識により最高速度が 40km/h と指定
　されている生活道路では、最高速度は 30km/h ではなく 40km/h となります。

/ｈ/ｈ

※※

令和８年９月１日
改正道路交通法施行令施行

※ここでいう「生活道路」とは、主に地域住民の日常生活に
　利用されるような、中央線などがない道路のことです。
※ここでいう「生活道路」とは、主に地域住民の日常生活に
　利用されるような、中央線などがない道路のことです。

道路標識又は
道路標示による
中央線又は
車両通行帯が
設けられている
一般道路

2
道路の構造上又は
柵その他の工作物に
より自動車の通行が
往復の方向別に
分離されている
一般道路

「AIの利活用に関する意識調査アンケート」にご協力ください
　（一社）日本物流団体連合会の経営効率化委員会では、物流業界にも大きな波及を
もたらしつつあるAIの活用状況や今後の活用見通し、AIに対する向き合い方（意識の
持ち方）等について、物流連会員を対象にWebによるアンケート調査を実施しています。

・実施期間
　令和8年 6月30日㈫まで
・調査対象
　（一社）日本物流団体連合会傘下団体会員事業者
・アンケートURL
　右記二次元コード
・その他
　アンケートの回答結果については、個人名・企業名等は非開示となります。また、企
業名等が特定されることのないよう配慮の上で共有いたします。
・問い合わせ先
　【事務局窓口】（一社）日本物流団体連合会　中野

電話：03-3593-0139　E-mail：nakano@butsuryu.or.jp

物流連

令和 7年度補正予算　商用車等の電動化促進事業
（トラック）の執行に係る事業説明会を開催

　（一財）環境優良車普及機構（LEVO）では、令和 7年度補正予算に係る商
用車等の電動化促進事業（トラック）の公募開始に伴い、下記の日程にて事業
説明会を開催します。

説明会開催日時・会場

開催地 実施日 時間 会場・所在地

大阪 6月 25日㈭ 13:30 ～ 16:00
㈱ティーオージー（貸会議室）
大阪市北区梅田 1-1-3
大阪駅前第 3ビル 17階

名古屋 6月 29日㈪ 13:30 ～ 16:00 （一社）愛知県トラック協会
名古屋市瑞穂区新開町 12-6

博多 7月 7日㈫ 13:30 ～ 16:00 （公社）福岡県トラック協会
福岡市博多区博多駅東 1-18-8

東京 7月 9日㈭ 13:30 ～ 16:00 （公社）全日本トラック協会
東京都新宿区四谷 3-2-5

＊各会場とも 13時 10分より受付を開始します
＊各会場へお越しの際は、公共交通機関をご利用ください

・参加申込方法
LEVOホームページの申込フォーム（二次元コード）から申
し込み可能

・申込受付期間
　各会場の実施日の前日まで
・問い合わせ先
　（一財）環境優良車普及機構　補助事業執行部　商用車の電動化促進事業
　電話：03-5944-0883　FAX：03-5944-0878
　メールアドレス：evhojo@levo.or.jp

LEVO

表　2026年度に大型車マスの増設工事を行う休憩施設
（SA＝サービスエリア、PA=パーキングエリア）

会社名 路線名 休憩施設名
大型車マス数（台）※１

工事前 工事後 増減

NEXCO
東日本

E4東北自動車道 佐野SA（上） 50 73 +23
E4 東北自動車道 泉PA（下） 8 60 +52
E50 北関東自動車道 壬生PA（西行き） 14 21 +7
E50 北関東自動車道 壬生PA（東行き） 14 22 +8

NEXCO東日本計 86 176 +90

NEXCO
中日本

E1A新東名高速道路 掛川PA（上） 84 124 +40
E1A 新東名高速道路 浜松SA（上） 173 175 +2
E1A 新東名高速道路 長篠設楽原PA（下） 76 147 +71
E1A 伊勢湾岸自動車道 湾岸長島PA（下） 208 257 +49
E8 北陸自動車道 賤ヶ岳SA（下） 35 45 +10
E8 北陸自動車道 呉羽PA（上） 29 39 +10
E8 北陸自動車道 有磯海SA（上） 42 50 +8
E20 中央自動車道 八ヶ岳PA（上） 31 66 +35

E23 東名阪自動車道 鈴鹿本線料金所跡地（下）大
型車専用駐車場（仮称）※２ 0 43 +43

NEXCO中日本計 678 946 +268

NEXCO
西日本

E1名神高速道路 黒丸PA（上） 74 104 +30
E1A 新名神高速道路 甲南PA（上） 63 94 +31
E27 舞鶴若狭自動車道 上荒川PA（下） 7 14 +7
E93 第二神明道路 明石SA（下） 44 73 +29
E42 阪和自動車道 吉備湯浅PA（下） 11 14 +3
E2A 中国自動車道 深谷PA（下） 13 15 +2
E2A 中国自動車道 七塚原SA（上） 17 49 +32
E56 松山自動車道 伊予灘SA（下） 10 23 +13
E34 長崎自動車道 金立SA（下） 18 30 +12

NEXCO西日本計 257 416 +159
計 1,021 1,538 +517

※１　兼用マス、トレーラーマスおよびダブル連結トラックマスを含んだ大型車マス数
※２　現在は臨時駐車場として運用中

死
亡
者
数
は
過
去
最
少
に

令
和
７
年
の
労
働
災
害
発
生
状
況
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

　

公
募
の
詳
細
は
︑
同
事
業

専
用
サ
イ
ト
（
二
次
元
コ
ー

ド
）
を
参
照
︒

 

非
常
用
電
源
設
備
の
導
入

費
等
を
補
助

９
月
30
日
㈬
ま
で

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

﹁
物
流
拠
点
機
能
強
化
支
援

事
業
費
補
助
金
（
非
常
用
電

源
設
備
の
導
入
補
助
事
業
及

び
災
害
時
の
支
援
物
資
輸
送

体
制
構
築
促
進
事
業
）﹂
の

公
募
を
行
っ
て
い
る
︒

　

こ
れ
は
︑
物
流
施
設
に
お

け
る
非
常
用
電
源
設
備
の
導

入
支
援
︑
お
よ
び
官
民
が
連

携
し
て
行
う
支
援
物
資
輸
送

訓
練
を
通
じ
︑
災
害
時
の
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
確
保
や

災
害
時
の
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
に

お
け
る
円
滑
な
支
援
物
資
輸

送
体
制
構
築
促
進
の
構
築
・

強
化
を
促
す
た
め
に
実
施
す

る
も
の
︒
営
業
倉
庫
や
ト
ラ

ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
等
の
物
流

施
設
に
非
常
用
電
源
設
備
を

導
入
す
る
費
用
や
︑
地
方
公

共
団
体
と
物
流
事
業
者
等
の

官
民
が
連
携
し
て
行
う
支
援

物
資
輸
送
訓
練
に
要
す
る
経

費
の
一
部
を

補
助
す
る
︒

　

公
募
期
間

は
︑
令
和
８

 

「
車
両
後
退
表
示
投
影
装

置
」
の
自
動
車
へ
の
装
備

が
可
能
に

歩
行
者
等
と
の
事
故
の

未
然
防
止
に
期
待

　

国
交
省
は
６
月
４
日
︑
道

路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
等

を
改
正
し
︑﹁
車
両
後
退
表

示
投
影
装
置
﹂
に
関
す
る
要

件
を
盛
り
込
ん
だ
︒

　

同
装
置
は
︑
自
動
車
の
後

退
時
に
車
両
後
方
の
路
面
に

図
柄
を
投
影
す
る
こ
と
に
よ

り
︑
歩
行
者
や
自
転
車
利
用

者
等
の
周
囲
の
交
通
に
対
し

て
後
退
の
意
図
を
示
す
灯
火

を
行
う
（
写
真
）︒
今
回
の

年
９
月
30
日
㈬
ま
で
（
必

着
）︒
公
募
の
詳
細
は
︑
専

用
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
（
二
次
元

コ
ー
ド
）
を
参
照
︒

 

「
標
準
仕
様
パ
レ
ッ
ト
」
利

用
促
進
支
援
事
業
２
次
公

募
を
実
施

７
月
８
日
㈬
16
時
ま
で

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

﹁
中
小
物
流
事
業
者
の
労
働

生
産
性
向
上
事
業
費
補
助
金
﹂

（
荷
役
等
の
効
率
化
に
向
け

た
﹁
標
準
仕
様
パ
レ
ッ
ト
﹂

の
利
用
促
進
支
援
事
業
）
の

２
次
公
募
を
行
っ
て
い
る
︒

　

同
事
業
は
︑
標
準
仕
様
パ

レ
ッ
ト（
レ
ン
タ
ル
Ｔ
11
型
）

を
用
い
た
一
貫
パ
レ
チ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
や
︑
効
果
的
な
活
用
を

図
る
事
業
者
に
対
し
て
︑
パ

レ
タ
イ
ザ
ー
や
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
な
ど
︑
荷
役
機
器
等
の

導
入
を
支
援
し
︑
効
率
的
な

荷
役
等
を
推
進
す
る
た
め
に

行
わ
れ
る
も
の
︒
公
募
期
間

は
︑
７
月
８
日
㈬
16
時
ま
で

（
必
着
）︒

　

公
募
の
詳

細
は
︑
同
事

業
特
設
Ｗ
ｅ

ｂ
サ
イ
ト（
二

次
元
コ
ー
ド
）
を
参
照
︒

改
正
で
は
︑
同
装
置
に
つ
い

て
︑自
動
車（
二
輪
自
動
車
︑

側
車
付
二
輪
自
動
車
︑
三
輪

自
動
車
な
ら
び
に
カ
タ
ピ
ラ

お
よ
び
そ
り
を
有
す
る
軽
自

動
車
を
除
く
）
へ
の
備
え
付

け
を
可
能
と
し
た
︒

　

同
装
置
の
普
及
に
よ
り
︑

車
両
の
後
退
を
歩
行
者
等
に

分
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
︑
車
両
と
歩

行
者
等
の
事
故
の
未
然
防
止

が
期
待
さ
れ
る
︒

　

同
改
正
は
︑
同
日
に
公
布

・
施
行
さ
れ
た
（
一
部
は
令

和
９
年
４
月
１
日
に
施
行
予

定
）︒

 

「
Ｔ
Ｅ
Ｃ
︱
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
予

備
隊
員
」
を
募
集

８
月
31
日
㈪
18
時
ま
で

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

令
和
８
年
度
の
﹁
Ｔ
Ｅ
Ｃ
︱

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
予
備
隊
員
﹂
の

募
集
を
全
国
の
地
方
支
分
部

局
で
行
っ
て
い
る
︒

　

国
交
省
で
は
︑
Ｔ
Ｅ
Ｃ
︱

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
（
緊
急
災
害
対

策
派
遣
隊
）
を
設
置
し
︑
災

害
時
に
︑
被
災
地
に
お
け
る

被
害
状
況
調
査
や
被
害
拡
大

防
止
︑
早
期
復
旧
等
の
災
害

応
急
対
策
に
関
す
る
地
方
公

共
団
体
支
援
等
を
実
施
し
て

い
る
︒
７
年
度
か
ら
は
﹁
Ｔ

Ｅ
Ｃ
︱
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
予
備
隊

員
﹂
制
度
を
創
設
︒
災
害
対

応
に
係
る
専
門
的
な
知
識
・

経
験
を
有
す
る
民
間
企
業
等

の
人
材
を
募
集
・
採
用
し
︑

災
害
時
に
被
災
地
に
派
遣
す

る
こ
と
に
よ
り
︑
Ｔ
Ｅ
Ｃ
︱

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
と
し
て
の
応
援

体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
︒

　

同
予
備
隊
員
は
︑
災
害
時

等
に
非
常
勤
職
員
の
国
家
公

務
員
と
し
て
採
用
さ
れ
︑
Ｔ

Ｅ
Ｃ
︱
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
の
一
員

と
し
て
被
災
地
等
で
活
動
す

る
︒
８
年
度
予
備
隊
員
の
名

簿
登
録
の
期
間
は
︑
９
年
12

月
31
日
ま
で
︒

　

募
集
期
間
は
︑
８
月
31
日

㈪
18
時
ま
で
︒
応
募
方
法
の

詳
細
は
︑
国

交
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

を
参
照
︒

 

安
全
対
策
等
の
徹
底
を
呼

び
か
けクマ

に
よ
る
人
身
被
害

防
止
に
向
け
て

　

国
土
交
通
省
は
５
月
27

日
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

を
は
じ
め
と
す
る
各
関
連
団

体
に
対
し
て
︑
ク
マ
に
よ
る

人
身
被
害
防
止
に
向
け
た
安

全
対
策
等
の
周
知
を
呼
び
か

け
た
︒

　

近
年
︑
ク
マ
の
個
体
数
の

増
加
︑分
布
の
拡
大
に
伴
い
︑

市
街
地
へ
の
出
没
や
人
身
被

害
の
発
生
等
が
多
く
報
告
さ

れ
て
い
る
︒
昨
年
度
は
ク
マ

に
よ
る
人
身
被
害
が
過
去
最

多
を
更
新
し
︑
住
民
の
安
全

・
安
心
を
脅
か
す
深
刻
な
事

態
と
な
っ
て
い
る
︒こ
の
た
め
︑

政
府
で
は
﹁
ク
マ
被
害
対
策

パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹂
お
よ
び
﹁
ク

マ
被
害
対
策
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
﹂

を
策
定
し
て
い
る
︒

　

ま
た
今
年
５
月
12
日
に

は
︑
石
原
宏
高
環
境
大
臣
か

ら
国
民
に
対
し
︑
ク
マ
の
出

没
に
備
え
た
安
全
対
策
を
と

る
こ
と
等
に
つ
い
て
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
発
信
さ
れ
て
い
る
︒

　

国
交
省
で
は
︑
ク
マ
の
出

没
範
囲
に
お
け
る
屋
外
作
業

等
従
事
者
の
ク
マ
に
よ
る
人

身
被
害
を
防
ぐ
た
め
︑
安
全

対
策
（
別
掲
）
の
周
知
徹
底

を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

令
和
７
年
度
物
流
効
率
化
等

推
進
事
業
費
補
助
金
﹁
中
小

物
流
事
業
者
の
労
働
生
産
性

向
上
事
業
（
テ
ー
ル
ゲ
ー
ト

リ
フ
タ
ー
等
導
入
等
支
援
）﹂

の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
る
︒

　

同
事
業
は
︑
中
小
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
の
経
営
の
構

造
的
な
改
善
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
︑
車
両
の
効
率

化
設
備
の
導
入
等
︑
業
務
効

率
化
︑
経
営
力
強
化
お
よ
び

人
材
確
保
・
育
成
に
対
し
て

必
要
な
経
費
の
一
部
を
補
助

す
る
も
の
︒
令
和
８
年
２
月

７
日
~
７
月
24
日
の
間
に
表

１
で
示
し
た
対
象
機
器
等
の

導
入
等
を
実
施
し
た
中
小
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に
対
し
︑

導
入
費
用
等
の
２
分
の
１
ま

た
は
４
分
の
１
を
支
援
す
る
︒

　

申
請
受
付
期
間
は
︑
８
年

７
月
24
日
㈮
ま
で
（
補
助
金

申
請
額
が
予
算
額
を
超
過
し

た
場
合
︑
補
助
金
が
交
付
さ

れ
な
い
場
合
が
あ
る
）︒

物
流
の
効
率
化
へ
の
取

り
組
み
を
呼
び
か
け

令
和
８
年
度
「
夏
季
の

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
組
に
つ
い
て
」

　

経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
で
は
こ
の
ほ
ど
︑
令

和
８
年
度
﹁
夏
季
の
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
取
組
に
つ
い
て
﹂

を
決
定
し
︑
公
表
し
た
︒

　

現
在
︑
イ
ラ
ン
に
対
す
る

大
規
模
攻
撃
の
開
始
を
発
端

と
し
て
︑
世
界
的
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
需
給
の
不
確
実
性
が
増

し
て
い
る
︒こ
う
し
た
中
で
︑

８
年
夏
季
に
お
い
て
も
引
き

続
き
︑
国
民
経
済
や
生
活
に

支
障
が
な
い
範
囲
で
︑
各
方

面
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り

組
み
を
呼
び
か
け
て
い
く
︒

　

運
輸
関
係
の
事
項
は
︑
次

の
通
り
︒

① 

運
輸
分
野
に
お
け
る
省
エ

ネ
法
に
基
づ
く
エ
ネ
ル
ギ

ー
管
理
の
実
施

② 

公
共
交
通
機
関
の
利
用
促

進
③ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
の

よ
い
輸
送
機
関
の
選
択

④
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
実
践

　

特
に
︑
貨
物
輸
送
に
際
し

て
は
︑
輸
配
送
の
共
同
化
等

に
よ
る
積
載
効
率
の
向
上
︑

鉄
道
や
内
航
海
運
と
い
っ
た

大
量
輸
送
機
関
の
積
極
的
活

用
等
︑
物
流
の
効
率
化
を
図

る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
︒

６
月
は
「
不
法
及
び
違

反
無
線
局
対
策
強
化
期

間
」

良
好
な
電
波
利
用
環
境
の

推
進
に
向
け
て

　

総
務
省
で
は
︑
令
和
８
年

６
月
を
﹁
不
法
及
び
違
反
無

線
局
対
策
強
化
期
間
﹂
と
し

て
︑
良
好
な
電
波
利
用
環
境

整
備
の
推
進
を
図
る
︒

　

電
波
利
用
の
拡
大
が
進
む

中
で
︑
無
線
局
免
許
が
必
要

に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
免
許
を

　

な
お
︑６
月
16
日
㈫
に
は
︑

応
募
を
検
討
し
て
い
る
事
業

者
を
対
象
と
し
た
事
業
別
Ｗ

ｅ
ｂ
説
明
会
を
実
施
す
る
予

定
（
表
２
）︒

　

同
事
業
に
関
す
る
詳
細

は
︑
執
行
団
体
で
あ
る
㈱
日

本
能
率
協
会
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（
Ｈ

Ｐ
︑
二
次
元

コ
ー
ド
）
を

有
し
な
い
で
開
設
・
運
用
す

る
不
法
無
線
局
が
︑
ほ
か
の

無
線
局
へ
の
混
信
・
妨
害
を

与
え
る
事
例
が
発
生
し
て
い

る
︒

　

総
務
省
で
は
︑
不
法
無
線

局
な
ど
に
よ
る
混
信
そ
の
他

の
妨
害
か
ら
︑
正
し
く
無
線

局
を
運
用
し
て
い
る
電
波
利

用
者
を
保
護
し
︑
良
好
な
電

波
利
用
環
境
を
推
進
す
る
た

め
︑
６
月
を
同
期
間
と
定
め

て
い
る
︒

　

同
期
間
に
お
け
る
強
化
活

参
照
︒
事
業
別
Ｗ
ｅ
ｂ
相
談

会
の
参
加
申
し
込
み
も
︑
同

Ｈ
Ｐ
か
ら
可
能
︒

 

共
同
輸
配
送
、
陸
・
海
・

空
の
新
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
等

の
取
り
組
み
を
支
援

７
月
10
日
㈮
17
時
ま
で

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

﹁
地
域
の
事
業
者
間
連
携
を

通
じ
た
物
流
生
産
性
向
上
推

進
事
業
（
補
助
事
業
）﹂
の

２
次
公
募
を
行
っ
て
い
る
︒

　

同
事
業
は
︑
地
域
の
産
業

団
体
・
経
済
団
体
や
荷
主
︑

物
流
事
業
者
（
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
者
等
）︑
地
方
公

共
団
体
等
が
参
画
し
た
協
議

会
等
に
よ
る
競
合
企
業
間
・

異
業
種
間
の
共
同
輸
配
送
︑

陸
・
海
・
空
の
新
モ
ー
ダ
ル

シ
フ
ト
︑
中
継
輸
送
等
に
向

け
た
取
り
組
み
の
検
討
や
資

機
材
等
の
導
入
を
行
う
事
業

に
要
す
る
経
費
の
一
部
に
補

助
金
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ

り
︑
地
域
の
事
業
者
間
連
携

を
通
じ
た
物
流
生
産
性
向
上

を
図
る
も
の
︒

　

補
助
対
象
事
業
者
は
︑
地

域
の
産
業
団
体
・
経
済
団
体

や
荷
主
︑
物
流
事
業
者
︑
地

方
公
共
団
体
等
が
参
画
し
た

協
議
会
等
（
協
議
会
等
に
は

荷
主
も
し
く
は
物
流
事
業
者

が
２
社
以
上
参
画
す
る
こ
と

を
必
須
と
す
る
）︒

　

公
募
期
間

は
︑
７
月
10

日
㈮
17
時
ま
で

（
必
着
）︒

動
は
︑
①
電
波
監
視
体
制
を

強
化
し
︑
不
法
お
よ
び
違
反

無
線
局
の
出
現
状
況
を
把

握
︑
②
電
波
規
正
用
無
線
局

に
よ
る
無
線
局
の
運
用
方
法

適
正
化
の
指
導
︑
③
捜
査
機

関
と
の
共
同
取
締
り
に
よ
る

不
法
無
線
局
の
排
除
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
総
務
省
と
協
力
し
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
に
対
し
て

同
期
間
の
周
知
を
図
る
こ
と

に
し
て
い
る
︒

総 務 省経 産 省

表２　事業別Web 相談会の日程
種類 開催日 時間

⑴車両の効率化設備の導入等事業

令和 8年 6月 16日㈫

13:00 ～ 13:50

⑵業務効率化事業 14:00 ～ 14:50

⑶経営力強化事業 15:00 ～ 15:50

⑷人材確保・育成事業 16:00 ～ 16:50
※後日、説明会当日の動画を㈱日本能率協会コンサルティングのホームページで公開予定

表１　補助対象事業

種類 補助金対象事業 補助対象経費 申請資格 補助率 補助金の上限額

１．車両の効率化設備の
導入等事業

①テールゲートリフター テールゲートリフターの導入に必要な経費（消
費税および地方消費税を除く）

⑴中小トラック運送事業者
⑵�上記⑴にトラックを貸渡すリース事業者（③を除
く）

1/4
1 台当たり　アーム式 15 万円、垂直式
15万円、後部格納式 30万円、床下格納
式 30万円

②トラック搭載型クレーン トラック搭載型クレーンの導入に必要な経費
（同） 1/4 1 台当たり　大型 135 万円、中型 120

万円、小型 105万円
③�トラック搭載用 2段積みデッ
キ

トラック搭載用 2段積みデッキの導入に必要
な経費（同） 1/4 1 台当たり 36 万円。ただし、補助対象

機器 1基当たり 12万円
④ダブル連結トラック ダブル連結トラックの導入に必要な経費（同） 1/4 1 台当たり 1,100 万円

２．業務効率化事業

⑤�物流連携最適化システム（車
両動態管理システムを除く）

補助対象事業に係るシステムの導入に必要な
経費（同） ⑴中小トラック運送事業者

⑵�中小トラック運送事業者と連携して⑤の補助対象
システムを導入する元請トラック運送事業者、荷
主企業または倉庫業者

⑶�上記⑴または⑵に⑤～⑦の補助対象システムを貸
渡すリース事業者

1/2 1 事業者当たり 500万円

⑥�業務効率化システム（車両動
態管理システムを除く）

補助対象事業に係るシステムの導入に必要な
経費（同） 1/2 1 事業者当たり 250万円

⑦車両動態管理システム　※１
車両動態管理システムの導入にかかるデジタ
コ車載器導入に必要な経費（車載器本体＋取
付費）（同）

1/2 1台当たり12万円（1事業者10台まで、
⑤か⑥との同時導入必須）

３．経営力強化事業

⑧原価管理システム 原価管理システムの導入に必要な経費（同） ⑴中小トラック運送事業者
⑵上記⑴にシステムを貸渡すリース事業者 1/2 1 事業者当たり 250万円

⑨M&A

M&A 等支援事業者とのM&Aに係る仲介、コ
ンサルティング費用のうち、最終契約を成約
させたM&A等支援事業者へ支払ったコンサル
ティング費用のみが対象（同）

⑴中小トラック運送事業者
⑵M&Aにおける譲受人（買い手） 1/2 1 事業者当たり 1,000 万円

４．人材確保・育成事業

⑩人材確保（求人活動等）

・�求人広告掲載等人材確保のための PR費用　
（同）　※２

・�人材確保セミナー開催等に必要な経費（同）
　※３

・�人材確保のためのコンサルティング費用　
（同）　※４

・�就職氷河期世代を含む多様な人材の試行雇用
に対する人件費補助（同）

⑴�中小トラック運送事業者で、次のいずれかに該当
するもの

・�「ホワイト物流」推進運動の「自主行動宣言」を行
っている

・�働きやすい職場認証制度による認証を取得している
・パートナーシップ構築宣言を行っている

1/2
1 事業者当たり 15万円
※�人件費補助は 1か月 5万円を最大とし
て、最大 3か月

⑪人材育成

・�トラックドライバーに求められる技能取得に
係る講習等の開催費用（同）　※５

・�人材育成機関が実施する技能取得に係る講習
等の受講費用（同）　※６

⑴�中小トラック運送事業者で、次のいずれかに該当
するもの

・�「ホワイト物流」推進運動の「自主行動宣言」を行
っている

・�働きやすい職場認証制度による認証を取得している
・パートナーシップ構築宣言を行っている
⑵�上記⑴の従業員に対して講習等を実施する人材育
成機関

1/2 1 事業者当たり 15万円

⑫�中型免許、大型免許、けん引
免許およびフォークリフト運
転資格

運転免許および運転資格取得のための教習、
講習等に必要な経費（同）

⑴�中小トラック運送事業者で、次のいずれかに該当
するもの

・�「ホワイト物流」推進運動の「自主行動宣言」を行
っている

・�働きやすい職場認証制度による認証を取得している
・パートナーシップ構築宣言を行っている

1/2 1 人当たり 15万円※７
※ 1事業者当たり 5人まで

⑬外免切替教習 外免切替教習の受講費用（同） 1/2 1 人当たり 15万円※７
※ 1事業者当たり 5人まで

※１ �⑤～⑥いずれかのシステムとの同時導入（重複申請）が必要
※２ �人材を確保するために事業者等が行う自社または業界をPRするためのホームページ作成・改修費用、PR資料の作成費用、人材確保のためのイベントへの参加費用等が対象

※３ �人材確保のためのイベントを含むものとし、会場借り上げ、外部委託経費、出展料、これらに相当するもしくはこれらに類する費用が対象
※４ �経営全般に関するコンサルティングの内容の一環として、人材確保に係るコンサルティングを受けた場合は、人材確保に係るコンサルティングに要した費用だけが補助対象
※５ �技能取得に係る研修を開催するための会場借料、外部委託経費、これらに相当するもしくはこれらに類する費用が対象
※６ 人材育成機関等が行う技能取得に係る講習への参加費用等が対象
※７ �当該免許等取得について、助成金等の交付を受ける場合であって、当該助成金等の額と補助額等の合計が補助対象経費の額を上回るときは、当該上回る額を補助額から減額する

クマによる人身被害を防ぐための安全対策
①住宅や学校周辺など、人の生活圏では、クマの誘引物とな
るものを適切に管理すること。具体的には、放置された農
作物に加え、夜間に出されたごみなどがクマの餌となるた
め、自治体が指定した時間帯にごみを出し、これらを放置
しないように管理をすること。

②早朝や夕方の時間帯の外出や、田畑や道路沿いで見通しが
悪い場所の通行には注意すること。

③クマの生息地には、むやみに立ち入らないこと。仕事など
でやむを得ず入る場合は、

　・�クマの行動が活発な明け方・日の入り前後の立ち入りや
単独行動を避けること。

　・�鈴やラジオなど、音の出るものや適切なクマ撃退スプレ
ーを携帯する、ヘルメットやリュックを身に着けるなど
の対策をすること。

④クマに出会ってしまった場合は、慌てず、ゆっくり、クマ
と人との間に電柱や車、木などを挟むように移動すること。
至近距離で出会って襲われた時は、両腕で顔面や頭部を覆
い、うつ伏せになるなど、被害を最小限にとどめる行動を
とること。

テ
ー
ル
ゲ
ー
ト
リ
フ
タ
ー
等
導
入
へ
の　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

支
援
を
実
施

申
請
締
め
切
り
は
７
月
24
日
㈮
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マ
キ
タ
運
輸
㈱
（
牧
田
信

良
代
表
取
締
役
）
は
︑
南
九

州
を
起
点
に
︑
主
に
生
鮮
食

品
を
関
西
や
関
東
な
ど
に
輸

送
し
て
い
る
運
送
事
業
者
で

あ
る
︒

　

さ
て
︑
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク

が
第
１
当
事
者
と
な
る
事
故

と
し
て
︑
最
も
多
い
類
型
が

追
突
事
故
で
あ
り
︑
特
に
高

速
道
路
で
の
渋
滞
末
尾
へ
の

追
突
が
重
大
事
故
に
繋
が

る
︒
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
の
追

突
事
故
防
止
対
策
の
ひ
と
つ

と
し
て
︑﹁
衝
突
被
害
軽
減

ブ
レ
ー
キ
﹂
の
装
着
が
急
速

に
進
ん
で
お
り
︑
令
和
７
年

９
月
か
ら
は
大
型
ト
ラ
ッ
ク

へ
の
装
着
義
務
化
が
段
階
的

に
進
め
ら
れ
て
い
る
︒

　

し
か
し
︑
衝
突
被
害
軽
減

ブ
レ
ー
キ
は
完
全
に
衝
突
を

防
止
す
る
も
の
で
は
な
く
︑

走
行
条
件
や
道
路
条
件
に
よ

っ
て
は
障
害
物
の
検
知
が
遅

れ
た
り
︑
障
害
物
を
検
知
で

き
な
か
っ
た
り
す
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
︒
ま
た
︑
段
差
や
坂

道
︑
急
カ
ー
ブ
を
障
害
物
と

誤
検
知
す
る
こ
と
に
よ
り
︑

障
害
物
が
な
く
て
も
衝
突
被

害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
が
不
要
に

作
動
し
︑
荷
崩
れ
を
起
こ
し

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
︒

　

牧
田
社
長
は
︑﹁
特
に
重

大
事
故
に
繋
が
る
高
速
道
路

で
の
追
突
事
故
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
に
は
︑
定
期
的
な
安

全
教
育
な
ど
を
通
じ
て
衝
突

被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
の
し
く

み
や
限
界
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に

理
解
さ
せ
︑
衝
突
被
害
軽
減

ブ
レ
ー
キ
を
正
し
く
運
用
す

る
こ
と
が
重
要
﹂と
訴
え
る
︒

　

今
年
３
月
に
は
︑
三
重
県

亀
山
市
の
新
名
神
高
速
道
路

下
り
線
・
野
登
ト
ン
ネ
ル
内

で
︑
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
渋
滞

中
の
車
列
に
突
っ
込
み
︑
車

４
台
が
絡
む
多
重
事
故
が
発

生
︒
乗
用
車
２
台
と
大
型
ト

ラ
ッ
ク
が
炎
上
し
︑
乗
用
車

を
正
し
く
運
用
で
き
て
い
れ

ば
︑
同
事
故
は
防
げ
た
の
で

　

同
社
で
は
か
つ
て
︑
追
突

事
故
が
年
に
複
数
回
発
生
し

て
い
た
こ
と
か
ら
︑
特
に
追

突
事
故
防
止
の
た
め
の
指
導

に
力
を
入
れ
て
い
た
︒
中
で

も
︑
同
社
が
重
要
視
し
て
い

る
の
が
︑﹁
エ
ン
ジ
ン
回
転
数

を
お
お
む
ね
１
５
０
０
回
転

に
保
つ
運
転
の
励
行
﹂で
あ
る
︒

　

エ
ン
ジ
ン
回
転
数
を
１
５

０
０
回
転
程
度
に
維
持
し
た

定
速
運
転
を
行
う
こ
と
で
︑

車
間
の
維
持
が
し
や
す
く
な

り
︑
前
車
へ
の
追
突
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
る
︒
ま
た
︑
必

要
以
上
に
速
度
を
上
げ
ず
に

済
む
た
め
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の

負
担
軽
減
効
果
も
期
待
で
き

る
︒
さ
ら
に
︑
燃
費
の
改
善

や
タ
イ
ヤ
・
車
両
の
消
耗
抑

制
と
い
う
副
次
的
効
果
も
期

待
で
き
る
︒

　

同
社
で
は
︑
デ
ジ
タ
ル
タ

コ
グ
ラ
フ
で
取
得
し
た
走
行

デ
ー
タ
を
解
析
す
る
ソ
フ
ト

を
導
入
し
︑
運
行
管
理
者
が

２
日
間
（
48
時
間
）
の
走
行

速
度
や
エ
ン
ジ
ン
回
転
数
を

確
認
で
き
る
よ
う
に
し
た
︒

必
要
以
上
に
速
度
を
上
げ
て

い
た
り
︑
エ
ン
ジ
ン
回
転
数

を
上
げ
て
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー

に
対
し
て
は
︑
当
時
の
走
行

状
況
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
上

で
︑
速
度
や
エ
ン
ジ
ン
回
転

数
を
適
正
範
囲
に
抑
え
る
よ

う
指
導
し
て
い
る
︒

　
﹁
デ
ジ
タ
コ
の
デ
ー
タ
を
基

　

ま
ず
︑
運
転
日
報
の
デ
ー

タ
を
基
に
︑﹁
１
日
の
拘
束
時

間
が
上
限
値
を
超
え
て
い

る
﹂︑﹁
休
息
期
間
が
不
足
し

て
い
る
﹂︑﹁
運
転
時
間
が
超

過
し
て
い
る
﹂
︱
︱
な
ど
の

改
善
基
準
告
示
違
反
が
認
め

ら
れ
た
事
例
に
つ
い
て
︑
そ

れ
ら
の
原
因
を
分
析
し
︑
対

策
を
講
じ
た
︒
ま
た
︑
荷
主

都
合
に
よ
っ
て
改
善
基
準
告

示
違
反
と
な
っ
て
い
る
場
合

に
は
︑
当
該
荷
主
に
対
し
て

運
転
日
報
を
提
示
し
て
状
況

を
説
明
す
る
と
と
も
に
︑
改

善
を
強
く
求
め
た
︒
こ
う
し

た
取
り
組
み
が
功
を
奏
し

て
︑
７
年
に
は
１
か
月
当
た

り
の
拘
束
時
間
が
２
８
４
時

間
を
超
え
る
ド
ラ
イ
バ
ー
は

大
幅
に
減
少
し
た
︒

　
﹁
安
全
指
導
と
法
令
遵
守

　

追
突
事
故
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
の
最
後
の
砦
と
な
る
の

が
︑﹁
業
務
前
点
呼
の
適
切

な
実
施
﹂
で
あ
る
︒

　

業
務
前
点
呼
で
は
︑
ア
ル

コ
ー
ル
検
知
器
に
よ
る
酒
気

帯
び
の
有
無
の
確
認
は
当
然

の
こ
と
な
が
ら
︑
追
突
事
故

を
徹
底
し
た
こ
と
で
︑
無
理

な
運
行
を
す
る
よ
う
な
状
況

も
な
く
な
り
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

の
安
心
感
に
繋
が
っ
て
い
ま

す
︒
高
速
道
路
で
は
︑
同
業

他
社
の
ト
ラ
ッ
ク
に
追
い
越

さ
れ
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り

ま
せ
ん
が
︑
速
度
よ
り
も
安

全
と
法
令
遵
守
を
優
先
す
る

と
い
う
意
識
が
社
内
で
醸
成

の
原
因
と
な
る
体
調
や
睡
眠

・
疲
労
・
服
薬
状
況
の
確
認

に
力
を
入
れ
て
い
る
︒

　
﹁
点
呼
は
︑
事
故
を
未
然

に
防
ぐ
最
後
の
砦
で
す
︒
対

面
点
呼
を
中
心
に
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
の
少
し
の
変
化
も
見
逃

さ
な
い
こ
と
を
心
が
け
て
い

ま
す
︒
ま
た
︑
点
呼
を
し
っ

か
り
と
行
う
こ
と
で
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
に
と
っ
て
は
﹃
自
分
の

こ
と
を
会
社
が
見
守
っ
て
く

れ
て
い
る
﹄
と
い
う
強
い
安

心
感
に
繋
が
り
ま
す
﹂（
同
）

　

同
社
に
お
け
る
様
々
な
取

り
組
み
に
よ
り
︑
追
突
事
故

は
大
幅
に
減
少
し
た
︒

　

最
後
に
︑
追
突
事
故
防
止

に
向
け
た
思
い
を
牧
田
社
長

に
聞
い
た
︒

　
﹁
追
突
事
故
は
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
の
一
瞬
の
気
の
緩
み
や

疲
労
︑
焦
り
な
ど
に
よ
っ
て

発
生
し
︑
尊
い
命
を
奪
う
だ

け
で
な
く
︑
お
客
様
か
ら
お

預
か
り
し
た
大
切
な
荷
物
︑

そ
し
て
社
会
か
ら
の
信
頼
を

失
う
重
大
事
故
に
繋
が
り
ま

す
︒
だ
か
ら
こ
そ
︑
当
社
で

は
安
全
第
一
と
法
令
遵
守
を

主
軸
に
据
え
て
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
と
そ
の
家
族
︑
お
客
様
︑

そ
し
て
地
域
社
会
の
安
心
を

守
る
た
め
︑
追
突
事
故
ゼ
ロ

を
目
指
し
て
︑
安
全
最
優
先

の
経
営
を
貫
い
て
い
き
ま
す
﹂

（
同
）

２
台
に
乗
っ
て
い
た
６
人
が

死
亡
し
た
︒
牧
田
社
長
は
︑

﹁
衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ

析
し
︑
客
観
的
な
デ
ー
タ
を

基
に
改
善
を
進
め
て
い
っ
た

結
果
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全

へ
の
意
識
が
大
き
く
変
わ
り

ま
し
た
﹂（
船
倉
取
締
役
）

　

一
方
で
︑
追
突
事
故
に
繋

が
り
か
ね
な
い
ド
ラ
イ
バ
ー

の
過
労
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
は
︑﹁
自
動
車
運
転
者
の

労
働
時
間
等
の
改
善
の
た
め

の
基
準（
改
善
基
準
告
示
）﹂

を
遵
守
す
る
必
要
が
あ
る
︒

　

同
社
で
は
か
つ
て
︑
拘
束

時
間
の
管
理
は
ド
ラ
イ
バ
ー

任
せ
に
し
て
い
た
面
も
あ
り
︑

平
成
28
年
頃
ま
で
は
１
か
月

当
た
り
の
拘
束
時
間
が
３
２

０
時
間
を
超
え
る
ド
ラ
イ
バ

ー
は
い
な
か
っ
た
も
の
の
︑
２

９
３
時
間
を
超
え
て
い
た
ド

ラ
イ
バ
ー
が
多
く
い
た
と
い

う
︒
そ
こ
で
︑
令
和
６
年
の

改
正
改
善
基
準
告
示
と
時
間

外
労
働
の
年
９
６
０
時
間
上

限
規
制
適
用
を
見
据
え
て
︑

改
善
基
準
告
示
遵
守
へ
の
取

り
組
み
を
強
化
し
た
︒

低
炭
素
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ト

ラ
ッ
ク
の
導
入
を
支
援

９
年
１
月
29
日
ま
で

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

令
和
８
年
度
﹁
二
酸
化
炭
素

排
出
抑
制
対
策
事
業
費
補
助

金
（
低
炭
素
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル

ト
ラ
ッ
ク
普
及
加
速
化
事

業
）﹂
の
公
募
を
受
け
付
け

て
い
る
︒

　

同
事
業
は
︑
中
小
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
に
お
け
る
保

有
車
両
の
燃
費
性
能
を
高
め

る
と
と
も
に
︑
燃
費
改
善
に

継
続
的
に
取
り
組
む
事
業
者

の
体
制
整
備
を
促
進
し
︑
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
の
低
炭
素
化
を

目
指
す
た
め
︑
低
炭
素
型
デ

ィ
ー
ゼ
ル
ト
ラ
ッ
ク
の
導
入

を
支
援
す
る
も
の
（
環
境
省

連
携
事
業
）︒

　

補
助
対
象
者
は
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
（
中
小
事
業

者
︹
資
本
金
３
億
円
ま
た
は

従
業
員
数
３
０
０
人
以
下
︺

に
限
る
）
ま
た
は
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者（
中
小
事
業
者
）

に
車
両
を
リ
ー
ス
す
る
事
業

者
︒
補
助
対
象
車
両
は
︑
車

両
総
重
量
３
・
５
㌧
超
の
事

業
用
車
両
（
緑
ナ
ン
バ
ー
）

で
︑
新
車
で
令
和
８
年
４
月

１
日
~
９
年
１
月
29
日
ま
で

に
新
車
新
規
登
録
さ
れ
た
車

両
︒
具
体
的
な
対
象
車
型
区

分
お
よ
び
補
助
額
は
表
の
通

り
︒
申
請
台
数
は
︑
１
事
業

者
4
台
︒

　

申
請
受
付
期
間
は
︑
９
年

１
月
29
日
㈮
ま
で
︒
詳
細
は
︑

（
一
財
）
環
境
優
良
車
普
及

機
構
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

を
参
照
︒

表　具体的な対象車型区分および補助額

車両区分
（車両総重量）

令和 7年度
燃費基準

基準額（万円） 備考排出ガス
規制識別記号廃車有 廃車無

大型（12トン超）

達成

75 50

問わず中型（7.5 トン超～ 12トン以下） 42 28

小型（3.5 トン超～ 7.5 トン以下） 15 10

※令和7年度（2025年度）燃費基準達成レベル105%達成車には＋5万円加算する

さ
れ
て
か
ら
は
︑
そ
れ
を
気

に
す
る
よ
う
な
声
は
ほ
と
ん

ど
聞
か
れ
な
く
な
っ
て
い
ま

す
︒
そ
し
て
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

た
ち
も
﹃
会
社
は
自
分
た
ち

の
こ
と
を
守
っ
て
く
れ
て
い

る
﹄と
捉
え
る
よ
う
に
な
り
︑

決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
を
守
っ

て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
す
﹂（
牧
田
社
長
）

に
運
転
日
報
が
作
成
さ
れ
ま

す
が
︑
運
転
日
報
だ
け
で
は

走
行
状
況
が
分
か
り
づ
ら
か

っ
た
こ
と
か
ら
︑
解
析
ソ
フ

ト
の
導
入
に
踏
み
切
り
ま
し

た
︒
解
析
ソ
フ
ト
を
活
用
し

て
走
行
デ
ー
タ
を
細
か
く
分

は
な
い
か
﹂
と
考
え
︑
事
故

翌
日
に
︑
同
社
に
お
け
る
衝

突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
の
運

用
実
態
を
再
確
認
す
る
よ

う
︑
同
社
の
安
全
管
理
を
統

括
す
る
船
倉
正
剛
取
締
役
業

務
管
理
部
長
に
指
示
し
た
︒

　

船
倉
取
締
役
は
牧
田
社
長

か
ら
の
指
示
を
受
け
て
︑
衝

突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
の
重

要
性
と
注
意
点
を
記
し
た
掲

示
物
を
作
成
し
︑
事
故
発
生

の
翌
営
業
日
に
全
営
業
所
に

掲
出
し
て
︑
注
意
喚
起
を
行

っ
た
︒

　

同
掲
示
物
で
は
︑
①
高
速

道
路
の
入
口
な
ど
特
別
な
理

由
が
な
い
限
り
︑
衝
突
被
害

軽
減
ブ
レ
ー
キ
の
ス
イ
ッ
チ

を
切
ら
な
い
こ
と
︑
②
特
別

な
理
由
で
衝
突
被
害
軽
減
ブ

レ
ー
キ
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
た

後
は
︑
確
実
に
ス
イ
ッ
チ
を

入
れ
直
す
こ
と
︱
︱
な
ど
︑

追
突
事
故
防
止
に
有
効
な
衝

突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
の
適

切
な
運
用
方
法
に
つ
い
て
周

知
徹
底
を
図
っ
た
︒

　
﹁
新
名
神
高
速
で
の
追
突

事
故
を
受
け
て
︑
即
座
に
当

社
と
し
て
の
対
応
を
取
り
ま

と
め
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
周

知
徹
底
を
図
っ
た
こ
と
で
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
も
新
名
神
高
速

の
事
故
を
﹃
他
人
事
﹄
で
は

な
く
﹃
自
分
事
﹄
と
し
て
考

え
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
﹂（
牧
田
社
長
）

　

ま
た
︑
同
社
の
一
部
の
新

型
車
両
で
は
衝
突
被
害
軽
減

ブ
レ
ー
キ
の
ス
イ
ッ
チ
の
入

れ
忘
れ
を
防
ぐ
た
め
に
︑
衝

突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
の
ス

イ
ッ
チ
を
切
っ
て
か
ら
20
分

後
に
自
動
で
ス
イ
ッ
チ
が
入

る
よ
う
に
設
定
し
て
い
る
と

い
う
︒

　
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

の
交
通
事
故
防
止
に
向
け
た
優
良
な
取
り
組
み
の
様
子

を
紹
介
し
て
い
ま
す
︒

　

今
回
は
︑﹃
追
突
事
故
防
止
!!
わ
が
社
の
取
り
組
み
﹄

の
特
別
編
と
し
て
︑
安
全
指
導
と
法
令
遵
守
を
主
軸
に

追
突
事
故
防
止
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
︑
宮
崎

県
都
城
市
の
株
式
会
社
マ
キ
タ
運
輸
を
紹
介
し
ま
す
︒

企業プロフィール
■ 社　　　名	 ㈱マキタ運輸
■ 本社所在地	 宮崎県都城市高木町6226-5
■ 代　表　者	 代表取締役　牧田　信良
■ 設　　　立　昭和56年7月
■ 資　本　金	 1,000万円
■ 社　員　数	 249人（うちドライバー152人）
■ 車　両　数	 329台

「
ド
ラ
イ
バ
ー
を
守
っ
て
く
れ
て
い
る
」
と
の
安
心
感
が

会
社
を
守
る
と
い
う
相
乗
効
果

「
１
５
０
０
回
転
運
転
」
の
励
行
を
通
じ
て

追
突
事
故
防
止
と
燃
費
改
善
を
両
立

点
呼
は
事
故
防
止
の
最
後
の
砦

対
面
点
呼
で
ド
ラ
イ
バ
ー
の
変
化
を
見
逃
さ
な
い

衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
の
特
性
を
理
解
さ
せ

衝
突
事
故
の
未
然
防
止
に
繋
げ
る

【同社のあるドライバーの長距離運行時の運転日報より】
　当該ドライバーは、連続した5日間のうち3日間長距離運行を、2日間は地場運
行を担当した。
　この日の拘束時間は15時間12分となり、改善基準告示で定められた上限15時
間を超えている。
　そのため、当該ドライバーに対しては、管理者が拘束時間上限超過の原因と今
後の対策をヒアリングしている。

同社では南九州を起点に、フェリーによる輸送も活用しながら、主に生鮮食品を関西や関東などに輸送している

眠
気
や
漫
然
運
転
、
過
労
が
原
因
と
な
る
追
突
事
故
事
故
が
多
い
こ
と
か

ら
、同
社
で
は
対
面
点
呼
を
中
心
に
ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康
状
態
を
的
確
に
確

認
し
、
事
故
防
止
に
繋
げ
て
い
る

点
呼
場
に
は
、事
故
防
止
に
係
る
掲
示

物
を
掲
出
し
、ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て

注
意
喚
起
を
図
っ
て
い
る

新
名
神
高
速
で
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
追
突
事
故
を
受
け
て
、
衝
突
被
害
軽

減
ブ
レ
ー
キ
の
運
用
方
法
の
徹
底
を
図
る
掲
示
物
を
全
営
業
所
の
点
呼
場
な
ど

に
掲
出
し
た

デ
ジ
タ
コ
で
取
得
し
た
走
行
デ
ー
タ
を
解
析
す
る
ソ
フ
ト
（
写
真
㊤
）
を
導
入
。
運
行
中
に
エ
ン
ジ
ン
回
転
数
が
１
５
０
０
回
転
（
矢
印
）
を
超

過
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
は
、
走
行
デ
ー
タ
の
画
面
を
見
て
も
ら
い
な
が
ら
、
エ
ン
ジ
ン
回
転
数
を
遵
守
し
た
運
転
を
行
う
よ
う
指
導
し
て

い
る
（
写
真
㊦
）

19:15

←　　 　　　15時間12分　 　　　　→
原因と対策を報告願います

4:03

1500回転

牧田　信良
代表取締役

株
式
会
社
マ
キ
タ
運
輸
（
宮
崎
県
都
城
市
）

特
別
編

新名神高速の重大事故を契機に新名神高速の重大事故を契機に
衝突被害軽減ブレーキの特性と適切な運用を再確認衝突被害軽減ブレーキの特性と適切な運用を再確認
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※
解
答
は
、
次
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

総
務
省
が
先
日
発
表
し
た
令
和

７
年
国
勢
調
査
の
速
報
集
計
で

は
︑
昨
年
10
月
１
日
現
在
の
我
が

国
の
人
口
は
１
億
２
３
０
５
万
人

だ
っ
た
︒
５
年
前
（
２
年
）
の
国

勢
調
査
時
と
比
べ
て
︑
３
０
９
万

７
千
人
の
減
少
で
あ
る
︒
平
均
す

る
と
︑
１
年
に
62
万
人
弱
が
減
少

し
て
い
る
こ
と
に
な
る
︒
同
時
点

で
の
都
道
府
県
別
人
口
で
は
︑
最

少
が
鳥
取
県
の
52
万
３
７
３
２
人
︑

２
番
目
に
少
な
い
の
が
島
根
県
の

62
万
９
４
６
０
人
な
の
で
︑
い
か

に
人
口
減
少
が
大
き
い
か
が
分
か

る
だ
ろ
う
︒
し
か
も
︑
人
口
の
減

少
幅
は
拡
大
し
て
い
る
︒

　

人
口
が
減
れ
ば
︑食
品
や
飲
料
︑

衣
料
な
ど
の
消
費
財
の
需
要
は
減

少
す
る
︒
し
か
も
﹁
高
齢
化
が
進

行
し
て
い
る
︒
高
齢
者
は
若
い
人

よ
り
食
べ
な
い
し
︑
洋
服
な
ど
も

買
わ
な
い
の
で
︑
人
口
減
少
数
よ

り
消
費
財
の
需
要
は
縮

小
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
﹂︒
消
費
財
を
取
り

扱
っ
て
い
る
荷
主
は
も

と
よ
り
︑
他
の
業
種
の

荷
主
も
︑
市
場
占
有

率
を
上
げ
な
い
限
り
国

内
市
場
で
の
販
売
量
は

縮
小
す
る
︒

　

人
口
減
少
だ
け
で
な

く
︑
人
口
の
偏
在
化
も
進
行
し

て
い
る
︒
今
回
の
国
勢
調
査
で

人
口
が
増
え
た
の
は
︑
東
京
都

と
沖
縄
県
だ
け
だ
っ
た
︒
こ
れ

は
全
国
的
な
偏
在
化
だ
︒
さ
ら

に
人
口
が
減
少
し
て
い
る
道
府

県
内
や
市
町
村
内
で
も
︑
人
口

の
偏
在
化
が
進

行
し
て
い
る
︒﹁
同

一
自
治
体
内
で

も
︑
生
活
イ
ン

フ
ラ
の
整
っ
て
い

る
中
心
部
へ
の
人

口
シ
フ
ト
が
進
ん

で
い
る
﹂︒

　

こ
の
よ
う
に
人

口
が
減
少
し
︑

し
か
も
人
口
が

偏
在
化
し
て
く

る
と
︑
物
流
面

で
は
大
き
な
課

題
に
直
面
し
て

く
る
︒
そ
れ
は
︑

﹁
従
来
通
り
の

物
流
の
仕
組
み

の
ま
ま
で
は
︑
商
品
（
荷
物
）

１
個
当
た
り
が
負
担
す
る
物
流

コ
ス
ト
が
漸
増
す
る
と
い
う
問

題
だ
﹂︒
こ
れ
が
︑
荷
主
企
業

に
と
っ
て
の
本
当
の
物
流
危
機

で
あ
る
︒﹁
仮
に
ド
ラ
イ
バ
ー
不

足
が
解
消
さ
れ
た
と
し
て
も
︑

国
内
の
人
口
減
少
︑
す
な
わ
ち
需

要
量
が
減
る
こ
と
に
よ
る
輸
配
送

効
率
の
低
下
と
い
う
構
造
的
問
題

は
解
決
し
な
い
﹂︒

　

つ
ま
り
︑
物
流
の
仕
組
み
を
抜

本
的
に
変
え
な
け
れ
ば
︑
物
流
が

コ
ス
ト
的
に
行
き
詰
っ
て
し
ま
う

の
で
あ
る
︒

　

物
流
シ
ス
テ
ム
を
抜
本
的
に
変

え
る
方
策
の
一
つ
に
物
流
の
共
同

化
が
あ
る
︒
同
業
種
間
の
共
同
化

も
あ
れ
ば
︑
異
業
種
間
の
共
同
化

も
あ
る
︒
ま
た
︑
荷
主
だ
け
で
は

な
く
︑
事
業
者
も
加
わ
っ
た
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
も
あ
る
︒﹁
限
ら
れ
た

輸
送
手
段
と
い
う
リ
ソ
ー
ス
を
シ

ェ
ア
す
る
こ
と
で
︑
お
互
い
に
物

流
コ
ス
ト
を
安
く
抑
え
る
と
い
う

物
流
ト
レ
ン
ド
で
あ
る
﹂︒

　

こ
れ
を
マ
ク
ロ
的
な
視
点
か
ら

み
る
と
︑﹁
荷
主
企
業
は
︑
物
流

の
個
別
最
適
か
ら
︑
共
同
最
適
を

追
求
す
る
時
代
に
局
面
が
移
行
し

つ
つ
あ
る
﹂
と
理
解
す
べ
き
だ
ろ

う
︒
そ
れ
に
伴
い
︑
事
業
者
に
求

め
ら
れ
る
の
は
﹁
特
定
荷
主
の
オ

ー
ダ
ー
シ
ス
テ
ム
へ
の
対
応
力
か

ら
︑
複
数
荷
主
へ
の
パ
タ
ー
ン
メ

イ
ド
（
同
じ
よ
う
な
フ
ロ
ー
の
複

数
の
荷
主
に
︑
同
一
の
サ
ー
ビ
ス

で
対
応
で
き
る
）
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
力
﹂
で
あ
る
︒

第
373
回

個別最適から共同最適追求への移行

　

引
越
事
業
を
行
う
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
は
︑
事
業
者

名
の
ほ
か
に
﹁
○
○
引
越
セ

ン
タ
ー
﹂
な
ど
の
﹁
引
越
サ

ー
ビ
ス
名
称
﹂
を
使
用
す
る

場
合
や
︑
１
つ
の
﹁
引
越
サ

ー
ビ
ス
名
称
﹂
に
つ
き
複
数

の
事
業
者
が
集
ま
っ
て
引
越

を
行
う
場
合
が
あ
る
︒
そ
の

た
め
︑
本
制
度
で
は
事
業
者

名
に
加
え
︑﹁
引
越
サ
ー
ビ

ス
名
称
﹂
を
使
用
す
る
事
業

者
に
つ
い
て
は
﹁
引
越
サ
ー

ビ
ス
名
称
﹂
に
対
し
て
認
定

を
行
っ
て
い
る
（
図
１
）︒

　

申
請
の
単
位
は
︑﹁
引
越

サ
ー
ビ
ス
名
称
﹂︒
申
請
区

分
は
図
２
で
示
し
た
３
つ
の

パ
タ
ー
ン
で
あ
る
︒

　

審
査
の
対
象
は
︑
同
じ
引

越
サ
ー
ビ
ス
名
称
を
使
用
す

る
引
越
事
業
者
（
引
越
グ
ル

ー
プ
）
の
引
越
に
関
わ
る
全

て
の
事
業
所
・
営
業
店
（
お

よ
び
グ
ル
ー
プ
内
事
業
者
）

と
し
︑
申
請
書
類
の
作
成
を

求
め
る
︒
申
請
を
行
う
引
越

事
業
者
ま
た
は
引
越
グ
ル
ー

プ
は
︑
そ
れ
ら
事
業
所
・
営

業
店
（
お
よ
び
グ
ル
ー
プ
内

事
業
者
）
の
書
類
を
取
り
ま

と
め
︑
一
括
で
全
ト
協
に
申

請
す
る
︒
な
お
︑
事
業
所
・

営
業
店
の
分
類
・
区
分
に
つ

い
て
は
図
３
の
通
り
︒

　

ま
た
︑
認
定
事
業
者
は
共

通
の
引
越
サ
ー
ビ
ス
名
称
内

の
事
業
所
に
対
す
る
全
て
の

顧
客
か
ら
の
相
談
等
を
受
け

付
け
る
窓
口
を
設
置
し
︑
約

款
や
関
係
法
令
な
ど
に
沿
っ

た
顧
客
対
応
を
行
う
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
︒

　

な
お
︑
申
請
資
格
・
審
査

基
準
に
つ
い
て
は
︑
全
ト
協

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
内

﹁
引
越
安
心
マ
ー
ク
﹂
ペ
ー

ジ
の
﹁
２
０
２
６
年
度
引
越

事
業
者
優
良
認
定
制
度
（
引

越
安
心
マ
ー
ク
）
申
請
ペ
ー

ジ
﹂（
二
次
元
コ
ー
ド
）
に
掲

載
の
﹁
①
申
請
案
内
﹂
を
参

照
︒

　

申
請
と
認
定
ま
で
の
流
れ

は
図
４
の
通
り
︒

⑴
申
請
書
類
の
頒
布
期
間

︻
新
規
︼

　

５
月
18
日
㈪
~
８
月
３
日

㈪
:
申
請
ペ
ー
ジ
（
二
次
元

コ
ー
ド
）
の
﹁
③
申
請
書
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
﹂
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
︒

⑶
申
請
書
類
の
送
付
方
法

　

申
請
書
類
は
︑
必
ず
フ
ァ

イ
ル（
フ
ラ
ッ
ト
フ
ァ
イ
ル
等
）

に
綴
り
︑
申
請
受
付
期
間
内

に
図
５
の
送
付
先
へ
︑﹁
レ
タ

ー
パ
ッ
ク
プ
ラ
ス
﹂
や
﹁
書

留
郵
便
（
一
般
・
簡
易
）﹂︑

﹁
信
書
便
（
信
書
用
宅
配

便
）﹂
で
送
付
す
る
︒

　

全
ト
協
で
の
対
面
受
付
︑

各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

で
の
受
付
は
行
わ
な
い
︒
ま

た
︑
信
書
が
送
れ
な
い
も
の

や
︑
対
面
で
受
取
が
で
き
な

い
送
付
方
法
で
提
出
さ
れ
た

場
合
は
︑
受
付
で
き
な
い
︒

　

申
請
受
付
期
間
内
に
提
出

さ
れ
た
申
請
書
類
は
︑
全
ト

協
で
受
付
後
︑
申
請
書
（
第

１
号
様
式
）
に
受
付
印
を
押

し
︑
第
１
号
様
式
の
申
請
・

事
務
担
当
者
宛
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

送
付
す
る
︒

⑷
申
請
料
・
審
査
手
数
料

　

申
請
料
・
審
査
手
数
料

は
︑
申
請
書
類
を
受
付
後
︑

全
ト
協
よ
り
申
請
事
業
所
数

に
応
じ
た
金
額
を
請
求
す

る
︒
申
請
料
・
審
査
手
数
料

は
表
の
通
り
︒

⑸
申
請
サ
ポ
ー
ト

　

申
請
ペ
ー
ジ
（
二
次
元
コ

ー
ド
）
に
は
︑﹁
２
０
２
６
年

度
﹃
引
越
事
業
者
優
良
認
定

制
度
﹄
Ｑ
＆
Ａ
﹂
を
掲
載
︒

　

ま
た
︑
同
制
度
に
関
す
る

説
明
︑
申
請
書
類
の
作
成
方

法
に
つ
い
て
は
︑
申
請
ペ
ー

ジ
（
二
次
元
コ
ー
ド
）
の
﹁
②

申
請
案
内
説
明
動
画
﹂
に
動

画
（︻
申
請
に
つ
い
て
︼︑︻
新

規
申
請
︼︑︻
更
新
申
請
︼︑︻
特

⑴
審
査
に
つ
い
て

　

全
ト
協
で
は
︑
申
請
書
類

の
内
容
が
申
請
資
格
や
審
査

基
準
に
合
致
し
て
い
る
か
ど

う
か
を
確
認
し
︑﹁
引
越
事

業
者
優
良
認
定
制
度
審
査
委

員
会
﹂
へ
の
諮
問
・
答
申
を

経
て
認
定
事
業
者
を
決
定
す

る
︒

⑵
審
査
結
果
の
通
知
・
発
表

　

審
査
結
果
に
つ
い
て
は
︑

12
月
中
旬
頃
︑
審
査
の
可
否

を
全
て
の
申
請
者
に
郵
送
等

で
送
付
・
通
知
す
る
︒

　

認
定
さ
れ
た
引
越
優
良
事

業
者
に
は
︑認
定
さ
れ
た
﹁
事

業
者
﹂お
よ
び﹁
グ
ル
ー
プ
﹂

へ
︑
認
定
証
︑
認
定
ス
テ
ッ

カ
ー
（
規
定
枚
数
）︑
認
定

マ
ー
ク
の
利
用
方
法
な
ど
を

記
載
し
た
冊
子
を
送
付
す
る
︒

　

ま
た
︑
引
越
安
心
マ
ー
ク

事
業
者
の
情
報
は
︑
全
ト
協

Ｈ
Ｐ
で
公
表
さ
れ
る
︒

⑶
認
定
の
有
効
期
間

　

引
越
安
心
マ
ー
ク
認
定
の

有
効
期
間
は
︑
認
定
か
ら
３

年
間
（
２
０
２
７
年
１
月
１

日
~
２
０
２
９
年
12
月
31

日
）︒
そ
の
後
は
︑
３
年
ご
と

に
更
新
審
査
を
行
う
（
更
新

を
行
わ
な
い
場
合
は
失
効
）︒

例
︼
︱
︱
の
４
種
類
）
を
掲

載
し
て
い
る
︒全
ト
協
で
は
︑

﹁
①
申
請
案
内
﹂
と
併
せ
て

視
聴
し
︑
申
請
書
類
作
成
時

の
参
考
と
す
る
よ
う
呼
び
か

け
て
い
る
︒

︻
更
新
︼

　

各
認
定
事
業
者
（
代
表
者

宛
）
に
︑
現
在
の
登
録
内
容

が
記
載
さ
れ
て
い
る
更
新
申

請
書
類
を
５
月
中
旬
に
送
付

済
み
︒

⑵
申
請
受
付
期
間

　

７
月
13
日
㈪
~
８
月
３
日

㈪
（
当
日
消
印
有
効
）︒

「
引
越
サ
ー
ビ
ス
名
称
」
が
認
定
単
位

「
引
越
サ
ー
ビ
ス
名
称
」
が
認
定
単
位

「
お
客
様
窓
口
」
の
設
置
を
義
務
付
け

「
お
客
様
窓
口
」
の
設
置
を
義
務
付
け

1 

制
度
の
概
要

新
規
申
請
は
Ｈ
Ｐ
か
ら
書
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

新
規
申
請
は
Ｈ
Ｐ
か
ら
書
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

更
新
申
請
は
登
録
情
報
入
り
送
付
書
類
を
使
用

更
新
申
請
は
登
録
情
報
入
り
送
付
書
類
を
使
用

2 

申
請
に
つ
い
て

1212
月
中
旬
に
審
査
結
果
を
発
表

月
中
旬
に
審
査
結
果
を
発
表

認
定
の
有
効
期
間
は
３
年
間

認
定
の
有
効
期
間
は
３
年
間

3 
審
査
と
審
査
結
果
の
通
知
・
発
表
に
つ
い
て

安
全
・
安
心
な
引
越
事
業
者
を
証
明
す
る

安
全
・
安
心
な
引
越
事
業
者
を
証
明
す
る

「
引
越
安
心
マ
ー
ク
」

「
引
越
安
心
マ
ー
ク
」

「申請案内」

審
査
手
数
料

申
請
料

図５ 図４ 主なスケジュール

図１

図２

表

送付先・問い合わせ先

申請料・審査手数料

図３ 引越を行う事業所の確認フローチャート

申請区分（３つのパターン）

引越事業者優良認定制度の概要 　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
７
月
13

日
㈪
〜
８
月
３
日
㈪
の
期
間
に
︑
２
０

２
６
（
令
和
８
）
年
度
﹁
引
越
事
業
者

優
良
認
定
制
度
（
引
越
安
心
マ
ー
ク
）﹂

の
申
請
を
受
け
付
け
る
︒

　

同
制
度
は
︑
消
費
者
が
引
越
事
業
者

を
選
択
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
た
め
︑

引
越
事
業
者
が
使
用
す
る
﹁
サ
ー
ビ
ス

名
称
﹂
を
単
位
と
し
て
︑
正
当
に
審
査

・
認
定
し
︑
公
表
す
る
も
の
︒
①
引
越

事
業
者
の
安
心
・
安
全
の
見
え
る
化
︑

②
引
越
事
業
者
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

の
向
上
︑
③
引
越
に
お
け
る
苦
情
対
応

や
ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
︱
︱
を
目
的
に
︑

２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
度
に
全
ト
協

が
創
設
し
︑
令
和
７
年
12
月
時
点
で
３

４
９
事
業
者
（
１
６
７
４
事
業
所
）
が

﹁
引
越
安
心
マ
ー
ク
事
業
者
﹂
と
し
て

認
定
さ
れ
て
い
る
︒

　

こ
こ
で
は
︑
２
０
２
６
年
度
の
申
請

受
付
開
始
に
先
立
ち
︑
同
制
度
の
概
要

や
今
年
度
の
申
請
方
法
な
ど
に
つ
い
て

紹
介
す
る
︒

「2026年度引越事業所優良
認定制度申請ページ」

引
越
事
業
者
優
良
認
定
制
度（
引
越
安
心
マ
ー
ク
）申
請
の
ご
案
内

２
０
２
６
年
度

申
請
受
付
期
間
：
７
月
13
日
㈪
～
８
月
３
日
㈪
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安全運行のオアシス トラックステーション
全国22か所のトラックステーション（TS）は全国22か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない長距離運行に欠かせない

休憩施設です。休憩施設です。

全国22か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

全国22か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

名称 所在地 電話番号 駐車
台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5 条 1-1-2　 011-897-9101 39

❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 63

❸ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39

❹ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45

❺ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455 30

❻ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46

❼ 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41

❽ 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 97

❾ 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52

� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 56

� 浜　松 静岡県浜松市中央区流通元町 2-3 053-421-5311 116

� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97

� 亀　山 三重県亀山市小野町桜口 586-4 0595-82-3935 82

� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 45

� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80

� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60

� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 37

� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 21193-3 0848-46-1882 37

� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 70

� 鳥　栖 佐賀県鳥栖市永吉町 617-1 0942-83-7035 48

� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45

� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノ口 6045-2 097-597-6233 43

※ 駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。

　

㈲
フ
レ
ン
ズ
運
送
は
︑
建

材
を
は
じ
め
︑
雑
貨
︑
食
品

な
ど
を
︑
関
東
一
円
に
輸
送

し
て
い
る
運
送
事
業
者
で
あ

る
︒

　

同
社
の
歴
史
は
︑
滝
澤
社

長
の
義
理
の
母
親
に
あ
た
る

赤
間
美
代
子
代
表
取
締
役
会

長
が
︑昭
和
61
（
１
９
８
６
）

年
に
軽
貨
物
車
１
台
で
運
送

事
業
を
始
め
た
こ
と
に
端
を

発
す
る
︒
そ
の
後
︑
平
成
３

年
に
同
社
を
設
立
し
︑
６
年

に
は
一
般
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
を
開
始
し
た
︒
事
業
開

始
当
初
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
に

と
っ
て
負
担
の
大
き
い
長
距

離
の
ス
ポ
ッ
ト
便
を
中
心
に

受
注
し
︑﹁
困
っ
た
と
き
の
フ

レ
ン
ズ
運
送
﹂
と
し
て
取
引

先
か
ら
の
様
々
な
要
望
に
応

え
て
い
た
︒
し
か
し
︑
現
在

の
滝
澤
社
長
が
︑
令
和
２
年

に
社
長
に
就
任
す
る
と
︑﹁
事

業
を
継
続
・
発
展
さ
せ
る
た

め
に
は
︑
こ
う
し
た
状
況
か

ら
脱
却
し
︑
事
業
改
革
お
よ

び
働
き
方
改
革
を
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と

判
断
︒
ド
ラ
イ
バ
ー
の
負
担

が
大
き
い
長
距
離
の
ス
ポ
ッ

ト
便
か
ら
撤
退
し
︑
地
場
中

心
の
定
期
便
輸
送
へ
と
舵
を

切
っ
た
︒
現
在
は
︑
輸
送
の

約
８
割
が
定
期
便
で
あ
る
︒

　

ス
ポ
ッ
ト
便
を
主
体
に
し

て
い
た
頃
は
︑
健
康
起
因
事

故
こ
そ
発
生
し
て
い
な
か
っ

た
も
の
の
︑
病
気
を
理
由
に

複
数
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
退
社

す
る
こ
と
が
あ
っ
た
︒ま
た
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
自
身
の
健
康
に

対
す
る
意
識
も
希
薄
で
︑
健

康
診
断
の
予
約
を
し
て
も
病

院
へ
行
か
ず
に
︑
従
業
員
の

健
康
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
滝
澤
麻
紀
常
務
取
締
役
が

説
得
し
て
病
院
に
連
れ
て
行

っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
︒

　
﹁
緊
急
の
ス
ポ
ッ
ト
便
特
化

型
の
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
た
頃
は
︑
会
社
も
ド

ラ
イ
バ
ー
も
目
の
前
の
仕
事

を
こ
な
し
て
い
く
こ
と
を
優

先
し
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康

管
理
は
後
回
し
に
な
っ
て
い

ま
し
た
︒
事
業
改
革
お
よ
び

働
き
方
改
革
を
進
め
て
き
た

こ
と
で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
健

康
増
進
を
図
る
時
間
的
余
裕

が
生
ま
れ
︑
さ
ら
に
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
自
身
の
健
康
に
対
す

る
意
識
も
向
上
し
︑
相
乗
効

果
が
生
ま
れ
た
と
思
い
ま
す
﹂

（
滝
澤
社
長
）

　
﹁
従
業
員
の
健
康
づ
く
り

に
向
け
て
︑
会
社
と
し
て
さ

ら
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
な

い
か
﹂
と
試
行
錯
誤
を
続
け

て
い
る
中
︑
滝
澤
常
務
は
保

険
会
社
の
担
当
者
か
ら
健
康

経
営
優
良
法
人
認
定
（
関
連

９
面
）
の
取
得
を
勧
め
ら
れ

た
︒
同
社
で
は
そ
れ
を
機
に

従
業
員
の
健
康
づ
く
り
へ
の

取
り
組
み
を
続
け
︑
３
年
か

ら
健
康
経
営
優
良
法
人
に
連

続
し
て
認
定
︒
今
年
３
月
に

は
︑
初
め
て
﹁
ブ
ラ
イ
ト
５

０
０
﹂
に
選
ば
れ
て
い
る
︒

　

さ
ら
に
︑
従
業
員
の
健
康

意
識
向
上
の
証
と
し
て
︑
平

成
27
年
よ
り
︑
全
国
か
ら
多

く
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
す
る

﹁
上
州
太
田
ス
バ
ル
マ
ラ
ソ

ン
﹂
に
︑
同
社
の
従
業
員
が

毎
年
出
場
す
る
よ
う
に
な
っ

た
︒
出
場
の
き
っ
か
け
は
︑

あ
る
従
業
員
が
﹁
み
ん
な
で

参
加
し
て
︑
一
緒
に
走
り
ま

し
ょ
う
﹂
と
の
声
を
上
げ
た

こ
と
で
︑
出
場
１
年
目
は
10

㌔
㍍
の
コ
ー
ス
に
５
人
ほ
ど

が
参
加
︒
昨
年
10
月
の
大
会

に
は
︑５
㌔
㍍
の
コ
ー
ス
に
︑

全
社
員
の
３
分
の
１
ほ
ど
と

な
る
15
人
が
出
場
し
て
い
る
︒

　
﹁
令
和
７
年
の
大
会
に
は
︑

20
代
の
若
手
か
ら
64
歳
の
ベ

テ
ラ
ン
従
業
員
ま
で
幅
広
く

出
場
し
て
お
り
︑
全
員
が
完

走
し
ま
し
た
︒
出
場
者
は
︑

大
会
直
前
に
な
る
と
終
業
後

に
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
行
っ
た
り
︑

従
業
員
の
一
体
感
高
揚
の
た

め
に
大
会
用
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

　

同
社
で
は
ま
ず
︑
健
診
受

診
率
１
０
０
％
を
目
指
す
た

め
に
︑
健
診
受
診
場
所
と
し

て
太
田
市
内
に
あ
る
総
合
病

院
を
指
定
︒
そ
の
上
で
︑
病

院
の
担
当
者
と
健
診
の
日
程

や
健
診
方
法
な
ど
を
細
か
く

打
ち
合
わ
せ
し
て
︑
未
受
診

者
が
出
な
い
よ
う
に
す
る
対

策
を
講
じ
た
︒
ま
た
︑
健
診

の
結
果
﹁
要
再
検
査
﹂
と
な

っ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て

は
︑
配
車
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

組
み
替
え
る
な
ど
の
対
応
を

行
い
︑
当
該
ド
ラ
イ
バ
ー
の

再
検
査
受
診
を
徹
底
さ
せ

た
︒
併
せ
て
︑
生
活
習
慣
の

改
善
が
必
要
な
ド
ラ
イ
バ
ー

に
対
し
て
は
︑
特
定
保
健
指

導
を
受
け
さ
せ
て
い
る
︒

　
﹁
健
診
を
受
診
し
や
す
い

環
境
の
整
備
と
要
再
検
査
者

へ
の
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
強
化

な
ど
が
功
を
奏
し
︑
現
在
で

は
健
診
と
特
定
保
健
指
導
の

実
施
率
は
１
０
０
％
に
な
っ
て

い
ま
す
﹂（
滝
澤
常
務
）

を
制
作
し
た
り
す
る
な
ど
︑

前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
︒
５
㌔
㍍
の
コ
ー
ス
で
は

ゴ
ー
ル
到
達
の
制
限
時
間
が

　

７
年
か
ら
は
︑
従
業
員
が

自
身
の
体
力
年
齢
を
把
握

し
︑
体
力
年
齢
に
応
じ
た
体

力
づ
く
り
を
し
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
︑
体
力
測
定
を

実
施
し
て
い
る
︒

　

体
力
測
定
は
︑﹁
握
力
﹂︑

﹁
上
体
起
こ
し
﹂︑﹁
長
座
体

前
屈
﹂︑﹁
30
秒
立
ち
座
り
﹂︑

﹁
閉
眼
片
足
立
ち
﹂︑﹁
立
ち

幅
跳
び
﹂の
６
種
目
で
実
施
︒

従
業
員
に
実
際
の
年
齢
と
体

力
年
齢
と
の
差
を
自
覚
さ
せ

る
こ
と
で
︑
今
後
の
体
力
づ

く
り
に
繋
げ
よ
う
と
し
て
い

る
︒

　

ま
た
︑毎
年
１
月
に
は
﹁
健

康
セ
ミ
ナ
ー
﹂
を
開
催
し
て

い
る
︒
７
年
は
全
国
健
康
保

険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）
か

ら
講
師
を
招
き
︑
肩
こ
り
や

腰
痛
を
予
防
す
る
方
策
を
取

り
上
げ
た
ほ
か
︑（
公
財
）

群
馬
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
か
ら

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
招
き
︑

肩
こ
り
・
腰
痛
対
策
と
し
て

ス
ト
レ
ッ
チ
運
動
を
指
導
︒

従
業
員
た
ち
は
音
楽
に
合
わ

せ
て
１
時
間
み
っ
ち
り
と
体

を
動
か
し
た
︒

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
評

価
さ
れ
︑
同
社
は
ス
ポ
ー
ツ

庁
か
ら
﹁
ス
ポ
ー
ツ
エ
ー
ル

カ
ン
パ
ニ
ー
﹂※
の
認
定
を
受

け
て
い
る
︒

　
﹁
体
力
づ
く
り
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
︑
協

会
け
ん
ぽ
や
保
険
会
社
の
担

当
者
か
ら
話
を
聞
く
ほ
か
︑

他
社
の
様
々
な
取
り
組
み
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た

事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
︑

自
社
で
も
取
り
組
め
そ
う
な

　

７
年
６
月
の
改
正
労
働
安

全
衛
生
規
則
の
施
行
に
伴

い
︑
職
場
に
お
け
る
熱
中
症

対
策
が
義
務
化
さ
れ
て
い
る
︒

同
社
が
本
社
を
構
え
る
群
馬

県
は
︑
夏
の
暑
さ
が
非
常
に

厳
し
く
︑
従
業
員
の
熱
中
症

発
症
が
危
惧
さ
れ
る
状
況
に

あ
る
︒
昨
年
は
︑
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
飲
料
を
短
時
間
で
シ
ャ

ー
ベ
ッ
ト
状
に
す
る
ア
イ
ス

ス
ラ
リ
ー
冷
蔵
庫
を
運
用
し

た
︒
ま
た
︑
炎
天
下
と
な
る

作
業
場
所
に
は
ス
ポ
ッ
ト
ク

ー
ラ
ー
を
設
置
し
た
ほ
か
︑

高
温
に
な
り
や
す
い
倉
庫
内

に
エ
ア
コ
ン
を
導
入
し
︑
労

働
環
境
の
改
善
を
図
っ
た
︒

40
分
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
︑
制
限
時
間
内
に
ゴ
ー
ル

す
る
こ
と
が
で
き
た
従
業
員

に
対
し
て
は
︑
会
社
か
ら
報

奨
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
﹂

（
滝
澤
社
長
）

　

ま
た
︑
令
和
４
年
に
現
在

地
に
本
社
を
移
転
し
た
際

に
︑
ナ
イ
タ
ー
仕
様
の
フ
ッ

ト
サ
ル
コ
ー
ト
を
設
置
し
た

内
容
を
選
択
し
て
行
う
よ
う

に
し
て
い
ま
す
︒
新
た
な
取

り
組
み
を
行
う
上
で
大
事
に

し
て
い
る
こ
と
は
﹃
従
業
員

が
楽
し
く
︑
継
続
で
き
る
よ

う
に
す
る
﹄
こ
と
で
︑
体
を

動
か
し
て
楽
し
み
な
が
ら
︑

健
康
づ
く
り
を
し
て
も
ら
え

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
﹂（
滝

澤
常
務
）

※
働
く
世
代
を
中
心
に
︑
国
民
の
ス

ポ
ー
ツ
実
施
率
を
向
上
さ
せ
︑
健
康

増
進
や
ラ
イ
フ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
高

め
る
た
め
︑
従
業
員
の
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
促
進
に
積
極
的
に
取
り
組
む
企

業
を
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
認
定
す
る
も
の
︒

さ
ら
に
︑
フ
ァ
ン
付
き
作
業

着
を
導
入
し
た
ほ
か
︑
点
呼

場
に
熱
中
症
予
防
の
塩
ア
メ

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
配
置
し
た
︒

今
年
の
夏
も
︑
熱
中
症
予
防

の
徹
底
を
図
っ
て
い
く
と
し

て
い
る
︒

　

様
々
な
健
康
づ
く
り
へ
の

取
り
組
み
に
よ
り
︑
従
業
員

の
健
康
へ
の
意
識
は
大
き
く

高
ま
っ
た
と
い
う
︒

　
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
に
か
か
る
負

荷
を
軽
減
で
き
た
こ
と
で
︑

自
身
の
健
康
に
も
気
を
配
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
て
い
ま
す
︒
今
後
も
︑
働

き
や
す
く
ス
ト
レ
ス
の
な
い

職
場
環
境
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
︑
従
業
員
が
元
気
で
長

く
働
く
こ
と
の
で
き
る
職
場

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
﹂（
滝
澤
社
長
）

　
﹁
今
後
は
︑
社
会
的
・
精

神
的
な
健
康
に
も
大
き
く
寄

与
す
る
歯
の
健
康
や
︑
食
事

の
満
足
感
や
栄
養
吸
収
に
も

大
き
く
影
響
す
る
咀そ

し
ゃ
く嚼
力
の

維
持
な
ど
︑
口
腔
ケ
ア
に
つ

い
て
も
取
り
組
み
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
︒
自
社
で
で
き

る
こ
と
を
上
手
に
取
り
入
れ

な
が
ら
︑
様
々
な
健
康
づ
く

り
へ
の
取
り
組
み
を
継
続
的

に
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
﹂（
滝
澤
常
務
）

（
取
材
協
力
）
㈲
フ
レ
ン
ズ

運
送　

赤
間
美
代
子
代
表
取

締
役
会
長
、
滝
澤
将
司
代
表

取
締
役
社
長
、
滝
澤
麻
紀
常

務
取
締
役

ほ
か
︑
遊
具
や
噴
水
︑
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を

備
え
た
公
園
も
開
設
︒
フ
ッ

ト
サ
ル
コ
ー
ト
は
地
元
サ
ッ

カ
ー
ス
ク
ー
ル
に
通
う
子
ど

も
た
ち
に
開
放
し
て
い
る
ほ

か
︑
同
社
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

大
会
な
ど
の
際
は
従
業
員
の

子
ど
も
た
ち
が
遊
具
や
噴
水

で
遊
ん
で
い
る
と
い
う
︒

　

さ
ら
に
︑
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部
も
創
設
し
︑
将
来
的
に
は

対
外
試
合
も
行
い
た
い
と
し

て
い
る
︒

有限会社フレンズ運送
会社所在地	 群馬県太田市脇屋町 710-1
資本金	 1,500 万円
設　立	 平成３年１月
従業員数	 48 人（うちドライバー43 人）
車両数	 47 台

滝澤　将司
代表取締役社長

「
持
続
可
能
な
物
流
」
の
実
現
を
目
指
し
て

事
業
改
革
・
働
き
方
改
革
を
断
行

第
31
回  

有
限
会
社
フ
レ
ン
ズ
運
送
（
群
馬
県
太
田
市
）

　

従
業
員
が
健
康
で
長
く
働
く
こ
と
の

で
き
る
職
場
づ
く
り
は
︑
会
社
の
事
業

を
継
続
・
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
最

も
重
要
な
取
り
組
み
と
い
え
ま
す
︒
し

か
し
︑
近
年
我
が
国
に
お
い
て
過
労
死

等
が
多
発
し
て
大
き
な
社
会
問
題
と
な

る
な
ど
︑
職
場
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
対
策
や
︑
過
重
労
働
防
止
対
策
の

推
進
は
︑
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
︒

　

そ
こ
で
︑
当
企
画
で
は
︑﹁
健
康
職
場

づ
く
り
﹂
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
事
例
な
ど

を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
︒

　

今
回
は
︑
群
馬
県
太
田
市
の
有
限
会

社
フ
レ
ン
ズ
運
送
（
滝
澤
将
司
代
表
取

締
役
社
長
）
に
お
け
る
取
り
組
み
で
す
︒

いきいきと働くことのできるトラック運送業界を目指して

ド
ラ
イ
バ
ー
の
働
き
方
改
革
を
加
速
　
負
担
軽
減
が
健
康
意
識
向
上
の
呼
び
水
に

ド
ラ
イ
バ
ー
の
働
き
方
改
革
を
加
速
　
負
担
軽
減
が
健
康
意
識
向
上
の
呼
び
水
に

「
従
業
員
が
楽
し
く
、
継
続
で
き
る
よ
う
に
」　
健
康
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
を
工
夫

「「健康職場健康職場づくりづくり」」
    事 業 者 訪 問事 業 者 訪 問

対
策
義
務
化
を
受
け
て
熱
中
症
予
防
を
強
化

今
後
も
「
健
康
で
長
く
働
け
る
職
場
」
を
目
指
す

病
院
と
連
携
し
て
健
診
未
受
診
者
対
策
を
徹
底

健
康
へ
の
意
識
を
高
め
た
「
マ
ラ
ソ
ン
出
場
」

体
力
測
定
な
ど
新
た
な
施
策
に
も
果
敢
に
挑
戦

「
ス
ポ
ー
ツ
エ
ー
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
」
に
認
定

体
力
測
定
で
は
、
体
の
柔
軟
性
を
測

定
す
る
「
長
座
体
前
屈
」
な
ど
６
種

目
を
行
っ
た

「上州太田スバルマラソン」に出場した同社の従業員たち。令和7年の大会には
20代の若手から64歳のベテラン従業員まで15人が出場した

ナ
イ
タ
ー
仕
様
の
フ
ッ
ト
サ
ル

コ
ー
ト
を
本
社
敷
地
内
に
設
置
し

た

本
社
敷
地
内
に
、
遊
具
や
噴
水
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を

備
え
た
公
園
を
開
設
し
た

ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
の
設
置
な
ど
、

同
社
で
は
熱
中
症
対
策
に
も
力
を
入

れ
て
い
る

瞬発力や跳躍力など総合的な運動能力を測る
「立ち幅跳び」を行った
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日本自動車車体工業会一　　般
社団法人
Japan Auto-Body Industries Association Inc.

環境省ホームページ「環境ラベル等データベース」へ登録され掲載されています。https://www.env.go.jp/policy/hozen/green/ecolabel/a04_48.html

詳しくはWebページをご覧ください。

www.jabia.or.jp

ご
存
知
で
す
か
、こ
の
ラ
ベ
ル
。

環
境
に
や
さ
し
い
働
く
ク
ル
マ
に
付
い
て
ま
す
。

JABIA

環境基準適合ラベルは、架装物解体作業の容易化、再生資源の適正な処理を促進する
“環境にやさしい車体”であることを証明する車体工業会で制定したラベルです。 ”環

境
基
準
適
合
ラ
ベ
ル”ホワイトラベル ゴールドラベル

環境基準適合ラベル 新環境基準適合ラベル

車体工業会における
「環境負荷物質自主取組み基準」
を満たしている

車体製品部材のリサイクル可能率95％以上

ISO14001やエコアクション21など
第３者機関による環境認証取得工場で生産

ホワイトラベルに
さらに３つの要件を追加

環境に配慮した
３つの要件

●３R（リデュース・リユース・リサイクル）
　判断基準ガイドラインの作成・活用

●解体マニュアルの作成・公開

●製造者名、樹脂部品材料名の表示

適合
要件

追加
要件

私たちは持続可能な
開発目標（SDGｓ）を
支援しています。

ほんのヒトコマほんのヒトコマ［第157回］

「行く前にAIに書いてもらうのかい？」
「ほら、そのほうが楽ですし……」

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜悪天候編〜
 【解 答】3面に問題

❶ ×（交通の方法に関する教則第
5章第4節 安全な速度と車間距離
2-2）雨にぬれた道路を走る場合や
重い荷物を積んでいる場合などは
制動距離が長くなる。

❷ ○（交通の方法に関する教則第6
章第4節 悪天候など1-2）雨の日は、
急発進、急ハンドル、急ブレーキな
どは横転、横滑りなどの原因となり
特に危険なので、注意が必要であ
る。

❸ ×（交通の方法に関する教則第
6章第4節 悪天候など1-4）雨の降り
始めの工事現場の鉄板はスリップし

やすいので注意する。また、舗装
道路、路面電車のレールなども滑り
やすく危険なので、注意が必要であ
る。

❹ ○（交通の方法に関する教則第
6章第4節 悪天候など1-7）雨の日
は、車内のガラスが曇ることが多い
ので、デフロスターを使ったり、側
面ガラスを開けるなどして、曇りを防
ぐ。

❺ ○（交通の方法に関する教則第６
章第４節 悪天候など3-2）霧のとき
は、危険を防止するために、必要に
応じて警音器を使用する。

交通の方法に
関する教則

　

健
康
経
営
優
良
法
人
認
定

制
度
は
︑
特
に
優
良
な
健
康

経
営
を
実
践
し
て
い
る
法
人

を
日
本
健
康
会
議
が
認
定
す

る
顕
彰
制
度
で
︑
大
規
模
の

企
業
等
を
対
象
と
し
た
﹁
大

規
模
法
人
部
門
﹂
と
︑
中
小

規
模
の
企
業
等
を
対
象
と
し

た
﹁
中
小
規
模
法
人
部
門
﹂

の
２
部
門
を
設
け
て
い
る
︒

︻
中
小
規
模
法
人
部
門
︼

　

健
康
経
営
を
全
国
に
浸
透

さ
せ
る
に
は
︑
特
に
地
域
の

中
小
企
業
に
お
け
る
取
り
組

み
を
広
げ
る
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
り
︑
中
小
規
模
法
人
部

門
は
︑
個
社
に
合
っ
た
優
良

な
取
り
組
み
を
実
践
す
る
法

人
を
積
極
的
に
認
定
す
る
こ

と
で
︑
健
康
経
営
の
す
そ
野

を
広
げ
る
ツ
ー
ル
と
し
て
い

る
︒

①
中
小
規
模
法
人
部
門
へ
の

申
請
に
は「
健
康
宣
言
事
業
」

へ
の
参
加
が
必
須

　

中
小
規
模
法
人
部
門
へ
の

申
請
に
は
︑
事
前
に
保
険
者

（
全
国
健
康
保
険
協
会
﹇
協

会
け
ん
ぽ
﹈
の
各
都
道
府
県

支
部
︑
健
康
保
険
組
合
連
合

会
の
各
都
道
府
県
連
合
会
な

ど
）
の
﹁
健
康
宣
言
事
業
﹂

に
参
加
す
る
必
要
が
あ
る
︒

ま
ず
は
︑
加
入
保
険
者
に
連

絡
し
︑
健
康
宣
言
事
業
へ
の

参
加
方
法
等
を
確
認
し
た
上

で
︑
健
康
宣
言
事
業
に
参
加

す
る
︒

　

な
お
︑
加
入
し
て
い
る
保

険
者
が
健
康
宣
言
事
業
を
実

施
し
て
い
な
い
場
合
は
︑
各

自
治
体
が
実
施
す
る
健
康
宣

言
事
業
へ
の
参
加
︑
あ
る
い

は
自
社
独
自
の
健
康
宣
言
の

実
施
を
も
っ
て
代
替
可
能
︒

②
「
認
定
要
件
」
に
沿
っ
て

　

中
小
規
模
法
人
部
門
で

は
︑上
位
５
０
０
法
人
に
﹁
ブ

ラ
イ
ト
５
０
０
﹂︑
上
位
５
０

１
~
１
５
０
０
法
人
に
は
﹁
ネ

ク
ス
ト
ブ
ラ
イ
ト
１
０
０
０
﹂

の
冠
を
付
加
し
て
い
る（
図
）︒

な
お
︑
運
輸
業
か
ら
は
１
６

４
９
法
人
が
﹁
健
康
経
営
優

良
法
人
２
０
２
６
﹂
に
認
定

さ
れ
て
お
り
︑
そ
の
う
ち
37

法
人
が﹁
ブ
ラ
イ
ト
５
０
０
﹂

に
認
定
さ
れ
て
い
る
︒

健
康
経
営
を
実
践

　

自
社
の
経
営
理
念
に
合
わ

せ
︑
従
業
員
の
活
力
や
組
織

の
活
性
化
に
繋
が
る
よ
う
︑

戦
略
的
に
健
康
投
資
を
行

う
︒
継
続
で
き
る
組
織
体
制

や
専
門
家
の
視
点
も
重
要
で

あ
る
た
め
︑
保
険
者
や
自
治

体
︑
経
済
団
体
等
の
地
域
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
積
極
的
に
活

用
す
る
︒
特
に
︑
保
険
者
は

特
定
検
診
・
特
定
保
健
指
導

等
を
は
じ
め
と
し
た
健
康
経

営
の
施
策
に
欠
か
せ
な
い
パ

ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑

連
携
を
強
化
し
て
い
く
こ
と

が
望
ま
し
い
︒

　

中
小
規
模
法
人
部
門
で

は
︑
表
で
示
し
た
認
定
要
件

（
表
は
﹁
健
康
経
営
優
良
法

人
２
０
２
６
﹂
認
定
要
件
）

が
定
め
ら
れ
て
い
る
︒

　

認
定
に
あ
た
っ
て
は
︑
単

に
認
定
要
件
で
定
め
ら
れ
て

い
る
施
策
を
行
え
ば
よ
い
わ

け
で
は
な
く
︑
維
持
継
続
で

き
る
組
織
体
制
や
評
価
・
改

善
も
必
要
と
な
る
た
め
︑
健

康
経
営
の
実
践
に
あ
た
っ
て

は
︑
あ
ら
か
じ
め
経
営
陣
で

検
討
し
た
上
で
準
備
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
︒

③
中
小
規
模
法
人
部
門
へ
の

申
請

　

健
康
経
営
優
良
法
人
の
認

定
を
受
け
る
に
は
︑
申
請
が

必
要
と
な
る
︒
申
請
は
例
年
︑

８
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
受

付
を
行
う
予
定
（
令
和
８
年

度
﹁
健
康
経
営
優
良
法
人
２

０
２
７
﹂
申
請
の
詳
細
は
︑

発
表
さ
れ
次
第
本
紙
に
掲
載

予
定
）︒

　
　
　
　
　
　

＊

　

な
お
︑
健
康
経
営
優
良
法

人
認
定
制
度
の
詳
細
に
つ
い

て
は
︑
健
康
経
営
優
良
法
人

認
定
制
度
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

﹁
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ

Ｏ
Ｎ
！　

健

康
経
営
﹂（
二

次
元
コ
ー
ド
）

を
参
照
︒

従
業
員
の
健
康
増
進
・
維
持
を
通
じ
て
組
織
の
活
性
化
を
図
る

従
業
員
の
健
康
増
進
・
維
持
を
通
じ
て
組
織
の
活
性
化
を
図
る

「
健
康
経
営
優
良
法
人
認
定
制
度
」

「
健
康
経
営
優
良
法
人
認
定
制
度
」

1
「
健
康
経
営
優
良
法
人
認
定
制
度
」
と
は
？

従
業
員
の
健
康
に
資
す
る

従
業
員
の
健
康
に
資
す
る

優
良
な
取
り
組
み
を
実
践
す
る
法
人
を
認
定

優
良
な
取
り
組
み
を
実
践
す
る
法
人
を
認
定

2 

健
康
経
営
優
良
法
人
に
な
る
た
め
に
は
？

ま
ず
は
「
健
康
宣
言
事
業
」
に
参
加

ま
ず
は
「
健
康
宣
言
事
業
」
に
参
加

認
定
要
件
に
沿
っ
て
健
康
経
営
を
実
践
す
る

認
定
要
件
に
沿
っ
て
健
康
経
営
を
実
践
す
る

　
﹁
健
康
経
営
﹂
と
は
︑
従
業
員
等
の
健
康

管
理
を
経
営
的
な
視
点
で
考
え
︑
戦
略
的

に
実
践
す
る
こ
と
で
す
︒
企
業
理
念
に
基

づ
き
︑
従
業
員
等
へ
の
健
康
投
資
を
行
う

こ
と
は
︑
従
業
員
の
活
力
向
上
や
生
産
性

の
向
上
等
の
組
織
の
活
性
化
を
も
た
ら
し
︑

結
果
的
に
業
績
向
上
に
繋
が
る
と
期
待
さ

れ
ま
す
︒

　

経
済
産
業
省
で
は
︑平
成
28
年
度
に
﹁
健

康
経
営
優
良
法
人
認
定
制
度
﹂
を
創
設
︒

優
良
な
健
康
経
営
に
取
り
組
む
法
人
を﹁
見

え
る
化
﹂す
る
こ
と
で
︑従
業
員
や
求
職
者
︑

関
係
企
業
や
金
融
機
関
な
ど
か
ら
﹁
従
業

員
の
健
康
管
理
を
経
営
的
な
視
点
で
考
え
︑

戦
略
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
﹂
と
し

て
社
会
的
に
評
価
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
整
備
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
︒

　

こ
こ
で
は
︑
同
認
定
制
度
に
つ
い
て
︑

中
小
規
模
法
人
部
門
を
中
心
に
紹
介
し
ま

す
︒

※上記認定要件は前年度（「健康経営優良法人2026」）の内容。今年度の認定要件は、8月頃公表予定

表

図　健康経営に係る顕彰制度について（全体像、中小企業等）

健康経営優良法人

健康経営優良法人

  全日本トラック協会

「過労死等・健康起因事故防止特設ページ」を
従業員の健康づくりに活かしましょう

　全日本トラック協会では、ホームページ内に「過労死等・健康起因事故防止
特設ページ」（二次元コード）を設置し、ドライバーの健康づくりに向けた情報
提供を行っています。
　同ページでは、今年4月に改訂した『トラック運送事業者のための健康起因
事故防止マニュアル』（写真）や、今年4月に作成した『運行管理者のための血圧
計活用のポイント』などの冊子・パンフレット等をダウンロードすることができ
ます。また、これまで『広報とらっく』に掲載してきた「『健康職場づくり』事

業者訪問」の記事内容をまとめた冊子もダウンロードできます。
　トラック運送業界において、ドライバーの過労死等削減・健康起因事故防止の取り
組みは緊急かつ重要な課題となっています。同ページを活用し、従業員の健康管理
を積極的に行いましょう。

「健康経営」を始めてみませんか？「健康経営」を始めてみませんか？
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※講習会は、エコモ財団の担当者がグリーン経営について説明します。既に認証登録をされている事業者の皆様の参加も可能です。

「認証基準」、「取組事例」など 詳細は

（略称：エコモ財団）

東京都文京区後楽１丁目４番14号 後楽森ビル 10階〒112-0004
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で 検 索グリーン経営

認証取得後8トン以上のトラックで2.9％の燃費向上、車両故障件数20.8％減少。
交通事故発生件数25.9％減少など（グリーン経営認証取得による効果・2024年版より）環境改善にとどまらない効果。

グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！

認
証
取
得
に
向
け
た

講
習
会
の
ご
案
内

日　時 会　場 主催 問合せ先対象業種

エコモ財団
グリーン経営講習会係
☎03-5844-6276
※ガイダンスの2番を
押してください

関東運輸局―9月中旬（予定） 茨城県内
トラック

バス、タクシー

関東運輸局6月24日（水） 13：30～15：30トラック
バス、タクシー

一般社団法人　千葉県トラック協会
３階　大研修室

千葉県千葉市美浜区新港 212-10

オンライン 中部運輸局

倉庫、港湾運送
旅客船、内航海運事業 10：00～12：00

7月31日（金）
トラック

バス、タクシー 13：30～15：30

オンライン（予定） 九州運輸局８月上旬（予定） ―

2026・6・10

▼
和
室
４
畳
半
の
中
央
に
あ
る
円

形
の
卓
袱
台
（
直
径
１
２
０
㎝
）

を
４
人
で
囲
ん
で
の
食
卓
︑
食
材

に
直
ぐ
手
が
届
き
会
話
も
弾
み
︑

ま
さ
に
一
家
団
欒
で
し
た
︒
現
代

の
鉄
筋
構
造
で
は
な
く
木
造
家
屋

が
主
流
の
建
物
は
︑
風
通
し
が
良

く
︑
何
よ
り
も
温
も
り
が
あ
り
ま

し
た
︒
▼
当
時
流
行
り
の
14
型
の

白
黒
テ
レ
ビ
に
は
︑
父
の
大
好
き

な
プ
ロ
野
球
﹁
巨
人
︱
阪
神
戦
﹂

が
映
し
出
さ
れ
︑
長
嶋
茂
雄
に
﹁
頑

張
れ
﹂
と
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま

し
た
︒
ま
さ
に
﹁
巨
人
︑
大
鵬
︑

卵
焼
﹂
の
時
代
で
し
た
︒
▼
６
月

は
梅
雨
︑
小
さ
な
庭
の
紫
陽
花
の

葉
に
で
ん
で
ん
虫
が
止
ま
り
︑
ゆ

っ
く
り
と
歩
み
を
進
め
て
い
ま
し

た
︒
そ
ん
な
ス
ロ
ー
で
は
﹁
捕
ま

る
よ
﹂
と
問
い
か
け
て
も
知
ら
ん

顔
で
す
︒
▼
梅
雨
が
明
け
︑
夏
本

番
に
突
入
し
て
も
昭
和
の
夏
は
朝

夕
そ
れ
ほ
ど
暑
く
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
︒
う
ち
わ
で
必
死
に
扇
ぎ
︑

首
振
り
扇
風
機
の
動
き
に
合
わ
せ

て
顔
を
動
か
し
︑
冷
蔵
庫
か
ら
母

の
作
っ
た
﹁
ゼ
ラ
イ
ス
﹂
を
食
べ

て
暑
さ
を
凌
ぎ
ま
し
た
︒
▼
７
月

21
日
か
ら
は
待
ち
に
待
っ
た
夏
休

み
の
始
ま
り
︒
10
日
間
通
う
小
学

校
の
水
泳
教
室
の
帰
り
に
必
ず
立

ち
寄
っ
た
友
人
の
三
谷
君
の
親
戚

が
営
む
商
店
で
買
っ
た
10
円
の
ア

イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
は
最
高
で
し

た
︒
▼
自
宅
近
く
に
都
バ
ス
の
停

留
場
が
あ
り
︑
母
と
よ
く
浅
草
寺

の
夏
の
風
物
詩
︑
７
月
９
日
と
10

日
の
２
日
間
行
わ
れ
る
﹁
ほ
お
ず

き
市
﹂
に
行
き
ま
し
た
︒
そ
の
日

に
お
参
り
す
れ
ば
４
万
６
千
日
（
一

生
）
分
の
ご
利
益
が
あ
る
と
い
う

の
で
︑
境
内
は
大
勢
の
参
拝
者
で

賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
︒
涼
し
げ
な

浴
衣
姿
の
女
性
も
多
く
︑
遠
い
夏

の
朧
気
な
記
憶
で
す
︒
▼
昭
和
の

時
代
に
は
︑
人
間
味
あ
ふ
れ
る
温

か
さ
や
人
々
の
深
い
繋
が
り
が
あ

り
ま
し
た
︒
昭
和
か
ら
平
成
へ
︑

そ
し
て
令
和
へ
と
時
代
が
移
り
ま

し
た
︒
そ
の
間
︑
生
活
と
文
化
は

大
き
く
変
貌
し
て
︑
人
々
の
価
値

観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
劇
的
に

変
化
し
ま
し
た
︒﹁
進
化
は
よ
し
﹂

と
し
な
が
ら
も
︑
日
本
人
と
し
て

の
ポ
リ
シ
ー
を
忘
れ
ず
に
︑
時
に

は
郷
愁
を
い
ざ
な
う
昭
和
の
時
代

を
懐
か
し
み
︑
回
顧
し
て
は
如
何

で
し
ょ
う
か
︒ 

（
山
崎　

薫
）
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エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
で
大
き
な

ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
の
が
運

転
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
す
︒
運
転

テ
ク
ニ
ッ
ク
を
活
か
し
て
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
を
実
践
す
る
た
め

に
は
︑
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
特

性
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
知

識
を
得
る
こ
と
が
大
切
で
す
︒

こ
こ
で
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
指

導
の
際
に
活
用
し
て
も
ら
う

た
め
に
︑
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の

特
性
を
踏
ま
え
た
運
転
テ
ク

ニ
ッ
ク
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
︒

①
お
だ
や
か
な
発
進
と
加
速

　

車
両
を
ス
タ
ー
ト
す
る
時

の
急
発
進
・
急
加
速
は
︑
必

要
以
上
に
エ
ン
ジ
ン
の
高
回

転
域
を
使
う
こ
と
に
な
り
︑

通
常
の
走
行
に
比
べ
て
著
し

く
燃
費
が
悪
く
な
り
ま
す
︒

ゆ
っ
く
り
加
速
し
︑
早
め
早

め
に
シ
フ
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
く

こ
と
が
大
事
で
す
︒

︻
指
導
事
項
︼

　

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
基
本
は
︑

エ
ン
ジ
ン
の
回
転
数
を
必
要

以
上
に
上
げ
な
い
で
走
行
す

る
こ
と
で
す
︒
デ
ィ
ー
ゼ
ル

車
は
︑
低
回
転
域
に
よ
り
大

き
い
ト
ル
ク
を
設
定
で
き
る

た
め
︑
ガ
ソ
リ
ン
車
な
ど
に

比
べ
て
重
い
荷
物
を
積
ん
で

も
︑
エ
ン
ジ
ン
の
回
転
数
を

上
げ
ず
に
ス
ム
ー
ズ
な
発
進

・
加
速
を
行
う
こ
と
が
可
能

で
す
︒
こ
う
し
た
デ
ィ
ー
ゼ

ル
車
の
ト
ル
ク
特
性
を
よ
く

理
解
し
て
︑
で
き
る
だ
け
グ

リ
ー
ン
ゾ
ー
ン
下
限
で
の
回

転
域
を
使
っ
て
運
転
す
る
よ

う
に
指
導
し
ま
す
︒

②
シ
フ
ト
ア
ッ
プ
は
早
め
の

一
段
上
の
ギ
ア
が
常
識

　

低
速
ギ
ア
の
ま
ま
で
ス
ピ

ー
ド
を
上
げ
て
い
く
と
︑
エ

ン
ジ
ン
の
回
転
数
が
ど
ん
ど

ん
高
く
な
り
︑
そ
の
分
燃
費

が
悪
く
な
り
ま
す
︒
も
し
︑

大
型
車
が
５
速
で
な
く
４
速

で
︑
中
・
小
型
車
が
４
速
で

な
く
３
速
で
︱
︱
と
い
う
よ

う
に
︑
一
段
下
の
ギ
ア
に
落

と
し
て
走
行
し
た
と
す
る

と
︑
燃
費
は
そ
れ
ぞ
れ
20
~

40
％
も
悪
く
な
り
ま
す
︒

　

シ
フ
ト
ア
ッ
プ
操
作
は
︑

素
早
く
行
え
ば
シ
フ
ト
ア
ッ

プ
時
の
瞬
間
の
速
度
は
維
持

さ
れ
ま
す
が
︑
現
実
に
は
若

干
速
度
が
低
下
す
る
の
が
一

般
的
で
す
︒
そ
し
て
シ
フ
ト

ア
ッ
プ
操
作
が
遅
い
と
︑
エ

ン
ジ
ン
回
転
数
と
車
速
の
落

ち
込
み
も
大
き
く
な
る
た

め
︑
次
の
シ
フ
ト
ア
ッ
プ
・

ポ
イ
ン
ト
ま
で
ア
ク
セ
ル
ペ

ダ
ル
を
踏
み
込
む
た
め
︑
燃

料
を
多
く
使
う
こ
と
に
な
り

ま
す
︒
し
た
が
っ
て
︑
素
早

い
シ
フ
ト
ア
ッ
プ
操
作
も
燃

料
消
費
量
を
減
ら
す
た
め
の

ポ
イ
ン
ト
で
す
︒

︻
指
導
事
項
︼

　

シ
フ
ト
ア
ッ
プ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
や
操
作
を
早
め
に
行
い
︑

エ
ン
ジ
ン
回
転
数
を
抑
え
て
︑

か
つ
︑
で
き
る
だ
け
高
速
段

の
ギ
ア
を
使
用
し
て
走
行
す

る
よ
う
に
指
導
し
ま
す
︒

③
定
速
走
行
の
励
行

　

ア
ク
セ
ル
ペ
ダ
ル
と
ブ
レ

ー
キ
ペ
ダ
ル
を
パ
タ
パ
タ
さ

せ
る
よ
う
な
波
状
運
転
（
加

減
速
運
転
）
は
︑
定
速
走
行

と
比
べ
て
燃
費
が
非
常
に
悪

く
な
り
ま
す
︒
走
行
中
は
無

駄
な
加
減
速
を
や
め
て
︑
で

き
る
だ
け
速
度
を
一
定
に
保

つ
よ
う
な
運
転
を
す
る
よ
う

に
心
が
け
ま
す
︒

　

た
だ
し
︑
道
路
や
交
通
の

状
況
（
坂
道
︑
交
通
流
）
に

よ
っ
て
定
速
走
行
が
難
し
い

場
合
に
は
︑
無
理
を
し
て
速

度
を
一
定
に
保
持
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
︒

︻
指
導
事
項
︼

　

先
を
よ
く
見
通
し
て
︑
加

速
・
減
速
を
繰
り
返
さ
な
い

で
済
む
よ
う
に
︑
安
全
な
車

間
距
離
を
保
ち
︑
定
速
走
行

に
心
が
け
ま
す
︒

④
エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
の
多
用

　

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
特
性
の

ひ
と
つ
に
︑
走
行
中
に
ア
ク

セ
ル
ペ
ダ
ル
を
離
し
エ
ン
ジ

ン
ブ
レ
ー
キ
の
状
態
に
な
る

と
︑
エ
ン
ジ
ン
へ
の
燃
料
供

給
は
カ
ッ
ト
さ
れ
︑
無
噴
射

状
態
に
な
り
ま
す
︒
こ
の
状

態
で
は
︑燃
料
は
消
費
せ
ず
︑

車
は
惰
力
だ
け
で
走
行
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
︒

　

こ
の
エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
の

状
態
で
の
惰
力
走
行
を
う
ま

く
取
り
入
れ
て
走
行
す
る
こ

と
が
︑
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
繋

が
り
ま
す
︒

　

ま
た
︑エ
キ
ゾ
ー
ス
ト
（
排

気
）
ブ
レ
ー
キ
や
リ
タ
ー
ダ

ー
な
ど
は
︑
降
坂
道
や
高
速

走
行
か
ら
の
減
速
等
の
際
に

補
助
ブ
レ
ー
キ
と
し
て
大
き

な
効
果
を
発
揮
す
る
も
の
で

す
が
︑
ブ
レ
ー
キ
の
効
き
が

良
く
な
る
こ
と
か
ら
︑
通
常

の
市
街
地
で
も
ス
イ
ッ
チ
を

入
れ
た
ま
ま
で
走
行
し
て
い

る
ド
ラ
イ
バ
ー
が
散
見
さ
れ

ま
す
︒
補
助
ブ
レ
ー
キ
の
入

れ
放
し
は
ア
ク
セ
ル
を
離
す

た
び
に
減
速
し
︑
元
の
速
度

に
戻
す
の
に
余
分
な
燃
料
を

消
費
し
て
し
ま
い
ま
す
︒
平

坦
路
で
む
や
み
に
使
用
す
る

と
︑
波
状
運
転
に
な
り
や
す

く
︑
燃
費
を
悪
く
す
る
原
因

に
な
り
ま
す
︒
こ
う
し
た
補

助
ブ
レ
ー
キ
は
︑
道
路
や
交

通
状
況
に
よ
っ
て
︑
ス
イ
ッ

チ
を
こ
ま
め
に
切
り
替
え
る

よ
う
に
指
導
し
ま
す
︒

︻
指
導
事
項
︼

⑴
下
り
坂
や
信
号
の
手
前
で

は
︑
早
め
に
エ
ン
ジ
ン
ブ
レ

ー
キ
を
使
っ
て
︑
減
速
し
な

が
ら
必
要
最
小
限
の
フ
ッ
ト

・
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
こ
と

が
︑
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
コ
ツ
で

す
︒
な
お
︑
ク
ラ
ッ
チ
を
切

っ
た
り
︑
ギ
ア
を
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
に
し
た
り
し
て
走
行
す
る

と
︑ア
イ
ド
リ
ン
グ
状
態
（
燃

料
は
噴
射
）
に
な
る
上
︑
エ

ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
も
効
か
な

い
状
態
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
︒

　

し
た
が
っ
て
︑
ギ
ア
を
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
に
し
た
り
︑
ク
ラ

ッ
チ
を
踏
み
込
ん
だ
り
す
る

の
は
︑
停
止
す
る
直
前
ま
で

待
つ
よ
う
に
し
ま
す
︒

⑵
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
は
デ
ィ
ー

ゼ
ル
車
の
特
性
を
よ
く
理
解

し
て
︑
エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ

を
多
用
す
る
よ
う
に
し
ま
す

が
︑
エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
に

加
え
て
︑エ
キ
ゾ
ー
ス
ト
（
排

気
）
ブ
レ
ー
キ
や
リ
タ
ー
ダ

ー
な
ど
の
補
助
ブ
レ
ー
キ
を

う
ま
く
活
用
す
る
こ
と
も
ポ

イ
ン
ト
で
す
︒

⑤
経
済
速
度
の
厳
守

　

経
済
速
度
と
は
︑
円
滑
な

交
通
流
を
乱
す
こ
と
な
く
︑

で
き
る
だ
け
低
い
エ
ン
ジ
ン

回
転
数
で
︑
効
率
良
く
走
れ

る
ス
ピ
ー
ド
の
こ
と
を
い
い

ま
す
︒
例
え
ば
︑
周
囲
の
交

通
状
況
な
ど
か
ら
︑
経
済
速

度
が
時
速
50
㌔
㍍
と
い
う

時
︑
あ
え
て
時
速
60
㌔
㍍
に

速
度
を
上
げ
た
例
で
み
る

と
︑
燃
料
消
費
量
は
約
10
％

も
多
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
︒

︻
指
導
事
項
︼

⑴
経
済
速
度
で
効
率
的
な
運

転
を
心
が
け
る
よ
う
に
し
ま

す
︒

⑵
高
速
道
路
な
ど
で
も
︑
必

ず
制
限
速
度
を
遵
守
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
︒

⑥
予
知
運
転
に
よ
る
停
止
・

発
進（
ス
ト
ッ
プ
ア
ン
ド
ゴ
ー
）

回
数
の
抑
制

　

停
止
し
た
車
両
は
︑
再
度

発
進
す
る
時
に
加
速
し
ま
す

が
︑
加
速
す
る
際
に
は
︑
上

り
坂
を
走
行
す
る
時
と
同
じ

く
ら
い
多
く
の
燃
料
を
消
費

し
ま
す
︒
こ
の
停
止
・
発
進

（
ス
ト
ッ
プ
ア
ン
ド
ゴ
ー
）

の
回
数
を
減
ら
す
運
転
を
す

る
こ
と
が
︑
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

に
繋
が
り
ま
す
︒

　

例
え
ば
交
差
点
の
手
前
で

は
︑
周
り
の
交
通
の
流
れ
を

よ
く
見
て
走
行
し
ま
す
が
︑

前
方
の
信
号
が
赤
で
も
︑
エ

ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
を
使
用
し

て
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
調
整
す

る
こ
と
で
︑
信
号
が
青
に
変

わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒
こ

れ
に
よ
り
︑
交
差
点
を
停
止

せ
ず
通
過
で
き
る
よ
う
に
な

り
︑
そ
の
分
わ
ず
ら
わ
し
い

停
止
・
発
進
の
回
数
が
減
る

こ
と
に
な
り
ま
す
︒

︻
指
導
事
項
︼

　

信
号
や
交
通
状
況
の
変
化

な
ど
先
を
見
越
し
た
運
転

（
予
知
運
転
）を
実
践
し
て
︑

で
き
る
だ
け
停
止
・
発
進

（
ス
ト
ッ
プ
ア
ン
ド
ゴ
ー
）

回
数
そ
の
も
の
が
減
る
運
転

を
心
が
け
る
よ
う
に
し
ま
す
︒

⑦
無
駄
な
空
ぶ
か
し
の
抑
制

　

ト
ラ
ッ
ク
は
︑
１
回
の
空

ぶ
か
し
で
燃
料
を
無
駄
遣
い

し
て
い
ま
す
︒

　

例
え
ば
︑
燃
料
１
㍑
の
消

費
で
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
約
３

㌔
㍍
走
行
（
１
㏄
で
３
㍍
走

行
）
で
き
る
と
す
る
と
︑
大

型
ト
ラ
ッ
ク
が
１
回
空
ぶ
か

し
を
し
た
場
合
30
~
36
㍍
走

行
で
き
る
燃
料
を
無
駄
に
し

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

　

空
ぶ
か
し
は
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
各
自
の
ク
セ
と
も
い
わ
れ

ま
す
の
で
︑
管
理
者
が
空
ぶ

か
し
を
し
な
い
よ
う
︑
日
常

的
に
注
意
を
繰
り
返
す
こ
と

が
大
切
で
す
︒

⑧
必
要
最
小
限
の
ア
イ
ド
リ

ン
グ

　

荷
物
の
積
卸
し
や
休
憩
時

間
な
ど
に
エ
ン
ジ
ン
を
か
け

た
ま
ま
車
両
を
放
置
し
て
お

く
と
︑
燃
料
を
無
駄
に
消
費

す
る
ば
か
り
で
な
く
︑
大
気

汚
染
物
質
を
よ
り
多
く
排
出

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
︒
こ

う
し
た
無
駄
な
ア
イ
ド
リ
ン

グ
を
止
め
る
こ
と
が
社
会
的

に
要
請
さ
れ
て
い
ま
す
︒
特

に
市
街
地
に
お
け
る
ア
イ
ド

リ
ン
グ
は
︑
近
隣
住
民
に
騒

音
︑
臭
気
︑
振
動
な
ど
の
公

害
を
招
き
︑
ト
ラ
ッ
ク
協
会

な
ど
に
も
近
隣
住
民
か
ら
の

苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
︒
市
街
地
に
お
け
る
ア

イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
は
︑

さ
ら
に
徹
底
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
︒

︻
指
導
事
項
︼

⑴
ア
イ
ド
リ
ン
グ
は
︑
常
に

必
要
最
小
限
に
な
る
よ
う
心

が
け
ま
す
︒

⑵
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
︑
パ
ー

キ
ン
グ
エ
リ
ア
で
の
ア
イ
ド

リ
ン
グ
は
︑
騒
音
︑
臭
気
な

ど
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
お

り
︑
必
要
最
小
限
の
も
の
と

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒

⑶
住
居
等
が
隣
接
し
て
い
る

よ
う
な
場
所
で
は
︑
ア
イ
ド

リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
だ
け
で
な

く
︑
騒
音
や
駐
車
マ
ナ
ー
な

ど
︑
地
域
環
境
へ
の
配
慮
も

心
が
け
ま
す
︒

⑷
荷
物
の
積
卸
し
︑
集
配
待

ち
︑休
憩
を
す
る
時
な
ど
は
︑

確
実
に
エ
ン
ジ
ン
を
ス
ト
ッ
プ

さ
せ
ま
す
︒

⑸
暖
機
運
転
は
︑
必
要
最
小

限
の
時
間
に
抑
え
ま
す
︒
な

お
︑
冬
期
で
も
10
分
以
下
に

抑
え
ま
し
ょ
う
︒

　

国
土
交
通
省
は
６
月
８

日
︑
第
３
回
﹁
国
土
交
通
省

自
動
運
転
社
会
実
現
本
部
﹂

（
本
部
長
:
金
子
恭
之
国

土
交
通
大
臣
）を
開
催
し
た
︒

　

同
本
部
は
︑
自
動
運
転
社

会
の
早
期
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
を
強
力
に
推
進
す
る

と
と
も
に
︑
様
々
な
分
野
に

お
け
る
自
動
運
転
の
取
り
組

み
を
共
有
し
︑
今
後
の
取
り

組
み
の
方
向
性
お
よ
び
進
め

方
に
つ
い
て
検
討
を
深
め
る

た
め
に
実
施
し
て
い
る
も
の
︒ 　

今
回
は
︑
自
動
運
転
社
会

の
早
期
実
現
に
向
け
た
当
面

の
７
つ
の
方
策
に
つ
い
て
提

示
︒
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
関

係
で
は
︑
目
指
す
べ
き
姿
を

﹁
自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク
や
自

動
物
流
道
路
な
ど
の
実
装
に

よ
る
物
流
効
率
化
﹂
と
し
︑

想
定
さ
れ
る
主
な
社
会
変
容

や
今
後
の
主
な
課
題
・
方
向

性（
表
）を
提
示
︒
そ
の
上
で
︑

当
面
の
７
つ
の
方
策
（
図
）

で
は
︑﹁
自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク

の
社
会
実
装
の
推
進
﹂
な
ど

７
項
目
を
掲
げ
︑
自
動
運
転

社
会
の
早
期
実
現
に
向
け

て
︑
推
進
・
連
携
体
制
を
強

化
す
る
と
と
も
に
︑
自
動
運

転
社
会
の
開
発
・
普
及
の
促

進
や
社
会
受
容
性
の
向
上
︑

自
動
運
転
を
支
え
る
道
路
・

都
市
イ
ン
フ
ラ
側
の
取
り
組

み
な
ど
を
強
力
に
進
め
て
い

く
と
し
た
︒

　

事
務
局
か
ら
の
報
告
を
受

け
︑
金
子
大
臣
は
﹁
自
動
運

転
が
実
現
し
た
社
会
は
夢
物

語
で
は
な
い
︒
総
力
を
挙
げ
︑

果
敢
に
取
り
組
も
う
﹂
と
呼

び
か
け
た
︒

　

同
本
部
で
は
今
後
︑
自
動

運
転
に
ま
つ
わ
る
技
術
や
業

界
の
最
新
動
向
︑
各
局
等
に

お
け
る
自
動
運
転
に
関
す
る

取
り
組
み
状
況
な
ど
に
つ
い

て
定
期
的
な
報
告
・
検
討
を

行
い
︑
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
続

け
て
い
く
︒
な
お
︑
次
回
の

同
本
部
は
12
月
頃
に
開
催
す

る
予
定
︒

表　自動運転の普及に伴う社会変容とその対応
　　（トラック運送業界関係）
【目指すべき姿】
自動運転トラックや自動物流道路などの実装による物流
効率化
【想定される主な社会変容】
・24時間無人運行による効率的な幹線輸送インフラの実現
　（運転者不足の解消や長距離運行の減少、安全性の向上など）
・多様な物流サービス・モードによる利便性向上
　（定額課金等の新たな運賃体系、自動物流道路など）
・地方部での買物弱者支援や食品アクセス確保
　（自動配送ロボットを活用した地域物流の補完など）

【今後の主な課題・方向性】
・自動運転トラックのさらなる輸送効率化・安全性向上
　（車両の規格化・標準化、データ連携、路車協調など）
・�有人輸送の役割の変化（長距離輸送からフィーダー輸送へ）や
競合しうる鉄道輸送等との関係性の整理

・物流拠点の立地傾向の変化への対応
・自動配送ロボットの駐停車スペースの配置のあり方

図　自動運転社会の早期実現に向けた当面の 7つの方策について
① L2++車の本格的な普及
②より安全・円滑な移動に資する道路の実現
③自動運転を支えるまちづくり
④自動運転の実装による「交通空白」の解消と「観光の足」の確保
⑤自動運転の社会受容性の向上
⑥自動運転トラックの社会実装の推進
　・自動運転トラックの事業化支援やビジネスモデルの官民での検討
　・事業者間連携のための車両の規格化・標準化やデータ連携の推進
　・自動運転物流を支える基幹物流拠点の整備促進
　・東北道で路車協調（合流支援、先読み支援等）の実証実験を開始
⑦多様な輸送モードにおける自動運転の推進

国交省

早
期
実
現
に
向
け
た
７
つ
の
方
策
に
つ
い
て
提
示

早
期
実
現
に
向
け
た
７
つ
の
方
策
に
つ
い
て
提
示

自
動
運
転
社
会
実
現
本
部

自
動
運
転
社
会
実
現
本
部

　

近
年
︑
燃
料
価
格
の
高
騰
が
続
い
て
い

る
状
況
下
で
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に

お
い
て
は
中
東
情
勢
の
影
響
に
よ
る
燃
料

調
達
へ
の
不
安
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
︒

中
東
情
勢
が
依
然
と
し
て
不
透
明
な
中
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
が
引
き
続
き
物
流

を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
︑﹁
燃
費
の

良
い
速
度
で
の
走
行
﹂
や
﹁
ア
イ
ド
リ
ン

グ
ス
ト
ッ
プ
﹂︑﹁
急
ブ
レ
ー
キ
や
急
発
進

を
控
え
る
﹂
な
ど
と
い
っ
た
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
を
徹
底
し
︑
燃
料
消
費
量
を
抑
え
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
︒

　

こ
こ
で
は
︑
６
月
の
﹁
環
境
月
間
﹂
に

合
わ
せ
て
︑﹁
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
実
践
す

る
た
め
の
運
転
テ
ク
ニ
ッ
ク
﹂に
つ
い
て
︑

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

﹃
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
推
進

マ
ニ
ュ
ア
ル
﹄（
写
真
、

二
次
元
コ
ー
ド
）
を
も

と
に
紹
介
し
ま
す
︒

我
が
国
の
物
流
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
」
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う

我
が
国
の
物
流
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
」
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
特
性
を
踏
ま
え
た
運
転
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
紹
介

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
特
性
を
踏
ま
え
た
運
転
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
紹
介

エコドライブの徹底による燃料消費量の節約が、燃料価格高騰におけるトラック物流の維持に貢
献する（写真はイメージ）

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
推
進
マ
ニ
ュ
ア
ル	

公
益
社
団
法
人

　全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

社会との共生とトラック運送事業の持続的発展を目指して

推進マニュアル

６月は「環境月間」
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令和7年中の死亡・重傷事故の合計
件数は973件、死者数・重傷者数の
合計は 1,038 人であった。8 年 4
月からスタートした「トラック事業に
おける総合安全プラン 2030」は目
標を「995人以下」と設定した。

令和 12（2030）年の目標値：「死者数」と「重傷者数」の合計 995 人以下 / 飲酒運転人身事故件数ゼロ（いずれも軽貨物を含まない）

「トラック事業における総合安全プラン 2030」目標値と現況

事故類型別死亡・重傷事故（車両相互・人対車両）

交差点における死亡・重傷事故（対歩行者・対自転車別）

交通事故統計分析結果交通事故統計分析結果

12件
2件
1件
1件

大　型：
中　型：
準中型：
普　通：

64件
11件
11件
  1 件

大　型： 21件
中　型： 23件
準中型：   9 件
普　通：   7 件

4件
4件
7件
1件

13件
14件
15件
5件

大　型： 
中　型： 
準中型：
普　通：

大　型：  
中　型：
準中型： 
普　通：

13件
11件
10件
4件

347件
36%

158件
16%

150件
15%

114件
12%

204件
21%

交差点一その他

死亡・重傷
事故件数
973件

（2025年1～12 月）

追突

交差点一対自転車
交差点一対歩行者

その他

左折巻き込み事故防止対策
車両総重量 7.5トン 以上

の事業用トラックを対象

への全ト協助成事業実施中

AI機能を備えた
「側方衝突監視警報装置」

ch

eck
直進（件）

（件）（件）

（歳）

（歳）（歳）

右折左折

自転車47件歩行者38件

自転車
87件

歩行者
16件

自転車
16件

歩行者
60件

掲示用

この交通事故統計は、警察庁が公表した令和7年中における事業用トラック（軽貨物を含まない）が第１当事者となる交通事故を、事故類型別、
車両区分別等、多角的視点から分析したものです。こうした分析結果をもとに、同種事故の再発防止に向けた取り組みを強化しましょう。

事業用トラックが第１当事者となった死亡・重傷事故事業用トラックが第１当事者となった死亡・重傷事故令和7年中令和7年中

死亡・重傷事故件数
973件

（2025年1～12月）

■人対車両（208件）■車両相互（719件）

大型
390
大型
390

大型
93
大型
93

中型
294
中型
294

中型
100
中型
100

車両単独
46車両相互

719
（73.9%）

普通
35
普通
35

普通
15
普通
15

人対車両
208

（21.4％）

事故類型別では、「車両相互」が最も
多く719件（73.9％）、次いで「人
対車両」が208件（21.4％）。

■車両相互
車種別でみると、大型は「追突（駐
・停車中）」（88 件）と「左折時
衝突」（82 件）が、中型は「出
会い頭衝突」（76 件）と「追突（駐
・停車中）」（48 件）が多い。
■人対車両
どの車種でも「横断中」が突出し、
「横断歩道」、「横断歩道付近」、「そ
の他の横断中」と合わせると「人
対車両」の 6 割強を占める。

事業用トラックが第１当事者となる
交差点における死亡・重傷事故は
264件であり、被害者の特徴として
は、右折時及び左折時の対歩行者事
故では高齢者であり、左折時の対自
転車事故では全年齢層となっている。

■左折時
8 割近くが対自転車（87件）。
対自転車の7割以上が大型車。
■右折時
８割近くが対歩行者（60件）。
対歩行者の4割以上が中型車。
■直進時
6 割近くが対自転車（47件）。
対自転車の3割以上が準中型車。

出典：（公財）交通事故総合分析センター

出典：警察庁「交通事故統計」および（公財）交通事故総合分析センター「交通統計」

「車両相互」での第2当事者となる「車両」には、道路交通法上の「軽車両」である自転車等を含む

※この分析結果は、「2025 年 1 〜 12 月の交通事故統計分析結果 ～発生地別～」より作成しました。

出典：（公財）交通事故総合分析センター

また、飲酒運転による人身事故件数
は13件と、目標である「０件」には
程遠い状況にあり、事業用トラック
ドライバーによる飲酒運転は悪質極
まりない反社会的行為であることを
関係者全員が再認識する必要がある。

全ト協制作
「トラックドライバーの
飲酒の実態と再発防止策」

リーフレットはこちら 

全
ト
協

（
概
要
）発生地別

死亡事故編 死亡・重傷事故編

プラン 2025
スタート

2010 2011 2012

死者数＋重傷者数 出典：警察庁「交通事故統計」および（公財）交通事故総合分析センター「交通統計」飲酒運転人身事故件数
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